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はじめにはじめにはじめにはじめに

用途用途用途用途
このマニュアルは、Data General（DG）、NCR、SCOおよび Sun Microsystemsから提供さ
れる Intelチップベースの UNIXプラットフォーム上に、Oracle8 Serverをインストールお
よび構成する方法を記載しています。このマニュアルは、Oracle8マニュアル・セットの内
容を補足しています。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Intel UNIXシステムに Oracle8 Serverをインストールする方を対象とし
ています。

Oracle8およびおよびおよびおよび Oracle8 Enterprise Edition
特に指示がない限り、このマニュアルで説明している特長や機能は、Oracle8および Oracle8 
Enterprise Editionに共通です。
v



このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則

UNIXでは大文字と小文字が区別されるため、このマニュアルの表記規則は、他の Oracle製
品のマニュアルで使用されている表記規則と多少異なります。

コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文
コマンドの構文は、クーリエ体で表します。コマンドの構文の表記規則は次のとおりです。

クーリエ体 クーリエ体は、UNIXコマンド、ディレクトリ名、パス名およびファイ
ル名を表します。

大カッコ [ ] 大カッコで囲まれた語は、キーの名前を表します（たとえば、[Return]
を押す）。ただし、コマンド構文で大カッコを使用する場合は意味が異
なります。

イタリック体 イタリック体は、変数（ファイル名の中で変化する部分を含む）を表し
ます。

大文字 大文字は、SQLコマンド、初期化パラメータまたは環境変数を表しま
す。

バックスラッシュ
\

バックスラッシュは、1行にコマンドが入りきらない場合に使用しま
す。このマニュアルで記載しているとおりに入力する（バックスラッ
シュを付ける）か、またはバックスラッシュを付けずに 1行で入力しま
す。
dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \
count=10000

中カッコ { } 中カッコは、必ず選択する項目を表します。
.DEFINE {macro1}

大カッコ [ ] 大カッコは、任意に選択する項目を表します。
cvtcrt termname  [ outfile ]

ただし、本文で大カッコを使用する場合は意味が異なります。

省略記号 ... 省略記号は、同じ項目を任意の回数だけ繰り返すことを表します。
CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN

イタリック体 イタリック体は、変数を表します。変数の箇所を適切な値に置き換えて
ください。
library_name

縦棒線 | 縦棒線は、中カッコまたは大カッコで囲まれている選択項目を表しま
す。
SIZE filesize [K|M]
vi



カスタマ・サポート・センターの連絡先カスタマ・サポート・センターの連絡先カスタマ・サポート・センターの連絡先カスタマ・サポート・センターの連絡先
オラクル社カスタマ・サポート・センターへは、次の電話番号におかけください（営業時間
は、各地域のカスタマ・サポート・センターにお問い合せください）。

■ アメリカ合衆国： +1.650.506.1500

■ ヨーロッパ： +44.1344.860160

■ アジア： +81.3.5717.1860

詳細は、http://www.oracle.com/supportにアクセスしてください。

参照ドキュメント参照ドキュメント参照ドキュメント参照ドキュメント
前回のリリースの Oracle Serverからの移行およびアップグレードの詳細は、『Oracle8 
Server移行ガイド』を参照してください。

本番データベース・システム用のシステム管理およびチューニングの詳細は、次のマニュア
ルを参照してください。

■ 『Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）
管理者リファレンス』

■ 『Oracle8 Serverチューニング』

■ 『Oracle8 Server管理者ガイド』

■ 『Oracle Net8管理者ガイド』

リレーショナル・データベース管理システム関連の概念または用語に慣れていない場合は、
インストレーションを始める前に、『Oracle8 Server概要』の第 1章をお読みください。
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要件および
1

要件および機能要件および機能要件および機能要件および機能

インストレーションを短時間で正常に終了するためには、Oracleソフトウェアをインストー
ルするためのソフトウェアの依存関係および領域要件を、ローカル・システムが満たしてい
る必要があります。この章では、Oracle8 Server for Intel UNIXリリース 8.0.6をインストー
ルする場合の要件を説明します。インストレーションを始める前に、この章で説明する要件
をシステムが満たしていることを確認してください。

■ インストレーションの概要

■ インストレーションのシステム要件

■ オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有の問題点および制限事項

■ リリース 8.0.6の新製品および機能
機能 1-1



インストレーションの概要
インストレーションの概要インストレーションの概要インストレーションの概要インストレーションの概要
Oracle8 Serverをインストールする手順は、次のとおりです。

1. 前提条件を満たす : ハードウェア、ソフトウェア、メモリーおよびディスク領域が、イ
ンストールする製品の要件を満たしていることを確認します。詳細は、この章を参照し
てください。既存のシステムをアップグレードする場合は、第 5章「アップグレードお
よび移行」を参照してください。

2. UNIX環境を確認する : インストールする製品用にUNIX環境が正しく設定されている
ことを確認します。詳細は、第 2章「環境設定」を参照してください。

3. インストールする : Installerを使用して、Oracleソフトウェアをインストールします。
詳細は、第 3章「インストレーションのタスク」を参照してください。

4. インストレーション後のタスクを行う : データベース・オブジェクトを作成してユー
ザー環境を構築し、インストールした Oracle製品をローカル・システム用に構成しま
す。詳細は、第 4章「Oracle8システムの構成」を参照してください。

5. クライアント・インストレーションを行う : Oracle Tools製品、アプリケーションおよ
びクライアント・インタフェースを、それぞれのインストレーション・ガイドに従って
インストールします。
1-2 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



インストレーションのシステム要件
インストレーションのシステム要件インストレーションのシステム要件インストレーションのシステム要件インストレーションのシステム要件
Oracle8 Serverをインストールする前に、システムが次の要件を満たしていることを確認し
てください。

ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件
次に、Oracle8 Serverの今回のリリースでの DG AViiON、NCR MP-RAS、 SCO UnixWare
および Solaris Intelのハードウェア要件を示します。

表表表表 1-1  DG AViiON のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件

ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目 DG AViiON の要件の要件の要件の要件

CPU Intelチップ・セット・ベースの DG AViiON Server。

メモリー 64MB以上の RAM。ConText Cartridgeを使用する場合は、128MB
必要です。

スワップ領域 通常は、RAMの 3倍の領域が必要。

ディスク領域 Oracle8 Serverのソフトウェアをすべてインストールする場合は、
750MB以上のディスク領域が必要。ただし、製品のサブセットのみ
をインストールする場合、必要な領域は小さくなります。OFA準拠
のモデルを使用する場合は、4つ以上のデバイスが必要です。Oracle
ソフトウェアのインストール用に 1つ、OFA準拠のデータベース作
成用に 3つ以上必要です。

注意注意注意注意 : パフォーマンスおよびフォルト・トレラントを向上させるため
に、ディスク領域を、少数の大きなドライブではなく、多数の小さな
ドライブに分散することをお薦めします。

CD-ROM装置 High Sierra-RockRidge形式を読み込める装置が必要。
要件および機能 1-3



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-2  NCR MP-RAS のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件

ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目 NCR MP-RAS の要件の要件の要件の要件

CPU NCR UNIXシステム S40、3000、4000、4300または 5000クラスのマ
シンが必要。

メモリー 64MB以上の RAM。ConText Cartridgeを使用する場合は、128MB
必要です。

スワップ領域 通常は、RAMの 3倍の領域が必要。

ディスク領域 Oracle8 Serverのソフトウェアをすべてインストールする場合は、
750MB以上のディスク領域が必要。ただし、製品のサブセットのみ
をインストールする場合、必要な領域は小さくなります。OFA準拠
のモデルを使用する場合は、4つ以上のデバイスが必要です。Oracle
ソフトウェアのインストール用に 1つ、OFA準拠のデータベース作
成用に 3つ以上必要です。

注意注意注意注意 : パフォーマンスおよびフォルト・トレラントを向上させるため
に、ディスク領域を、少数の大きなドライブではなく、多数の小さな
ドライブに分散することをお薦めします。

CD-ROM装置 High Sierra-RockRidge形式を読み込める装置が必要。

Ethernet Controller 今回のリリースで提供されている Net8製品を Ethernetネットワーク
上で使用する場合は、NCR Ethernet Controller/MCが必要。

サポートされている Ethernetカードについては、NCRカスタマ・サ
ポート・センターで確認することをお薦めします。
1-4 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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表表表表 1-3  SCO UnixWare のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア SCO UnixWare の要件の要件の要件の要件

CPU Intelベースのシステム。サポートされているハードウェア・システ
ムについては、UnixWare のドキュメントを参照してください。

メモリー 64MB以上の RAM。ConText Cartridgeを使用する場合は、128MB
必要です。

スワップ領域 通常は、RAMの 3倍の領域が必要。

ディスク領域 Oracle8 Serverのソフトウェアをすべてインストールする場合は、
750MB以上のディスク領域が必要。ただし、製品のサブセットのみ
をインストールする場合、必要な領域は小さくなります。OFA準拠
のモデルを使用する場合は、4つ以上のデバイスが必要です。Oracle
ソフトウェアのインストール用に 1つ、OFA準拠のデータベース作
成用に 3つ以上必要です。

注意注意注意注意 : パフォーマンスおよびフォルト・トレラントを向上させるため
に、ディスク領域を、少数の大きなドライブではなく、多数の小さな
ドライブに分散することをお薦めします。

CD-ROM装置 UnixWareがサポートしている RockRidge形式の CD-ROMドライブ
が必要。

Ethernet Controller UnixWareがサポートしている Ethernetカードが必要。
要件および機能 1-5
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ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件
表 1-5に、Oracle8 Serverの今回のリリースでの DG AViiON、NCR MP-RAS、SCO 
UnixWareおよび Solaris Intelのソフトウェア要件を示します。

表表表表 1-4  Solaris Intel のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件のハードウェア要件

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア Solaris Intel の要件の要件の要件の要件

CPU Intelベースのシステム。サポートされているハードウェア・システ
ムについては、Solaris Intelのドキュメントを参照してください。

メモリー 64MB以上の RAM。ConText Cartridgeを使用する場合は、128MB
必要です。

ディスク領域 Oracle8 Serverのソフトウェアをすべてインストールする場合は、
750MB以上のディスク領域が必要。ただし、製品のサブセットのみ
をインストールする場合、必要な領域は小さくなります。OFA準拠
のモデルを使用する場合は、4つ以上のデバイスが必要です。Oracle
ソフトウェアのインストール用に 1つ、OFA準拠のデータベース作
成用に 3つ以上必要です。

注意注意注意注意 : パフォーマンスおよびフォルト・トレラントを向上させるため
に、ディスク領域を、少数の大きなドライブではなく、多数の小さな
ドライブに分散することをお薦めします。

CD-ROM装置 Solaris Intelがサポートしている RockRidge形式の CD-ROMドライ
ブが必要。

Ethernet Controller Solaris Intelがサポートしている Ethernetカードが必要。

表表表表 1-5  DG AViiON のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア DG AViiON の要件の要件の要件の要件

オペレーティング・
システム

SDKおよび ACOオプションが付いている DG/UXリリース 4.20 
MU04。

オペレーティング・
システム・パッチ

dgux_R4.20 MU04_ix86.p04
dgux_R4.20 MU04_ix86.p23
dgux_R4.20 MU04_ix86.p28

GUI 現行システムのリリースの X11R5が必要。

クラスタ・パッケージ Oracle Parallel Serverオプションを使用するには、DG Cluster1.23か
ら分散ロック・マネージャをインストールする必要があります。

UNIXカーネル・
パラメータ

DG UNIXカーネル・パラメータの推奨値は、第 2章の「DG/UX 
Intel用の UNIXカーネル・パラメータ」を参照してください。
1-6 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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表表表表 1-6  NCR MP-RAS のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア NCR MP-RAS の要件の要件の要件の要件

オペレーティング・
システム

Oracle8 Serverの今回のリリースが正しく動作するには、NCR 
MP-RASバージョン 3.0.2が必要です。

オペレーティング・システムのリリース番号は、/etc/.relid ファ
イルで確認してください。

注意注意注意注意 : Oracle8 Serverをインストールする前に、NCRネットワーク・
パッケージおよび TCP/IPパッケージ（オペレーティング・システム
に添付されているもの）もインストールしてください。

GUI GUIツールのすべてをインストールするには、少なくとも xwinおよ
び xwindev X11パッケージのバージョン 5.04.03.06、motifおよび
motifdevのMotifパッケージがシステムにインストールされている
必要があります。

ULIMIT値 カーネルの ULIMITパラメータの値がご使用のシステムに適切な値
に設定されていないと、いくつかのファイルが使用できなくなるか、
または破損してしまうことがあります。一般的に、ULIMITは最も大
きいデータベース・ファイルよりも大きくなければいけません。 
/etc/default/login ファイルの ULIMIT値は、インストレーショ
ン用に 2113674ブロック以上に設定してください。このパラメータ値
の設定方法については、ご使用のオペレーティング・システムのド
キュメントを参照してください。

DBTパッケージ NCR MP-RASシステムでは、dbtパッケージが必要。 
/etc/conf/sdevice.d/dbt ファイルの2番目のフィールドに"Y"が
設定されていれば、このパッケージは有効です。パッケージが有効に
なっていない場合は、/etc/conf/sdevice.d/dbt ファイルの 2番
目のフィールドを "Y"に変更し、UNIXカーネルを再リンクします。
その後、システムを再起動します。システムのインスタンスごとに、
LISTIO_MAX_CNTが 2048に設定されていることを確認してくださ
い。

警告警告警告警告 : dbtパッケージが有効になっていない場合は、Oracleを実行で
きません。

非同期 I/Oパッケージ 非同期 I/Oパッケージ（NCR  MP-RASカーネルに添付）が必要。

XENIX互換パッケージ XENIX互換パッケージ（NCR  MP-RASに添付）が必要。

UNIXカーネル・
パラメータ

NCR  MP-RASカーネル・パラメータの推奨値は、第 2章の「NCR 
MP-RAS用の UNIXカーネル・パラメータ」を参照してください。

LifeKeeper DLM
クラスタ・パッケージ

Oracle Parallel Server オプションを使用するには、 LifeKeeper DLM 
バージョン 1.03.04.02をインストールする必要があります。
要件および機能 1-7
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表表表表 1-7  SCO UnixWare のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア SCO UnixWare の要件の要件の要件の要件

オペレーティング・
システム

UnixWare7 Server 7.1。Optimizing C Compilation systemが必要で
す。

オペレーティング・
システム・パッチ

ptf7129a 、 ptf7401b 、 ptf7406b 、 ptf7414a および 
ptf7420a

GUI 現行システムのリリースの X11R6が必要。

UNIXカーネル・
パラメータ

UnixWare UNIXカーネル・パラメータの推奨値は、第 2章の「SCO 
UnixWareでの UNIXカーネル・パラメータ」を参照してください。

ULIMIT値  /etc/default/login ファイルの ULIMITパラメータは、ご使用
のデータベースの中で、最大データベース・ファイル以上であること
を確認してください。カーネルの ULIMITパラメータの値がご使用
のシステムに適切な値に設定されていないと、いくつかのファイルが
使用できなくなるか、または破損してしまうことがあります。
ULIMIT値は、インストレーション用に 2113674ブロック以上に設定
してください。このパラメータ値の設定方法については、ご使用のオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

非同期 I/Oパッケージ 非同期 I/Oパッケージ（UnixWareカーネルに添付）が必要。 
UnixWare7の場合は、/dev/async 上の oracle 所有者に書込み権
限があることを確認します。それによって、 
/etc/conf/node.d/async  ファイルを変更してください（ man
モードを参照）。 
1-8 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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インストールされているオペレーティング・システム・パッケージおよびシステム・パッチ
を確認するには、次のコマンドを入力します。

DG/UX Intelの場合

$ /usr/sbin/dg_sysreport -g dgux

SCO UnixWareの場合

$ pkginfo

NCR MP-RASおよび Solaris Intelの場合

$ pkginfo -i [ package_name ]

Solaris Intelでオペレーティング・システムに適用されているパッチを表示するには、次の
コマンドを入力します。

$ showrev -p

表表表表 1-8  Solaris Intel のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件のオペレーティング・システム要件

ソフトウェア項目ソフトウェア項目ソフトウェア項目ソフトウェア項目 Solaris Intel の要件の要件の要件の要件

オペレーティング・
システム

Solaris7 for Intelが必要。Cコンパイラはインストレーションに必須
ではありませんが、Cのデモ・プログラムをコンパイルするのに必要
です。

オペレーティング・
システム・パッチ

パッチ 106328-04
パッチ 107440-01

ULIMIT値の削除 Oracle8 Serverをインストールする前に、/etc/default/login
ファイルから ULIMITの値を含む行を削除する必要があります。
/etc/default/login の ULIMITのデフォルト値では、Solaris7を
インストールできません。

GUI SolarisにバンドルされているMotifランタイム・キットのパッケー
ジ SUNWmfrunが必要。

UNIXカーネル・パラ
メータの再構成

Oracle8 Serverをインストールする前に、UNIXカーネルを再構成す
る必要があります。UNIXカーネルのデフォルトでは、Oracle8 
Serverをインストールできません。Solaris Intelカーネル・パラメー
タの推奨値は、第 2章の「Solaris Intelでの UNIXカーネル・パラ
メータ」を参照してください。
要件および機能 1-9
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その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件
この項では、前項で記述されているハードウェアおよびソフトウェア要件以外の製品固有の
情報を説明します。

表表表表 1-9  サーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（DG AViiON の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Server 8.0.6 なし インストレーション前、インストレーションお
よびインストレーション後のすべてのタスクの
実行。

Oracle8 Objects Option 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Parallel Server 
Option 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

Oracle8 Parallel Serverオプション
では DG Cluster 1.23が必要。

第 2章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Partitioning Option 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 ConText Cartridge 
2.4.6

Oracle8データベースのインス
トールが必要。

第 4章の「Oracle ConText Cartridgeのインスト
レーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Spatial Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Time Series Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

第 4章の「Oracle8 Time Series Cartridgeのイン
ストレーション後のタスク」の実行。

Oracle8 Image Cartridge 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Visual Information 
Retrieval Cartridge 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。Oracle8 Image 
Cartridgeが必要。

なし

PL/SQL 8.0.6 なし なし
1-10 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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表表表表 1-10  サーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（NCR MP-RAS の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Server 8.0.6 なし インストレーション前、インストレーションお
よびインストレーション後のすべてのタスクの
実行。

Oracle8 Objects Option 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Parallel Server 
Option 8.0.6 

 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。 

LifeKeeper DLM バージョン
1.03.04.02が必要。

第 2章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Partitioning Option 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 ConText Cartridge 
2.4.6

Oracle8データベースのインス
トールが必要。

第 4章の「Oracle ConText Cartridgeのインスト
レーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Spatial Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Time Series Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

第 4章の「Oracle8 Time Series Cartridgeのイン
ストレーション後のタスク」の実行。

Oracle8 Image Cartridge 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Visual Information 
Retrieval Cartridge 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。 Oracle8 Image 
Cartridgeが必要。

なし

PL/SQL 8.0.6 なし なし
要件および機能 1-11
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表表表表 1-11  サーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（SCO UnixWare の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Server 8.0.6 なし インストレーション前、インストレーションお
よびインストレーション後のすべてのタスクの
実行。

Oracle8 Objects Option　 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Partitioning Option 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 ConText Cartridge 
2.4.6

Oracle8データベースのインス
トールが必要。

第 4章の「Oracle ConText Cartridgeのインスト
レーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Spatial Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Time Series Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

第 4章の「Oracle8 Time Series Cartridgeのイン
ストレーション後のタスク」の実行。

Oracle8 Image Cartridge 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Visual Information 
Retrieval Cartridge 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。 Oracle8 Image 
Cartridgeが必要。

なし

PL/SQL 8.0.6 なし なし
1-12 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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表表表表 1-12  サーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクサーバー、オプションおよびカートリッジの制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（Solaris Intel の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Server 8.0.6 なし インストレーション前、インストレーションお
よびインストレーション後のすべてのタスクの
実行。

Oracle8 Objects Option 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Partitioning Option 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 ConText Cartridge 
2.4.6

Oracle8データベースのインス
トールが必要。

第 4章の「Oracle ConText Cartridgeのインスト
レーション後のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle8 Spatial Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Time Series Cartridge 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

第 4章の「Oracle8 Time Series Cartridgeのイン
ストレーション後のタスク」の実行。

Oracle8 Image Cartridge 8.0.6 Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

なし

Oracle8 Visual Information 
Retrieval Cartridge 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。Oracle8 Image 
Cartridgeが必要。

なし

PL/SQL 8.0.6 なし なし
要件および機能 1-13



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-13  Tools 製品製品製品製品およびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（DG AViiON の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Java Database Connect 
(JDBC) 8.0.6（JDBC OCI 
Driverおよび JDBC Thin 
Driverを含む）

JDKリリース 1.1.7.1および JDK
パッチ jdk_1.1.7.1.p03 が必
要。

第 4章の「JDBCのインストレーション後のタス
ク」の実行。

Migration Utility（Oracle7 to 
Oracle8）8.0.6

なし なし

Object Type Translator 8.0.6 なし なし

Oracle Installer 4.0.3 なし 

注意注意注意注意 : テンポラリ・ステージ領域
はサポートされていません。

なし

Oracle Online Text Viewer 
1.0.1

なし なし

Oracle Server Manager: Line 
Mode 3.0.6

なし なし

Pro*COBOL 8.0.6 Micro Focus COBOL 4.1 第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*COBOL 1.8.28 Micro Focus COBOL 4.1 第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*C/C++ 8.0.6 ご使用のオペレーティング・シス
テムで提供される Cコンパイラ、
および EPC C++バージョン 5.0.1

第 4章の「Pro*C/C++プリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*FORTRAN 1.8.28 Edinburgh Portable Compilers’ 
FORTRAN 77コンパイラ、バー
ジョン 2.7.1

第 4章の「Pro*FORTRANプリコンパイラのイ
ンストレーション後のタスク」の実行。

SQL*Plus 8.0.6 なし なし
1-14 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-14  Tools 製品製品製品製品およびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（NCR MP-RAS の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Migration Utility（Oracle7 to 
Oracle8）8.0.6

なし なし

Object Type Translator 8.0.6 なし なし

Oracle Installer 4.0.3 なし

注意注意注意注意 : テンポラリ・ステージ領域
はサポートされていません。

なし

Oracle Online Text Viewer 
1.0.1

なし なし

Oracle Server Manager: Line 
Mode 3.0.6

なし なし

Pro*COBOL 8.0.6 NCR Micro Focus COBOL 4.1
（NCR 3000シリーズの場合）

第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*COBOL 1.8.28 Micro Focus COBOL 4.1
（NCR3000シリーズの場合）

注意注意注意注意 : NCR MP-RASでは、LPI 
COBOLコンパイラで Pro*COBOL 
1.8.28が正常に動作することは保
証されていません。

第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*C/C++ 8.0.6 NCR C/C++ Development 
Toolkit、SCDEバージョン 3.03

第 4章の「Pro*C/C++プリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

SQL*Plus 8.0.6 なし なし
要件および機能 1-15



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-15  Tools 製品製品製品製品およびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（SCO UnixWare の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Java Database Connect 
(JDBC) 8.0.6（JDBC OCI 
Driverおよび JDBC Thin 
Driverを含む）

JDKリリース 1.1.7が必要 第 4章の「JDBCのインストレーション後のタス
ク」の実行。

Migration Utility（Oracle7 to 
Oracle8）8.0.6

なし なし

Object Type Translator 8.0.6 なし なし

Oracle Installer 4.0.3 なし

注意注意注意注意 : テンポラリ・ステージ領域
はサポートされていません。

なし

Oracle Online Text Viewer 
1.0.1

なし なし

Oracle Server Manager: Line 
Mode 3.0.4

なし なし

Pro*COBOL 8.0.6 Micro Focus COBOL 4.1 第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*COBOL 1.8.28 Micro Focus COBOL 4.1 第 2章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*COBOLプリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

Pro*C/C++ 8.0.6 UDK Optimizing C Compilation 
system 7 および
UDK C++ Compilation system 
7.1.0

第 2章の「Pro*C/C++プリコンパイラのインス
トレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Pro*C/C++プリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

SQL*Plus 8.0.6 なし なし
1-16 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-16  Tools 製品製品製品製品およびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（Solaris Intel の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Java Database Connect
（JDBC）8.0.6（JDBC OCI 

Driverおよび JDBC Thin 
Driverを含む）

JDKリリース 1.0.2、1.1.1または
1.1.7

第 4章の「JDBCのインストレーション後のタス
ク」の実行。

Migration Utility（Oracle7 to 
Oracle8）8.0.6

なし なし

Object Type Translator 8.0.6 なし なし

Oracle Installer 4.0.3 なし

注意注意注意注意 : テンポラリ・ステージ領域
はサポートされていません。

なし

Oracle Online Text Viewer 
1.0.1

なし なし

Oracle Server Manager: Line 
Mode 3.0.6

なし なし

Pro*C/C++ 8.0.6 Solaris Intel Workshop 5.0からの 
C コンパイラ・システムおよび
Solaris Intel Workshop 4.2からの
C++ コンパイラ・システム

第 4章の「Pro*C/C++プリコンパイラのインス
トレーション後のタスク」の実行。

SQL*Plus 8.0.6 なし なし
要件および機能 1-17



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-17  ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（DG AViiON の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Advanced 
Networking Option: Security 
- Export Version 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

ANO認証アダプタの要件につい
ては、表 1-21を参照してくださ
い。

第 2章の「Advanced Networking Option
（ANO）のインストレーション前のタスク」の
実行。

Oracle8 Data Gatherer 8.0.6 Oracle Intelligent Agentが必要。 詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイ
ド』を参照してください。

Oracle8 Parallel Server 
Management Components 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

Oracle8 Parallel Serverオプション
が必要。

第 2章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション後のタスク」の実行。

詳細は、『Oracle Parallel Server Management for 
UNIX構成ガイド』を参照。

Oracle Intelligent Agent 8.0.6 PEER Networksマスター・エー
ジェントおよびカプセル化プログ
ラム（Encapsulator）・エージェン
ト（今回のリリースに含まれてい
る）。

第 4章の「Oracle Intelligent Agentのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle Names Server 8.0.6 なし 第 2章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション後のタスク（オプション）」の実行。

Oracle Net8 8.0.6 Net8 Assistantを使用するには、
JDK 1.1.7.1および JDKパッチ
jdk_1.1.7.1.p03 が必要。

第 2章の「Oracle Net8のインストレーション前
のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Net8のインストレーション後
のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。
1-18 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



インストレーションのシステム要件
Oracle SPX/IPX Protocol 
Adapter 8.0.6

ソフトウェア : AViiONシステム
R3.0の場合 Netware Transport、
DG/UX R4.20の場合 Netware 
3.10が必要。

AViiONシステム R3.0の場合
Netwareサービス（オプション）
が必要。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle TCP/IP Protocol 
Adapter 8.0.6

ハードウェア : Ethernetまたは
トークン・リング。

ソフトウェア : DG/UXに添付さ
れている TCP/IPソフトウェア。

第 2章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。

表表表表 1-17  ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（DG AViiON の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク
要件および機能 1-19



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-18  ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（NCR MP-RAS の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Advanced 
Networking Option: Security 
- Export Version 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

ANO認証アダプタの要件につい
ては、表 1-21を参照してくださ
い。

第 2章の「Advanced Networking Option
（ANO）のインストレーション前のタスク」の
実行。

Oracle8 Parallel Server 
Management Components 
8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

Oracle8 Parallel Serverオプション
が必要。

第 2章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Parallel Serverオプションのイ
ンストレーション後のタスク」の実行。

詳細は、『Oracle Parallel Server Management for 
UNIX構成ガイド』を参照。

Oracle Intelligent Agent 8.0.6 なし 第 4章の「Oracle Intelligent Agentのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle Names Server 8.0.6 なし 第 2章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション後のタスク（オプション）」の実行。

Oracle Net8 8.0.6 なし

注意注意注意注意 : Net8 Assistantは、今回の
リリースの NCR MP-RASではサ
ポートされていません。

第 2章の「Oracle Net8のインストレーション前
のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Net8のインストレーション後
のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle TCP/IP Protocol 
Adapter 8.0.6

ハードウェア : Ethernetまたは
トークン・リング。

ソフトウェア : MP-RASバージョ
ン 6.02の場合 STREAMWARE 
TCP。

第 2章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。
1-20 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



インストレーションのシステム要件
表表表表 1-19  ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（SCO UnixWare の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Advanced 
Networking Option: Security 
- Export Version 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

ANO認証アダプタの要件につい
ては、表 1-21を参照してくださ
い。

第 2章の「Advanced Networking Option
（ANO）のインストレーション前のタスク」の
実行。

Oracle Intelligent Agent 8.0.6 Peer Networksマスター・エー
ジェントおよびカプセル化プログ
ラム（ Encapsulator）・エージェ
ント（今回のリリースに含まれて
いる） 。

第 4章の「Oracle Intelligent Agentのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle Names Server 8.0.6 なし 第 2章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション後のタスク（オプション）」の実行。

Oracle Net8 8.0.6 Net8 Assistantを使用するには、
JRE 1.1.7が必要。

第 2章の「Oracle Net8のインストレーション前
のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Net8のインストレーション後
のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle SPX/IPX Protocol 
Adapter 8.0.6

ハードウェア : Ethernet 接続。

ソフトウェア : UnixWare 7.1.0の
場合 Netware。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle TCP/IP Protocol 
Adapter, 8.0.6

ハードウェア : Ethernetまたは
トークン・リンク。

ソフトウェア : UnixWareからの
TCP/IPソフトウェア。

第 2章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。
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表表表表 1-20  ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストレーションに必要なタスク
（（（（Solaris Intel の場合）の場合）の場合）の場合）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件 インストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスクインストレーションに必要なタスク

Oracle8 Advanced 
Networking Option: Security 
- Export Version 8.0.6

Oracle8 Enterprise Editionのみで
使用可能。

ANO認証アダプタの要件につい
ては、表 1-21を参照してくださ
い。

第 2章の「Advanced Networking Option
（ANO）のインストレーション前のタスク」の
実行。

Oracle Intelligent Agent 8.0.6 なし 第 4章の「Oracle Intelligent Agentのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle Names Server 8.0.6 なし 第 2章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Names Serverのインストレー
ション後のタスク（オプション）」の実行。

Oracle Net8 8.0.6 Net8 Assistantを使用するには、
JDK リリース 1.1.7が必要。

第 2章の「Oracle Net8のインストレーション前
のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Net8のインストレーション後
のタスク」の実行。

注意注意注意注意 : 移行およびアップグレードの要件は、第 5
章の「アップグレード前のタスクを行う」を参
照してください。

Oracle SPX/IPX Protocol 
Adapter 8.0.6

ハードウェア : Ethernet接続。

ソフトウェア : Solaris7の場合
TotalNET Advanced Server5.2。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。

Oracle TCP/IP Protocol 
Adapter 8.0.6

ハードウェア : Ethernet接続。

ソフトウェア : Solaris Intelからの
TCP/IPソフトウェア。

第 2章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション前のタスク」の実行。

第 4章の「Oracle Protocol Adapterのインスト
レーション後のタスク」の実行。
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ネットワーク製品のソフトウェア要件ネットワーク製品のソフトウェア要件ネットワーク製品のソフトウェア要件ネットワーク製品のソフトウェア要件
すべてのネットワーク・アダプタには、サポートされたネットワークの基盤となるソフト
ウェアおよびオペレーティング・システム・ライブラリが必要です。Oracle Net8製品をイ
ンストールする前に、ネットワーク・ソフトウェアをインストールおよび実行してくださ
い。詳細は、オペレーティング・システムおよび他社のネットワーク製品のドキュメントを
参照してください。Oracle Net8製品には、今回のリリースで提供される特定リリースの
Oracle8 Serverおよび Oracle Net8が必要です。

表 1-21に、Advanced Networking Option（ANO）がサポートしている認証アダプタの要件
を示します。

表表表表 1-21  ANO がサポートしている認証アダプタの要件がサポートしている認証アダプタの要件がサポートしている認証アダプタの要件がサポートしている認証アダプタの要件

アダプタアダプタアダプタアダプタ 要件要件要件要件

Kerberos Kerberosリリース 5.4.2以上。

SecurID ACE/Serverリリース 1.2.4以上、または Security Dynamicsの
SecurIDカード。

Identix 作成した指紋表とともに、Oracleデータベース上で動作する Oracle 
Biometrix Authentication Serverが必要。

その他の認証アダプタのソフトウェアに、Oracle製品を再リンクする必要はありません。ただ
し、Oracleは Kerberosまたは SecurIDの認証サーバーを提供していません。そのため、有効な
認証サーバーを個別にインストールおよび構成する必要があります。
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インストレーションのシステム要件
ディスク領域およびメモリーの要件ディスク領域およびメモリーの要件ディスク領域およびメモリーの要件ディスク領域およびメモリーの要件
インストールする Oracle8 Serverの合計サイズは、約 750MBです。単一のマウント・ポイ
ント下にこの容量以上のディスク領域があれば、Oracle8 Serverをインストールできます。

今回リリースされた製品を実行するには、64MB以上の RAMが必要です。システムでこの
サイズ以上のメモリーが使用可能であれば、今回リリースされた製品を実行できます。

サーバー・マシン上に他の Oracle製品（たとえば、Developer/2000や Oracle Application）
をインストールする場合、各製品のディスク領域およびメモリーの要件も考慮する必要があ
ります。これらのディスク領域およびメモリーの要件の詳細は、各製品のインストレーショ
ン・ガイドを参照してください。

注意注意注意注意 : 750MBのディスク領域には、データベースのサイズは含まれてい
ません。また、64MBの RAMは、今回のリリースの製品を実行するため
に最低限必要な量です。多数のユーザーをサポートする本番 RDBMSで
は、これ以上のディスク領域およびメモリーが必要です。
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オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有の問題点および制限事項
オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有
の問題点および制限事項の問題点および制限事項の問題点および制限事項の問題点および制限事項

Intel UNIXに Oracle8 Serverをインストールして使用する場合、次の問題点および制限事項
があります。Oracle8 Serverリリース 8.0.6を使用する前に、今回のリリースに付属のリリー
ス・ノートおよび $ORACLE_HOME/rdbms/docにある READMEファイルを参照してくださ
い。Oracle8 Server配布に含まれる他の製品の READMEファイルは、各製品の doc または
admin/doc ディレクトリに保存されています。

ファイル・システムファイル・システムファイル・システムファイル・システム
Oracle Serverは、ファイルがディスクに書き込まれたことを確認できなければなりません。
この確認機能がサポートされてないファイル・システム（UDPプロトコルを基盤とする
NFSなど）は、Oracleでは使用できません。

シングルタスク・プログラムのリンクシングルタスク・プログラムのリンクシングルタスク・プログラムのリンクシングルタスク・プログラムのリンク
シングルタスク・システムでは、ユーザー・プログラム、Oracleカーネルおよびプログラ
ム・インタフェースが同じプロセスの一部として実行されます。このため、ユーザーはシス
テム・グローバル領域（SGA）にアクセスできるようになり、その領域を破壊する可能性が
あります。UNIXシステムは、1つのプロセスの中で、ユーザー・プログラムとOracleプロ
グラムを区別できません。

シングルタスク・プログラムをリンクする場合は、setuid コマンドを使用して実行権を設
定しておくと、実行時に oracle アカウントのユーザー IDとみなされます。このような場
合は、ソース・コードを調べて、データの整合性を確認してください。また、アプリケー
ションのソース・コードも調べて、セキュリティ面で危険がないことを確認してください。

Oracle7 からの移行からの移行からの移行からの移行
今回のリリースには、Migration Utilityが含まれています。Migration Utilityを使用すると、
Oracle7 Serverリリース 7.1.4以上から Oracle8 Serverへ移行できます。リリース 7.0のデー
タベースから Oracle8へ移行する場合は、このMigration Utilityを使用できません。

最適フレキシブル・アーキテクチャ最適フレキシブル・アーキテクチャ最適フレキシブル・アーキテクチャ最適フレキシブル・アーキテクチャ
Installerを使用して新規のインストレーションおよびデータベースの作成を行う場合、たと
えば Installerが ORACLE_BASE値の入力を要求するなど、最適フレキシブル・アーキテク
チャ（OFA）の基準に従って実行されます。OFA以外の構造を作成する必要がある場合、
ユーザーは ORACLE_BASEに ORACLE_HOMEと同じ値を指定できます。

サイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイル
Oracle8では、2GBを超える大きなサイズのファイルが扱えます。

参照参照参照参照 : OFAの詳細は、『Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel，NCR 
MP-RAS，SCO UnixWare，Solaris Intel）管理者リファレンス』の第 1章
を参照してください。
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リリース 8.0.6の新製品および機能
リリースリリースリリースリリース 8.0.6の新製品および機能の新製品および機能の新製品および機能の新製品および機能
Oracle Information Navigator
Oracle Information Navigatorは、Oracleドキュメント CD-ROMで提供される Javaベース
の検索およびナビゲーション・ユーティリティです。Javaが使用できるブラウザを使用すれ
ば、index.htm ファイルをオープンすると、Information Navigatorが自動的に起動されま
す。Information Navigatorは、CD-ROMから参照するか、インストールしたファイルから
参照するかに関わらず、Oracle製品ドキュメントで使用できます。オペレーティング・シス
テム固有のドキュメントは、オペレーティング・システム固有のドキュメントおよび製品ド
キュメントの両方がインストールされている場合にのみ、Information Navigatorからアクセ
スできます。

Oracle8 JDBC ドライバドライバドライバドライバ
Oracle8 Java Database Connectivity（JDBC）ドライバは、JavaSoftで定義された標準の
JDBCインタフェースを実現します。Oracleは、JDBCドライバの 2つのカテゴリを提供し
ています。Javaアプレットおよびアプリケーションには JDBC Thin、Javaアプリケーション
には JDBC OCIです。詳細は、『Oracle8 JDBC Drivers』を参照してください。JDBCドライ
バの使用方法の詳細は、$ORACLE_HOME/jdbc/doc/README.doc を参照してください。

Oracle8 Object Option
Oracle8 Object Optionを使用すると、データを表示、アクセスおよび処理したり、業務オブ
ジェクトとして保存したりできます。

Oracle8 Partitioning Option
Oracle8 Partitioning Optionを使用すると、パーティション、表および索引を定義できます。

Oracle8 Time Series Cartridge
Oracle8 Time Series Cartridgeは、Oracle8 Enterprise Editionの拡張機能です。Oracle8 Time 
Series Cartridgeを使用すると、連続した時間のデータを特定のカートリッジの作成者も含
めて、Oracleデータベースに保存、検索および処理できます。

Oracle8 Visual Information Retrieval Cartridge
Oracle8 Visual Information Retrieval Cartridgeは、Oracle8 Enterprise Editionの拡張機能で
す。Oracle8 Visual Information Retrieval Cartridgeを使用すると、イメージ・データを特定
のイメージ・カートリッジの作成者も含めて、Oracleデータベースに保存、検索および処理
できます。
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リリース 8.0.6の新製品および機能
DG AViiON システムでの新パフォーマンス機能システムでの新パフォーマンス機能システムでの新パフォーマンス機能システムでの新パフォーマンス機能
間接データベースのバッファ機能によって、Oracle SGAは、シングル・プロセスのメモ
リー制限に関係なくサイズを増やせます。詳細は、『Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel，
NCR MP-RAS，SCO UnixWare，Solaris Intel）管理者リファレンス』の第 3章の「間接デー
タベースのバッファ（DG/UX Intelおよび SCO UnixWare の場合）」を参照してください。

Oracle Data Gathererは、Oracle Intelligent Agentの一部として提供されます。Oracle Data 
Gathererは、Oracle Enterprise Managerのコンソールで実行する Oracle Diagnostic Packに
必要なサーバー側のコンポーネントを提供します。

次に、リリース 8.0.6で DG NUMAシステムのパフォーマンスを向上させるための改善点を
示します。

■ DG NUMAシステムでは、Oracle Parallel Serverオプションがサポートされています。

■ データベースのパフォーマンスを最適化するために、すべての NUMAブロックにデー
タベース・バッファの垂直ストライプ化が行われます。

■ データベースのパフォーマンスを最適化するために、Oracle SGA（データベース・バッ
ファを除く）の水平ストライプ化が行われます。

■ ホストベースのアプリケーションのパフォーマンスを最適化するために、同一の
NUMAブロックに対してクライアントおよびサーバーが関連付けられます。
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リリース 8.0.6の新製品および機能
Oracle7からの製品の変更からの製品の変更からの製品の変更からの製品の変更
Oracle8 Serverで配布されたすべての製品は、リリース 7.3から変更されたものです。 次に、
インストレーションに関連する変更について示します。

ConText オプションオプションオプションオプション
Oracle ConTextオプションは、Oracle ConText Cartridgeに変更されました。

Oracle Parallel Server
分散ロック・マネージャ（DLM）は、Oracle Parallel Serverの一部になりました。他社から
は提供されません。

Oracle8 Server
Oracle8 Serverには、次のサーバー・オプションの機能が含まれています。

■ Advanced Replication

■ 分散データベース

■ Parallel Query

これらのサーバー・オプションは、Oracle8 Serverとともにインストールされます。これら
の製品のライセンスについては、オラクル社カスタマ・サポート・センターにお問い合せく
ださい。

オンライン・ドキュメントオンライン・ドキュメントオンライン・ドキュメントオンライン・ドキュメント
オンライン・ドキュメントは、HTML形式で提供されます。Oracle*Book形式では提供され
ていません。システムにブラウザをインストールしていない場合、今回のリリースに含まれ
ているブラウザの 1つを使用することができます（キャラクタ・モードおよびMotifモード
の両方を提供）。

Spatial Data オプションオプションオプションオプション
Spatial Dataオプションは、Spatial Data Cartridgeに変更されました。

SQL*Net
SQL*Netファミリは、Oracle Net8に変更されました。バージョン番号は、Oracle8 Server
のリリース・レベルに合わせて 8.0.6です。
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リリース 8.0.6の新製品および機能
Oracle7からの製品の削除からの製品の削除からの製品の削除からの製品の削除
次の製品は、Oracle Serverにバンドルされていません。そのため、削除する必要はありませ
ん。

Enterprise Backup Utility
パックアップおよびリカバリ機能は、Recovery Managerとして Oracle8 Serverへ統合され
ています。

Multi-Protocol Interchange
Multi-Protocol Interchangeの機能は、Oracle Net8の一部としてインストールされた Oracle 
Connection Managerに含まれています。

Network Manager
Network Managerは、Oracle Server配布では提供されていません。Oracle Net8は、JAVA
ベースの構成ツールである Net8 Assistantを含んでいます。

注意注意注意注意 : Net8 Assistantは、現在、NCR MP-RASシステムでは使用できません。NCR 
MP-RASシステムの場合は、NTシステムから Net8 Assistantを実行する必要があります。

Oracle*XA Library
Oracle*XA Libraryの機能は、分散データベース・オプション（Oracale8 Serverとともにイ
ンストールされている）に含まれています。

Oracle SPX/IPX V2 Adapter
SQL*Net SPX/IPX V2 Adapterは、NCR MP-RASでは提供されていません。

Pro* Precompilers
次のプリコンパイラは、Oracle8 Server配布には含まれていません。

■ Pro*Ada

Server Manager （（（（Motif モード）モード）モード）モード）
Server Managerは、Motifモードで提供されていません。ライン・モードで提供されていま
す。

SQL*Module for Ada
SQL*Module for Adaは、提供されていません。

SQL*Module for C
SQL*Module for Cは、提供されていません。
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環境
2

環境設定環境設定環境設定環境設定

この章では、Oracle8 Serverをインストールする環境設定について説明します。環境設定を
始める前に、第 1章「要件および機能」で説明した要件をシステムが満たしていることを確
認してください。

■ UNIX環境の設定

■ rootユーザーで行うタスク

■ oracleユーザーで行うタスク

■ 個々の Oracle製品の設定タスク

注意注意注意注意 : Oracle Serverがすでにインストールされている場合は、第 5章
「アップグレードおよび移行」に進んでください。 
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UNIX環境の設定
UNIX環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
表 2-1に、Oracle8 Serverのインストールに必要な環境設定の要件を示します。ご使用のシ
ステムの環境が、記載されている要件のいずれかを満たさない場合は、必要に応じて 2-4 ～
2-17ページに記載されているタスクを行ってください。

表表表表 2-1  UNIX環境設定の要件環境設定の要件環境設定の要件環境設定の要件

環境設定項目環境設定項目環境設定項目環境設定項目 要件要件要件要件

UNIXカーネル・パラメー
タ

詳細は、表 2-2～ 2-9を参照してください。

マウント・ポイント
（記憶デバイス）

ディレクトリ構造の同一レベルにある、4つ以上のマウント・ポ
イント。ソフトウェア用に 1つ、OFA準拠のデータベース用に 3
つ以上必要です。

Oracleロール用の
UNIXグループ

OSDBAロール用に 1つの UNIXグループが必要です。UNIXグ
ループ名は、通常 dba です。OSOPERロールは、OSDBAと同一
のグループですが、異なるグループに属していることもあります。

UNIXアカウント Oracleシステムのインストールおよびアップグレード専用に、1
つの UNIXアカウントが必要です。このアカウントは、OSDBA
のグループのメンバーである必要があります。

ローカル bin ディレクトリ oracle ユーザー間で所有するソフトウェア用のディレクトリ。
このディレクトリのデフォルトは、次のとおりです。

DG/UX Intelの場合 : /usr/bin

NCR MP-RASの場合 : /opt/bin

SCO UnixWareの場合 : /opt/bin

Solaris Intelの場合 : /usr/bin

oratab ファイル Oracleインスタンスの情報。

ファイル作成の権限 umask を 022 に設定します。

DISPLAY サーバー・マシンに接続するマシン名およびステーションのモニ
ターを設定します。

LD_LIBRARY_PATH 共有ライブラリを使用する Oracle製品に必要です。必ず次の行を
含めてください。

DG/UX Intelの場合 : $ORACLE_HOME/lib

NCR MP-RASの場合 : $ORACLE_HOME/lib:/usr/ccs/lib

SCO UnixWareの場合 : $ORACLE_HOME/lib

Solaris Intelの場合 : $ORACLE_HOME/lib
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UNIX環境の設定
ORACLE_BASE 必須ではありませんが、OFA準拠のインストレーションの一部と
して設定することをお薦めします。詳細は、2-19ページを参照し
てください。

ORACLE_HOME Oracleソフトウェアがインストールされるディレクトリを設定し
ます。

ORACLE_SID Oracle Serverのインスタンス名または sidを指定します。同じマ
シンで実行される複数の Oracleインスタンスについては、一意で
なければなりません。4文字以内の英数字で指定することをお薦
めします。

ORACLE_TERM キャラクタ・モードおよびMotifモードの Oracle製品すべてを使
用する場合に必要です。許容値の詳細は、表 2-11を参照してくだ
さい。

ORA_NLS33 US7ASCII以外のキャラクタ・セットでデータベースを作成する
ときに必要。

$ORACLE_HOME/ocommon/nls/admin/data を設定します。

PATH 検索パスには次のすべてを設定してください。

$ORACLE_HOME/bin、/bin 、/opt/bin 、/usr/bin 、
/usr/ccs/bin

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucb を入れる場合は、/usr/ccs/bin の
後に指定してください。

SRCHOME Installerの実行時には未定義でなければなりません。SRCHOME
を設定すると、Installerはデフォルトでそのディレクトリからソ
フトウェアをインストールします。

TWO_TASK Oracle8 Serverのインストール時には未定義でなければなりませ
ん。詳細は、2-21ページを参照してください。

TMPDIR oracle アカウントに書込み権限があり、100MB以上の空き領域
があるディレクトリ。このディレクトリのデフォルトは、次のと
おりです。

DG/UX Intelの場合 : /tmp

NCR MP-RASの場合 : /var/tmp

SCO Unixwareの場合 : /var/tmp

Solaris Intelの場合 : /var/tmp

表表表表 2-1  UNIX環境設定の要件環境設定の要件環境設定の要件環境設定の要件

環境設定項目環境設定項目環境設定項目環境設定項目 要件要件要件要件
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rootユーザーで行うタスク
rootユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
Oracle8 Server用の環境を設定するには、root ユーザーでログインして、次のタスクを行
います。

❏ Oracle用に UNIXカーネルを構成する

❏ マウント・ポイントを作成する

❏ データベース管理者用の UNIXグループを作成する

❏ oracleソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成する

❏ ローカル binディレクトリを作成する

❏ oratabファイルを作成する

◗◗ Oracle 用に用に用に用に UNIXカーネルを構成するカーネルを構成するカーネルを構成するカーネルを構成する
UNIXカーネル・パラメータが Oracleデータベースの要件を満たすように構成します。さま
ざまなサブシステムに対応するカーネル・パラメータ（プロセス・マネージメント、プロセ
ス間通信および入出力を含む）は、Oracleデータベースが正常に動作するようにチューニン
グする必要があります。
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DG/UX Intel 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ
1. カーネル・パラメータを、ご使用のシステムの適切な構成ファイルに設定します。表

2-2および表 2-3に示すパラメータは、Oracleデータベースが正常に動作するように
チューニングする必要があります。この値は、できるだけ大きく設定することをお薦め
します。

表表表表 2-2  DG/UX Intel 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明

SHAMAX 8 MB 共有メモリー・セグメントの最大サイズ

SHMMNI SYSTEM DEFAULT 共有メモリーの識別子の数。

SHMSEG SYSTEM DEFAULT プロセスによって割り当てられる共有メモ
リー・セグメントの最大数。

SEMMNI SYSTEM DEFAULT システムのセマフォ・セット識別子の数。
SEMMNIは、同時作成されるセマフォ・
セットの数を定義します。

NPROC 20 +（8 × MAXUSERS）

最大値は 21845

プロセスの最大数。
20 +（8 × MAXUSERS）の式で最大 21845
まで設定できます。

PERCENTBUF SYSTEM DEFAULT データファイル（プログラム以外のファイ
ル）が占める物理メモリーの割合の最大
値。

注意注意注意注意 : ファイルシステムベースの大規模
データベース・ファイルをご使用の場合
は、このパラメータの値を大きく設定する
ことによって、パフォーマンスが向上する
ことがあります。

SDESLIM 50 +（データベース・ファイ
ルの総数）

1つのプロセスで同時に使用できる記述子
の数。

PERCENT- 
LOCKABLE

SYSTEM DEFAULT ユーザー・プロセスがロックできる物理メ
モリーの割合の最大値。

注意注意注意注意 : Fast Path I/O機能を使用する場合
は、このパラメータの値を大きく設定して
ください。
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init sid .ora ファイルのパラメータLOG_BUFFERおよびDB_BLOCK_BUFFERSに設定した
値が大きすぎると、SGAが PERCENTLOCKABLEに設定した値より大きくなります。この
場合、次のエラー・メッセージが表示されます。

DBWR: MC_LOCK error on segment: x, error: 11,
Resource temporarily unavailable
Cannot MC_LOCK SGA pages.  Process aborted - exiting

このエラー・メッセージが表示された場合は、PERCENTLOCKABLEの値を大きく設定して
ください。

2. ご使用のシステムの構成、およびデータベースの使用計画によっては、他にもパラメー
タを設定する必要があります。

3. カーネル・パラメータを構成した後、システムを再起動します。

表表表表 2-3  DG/UX Intel でのでのでのでの UNIXカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ                  システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成

64MB 128MB 256MB 512MB 1024MB 2048MB 4096MB

SHMMAX 16MB 32MB 64MB 128MB 256MB 512MB 512MB

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverをインストールするには、SHMMAXの値
を 32MB以上に設定してください。

注意注意注意注意 : システム管理ユーティリティ sysadm の「System」オプションか
ら、 Kernel、 Buildを選択してください。DG/UXシステム・モデルの詳細
は、DGカスタマ・サポート・センターにお問い合せください。
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NCR MP-RAS 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ
1. カーネル・パラメータを、ご使用のシステムの適切な構成ファイルに設定します。表

2-4および表 2-5に示すパラメータは、Oracleデータベースが正常に動作するように
チューニングする必要があります。この値は、できるだけ大きく設定することをお薦め
します。

表表表表 2-4  NCR MP-RAS 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明

パラメータ・ファイル : /etc/conf/cf.d/stune

ARG_MAX 32768 あるプログラムのコマンド行の最大長を指
定します。デフォルトは 5KBです。
Oracleアプリケーションでは、このパラ
メータに大きい値を設定する必要がありま
す。

NPROC 4096 システム全体で作成することができるプロ
セスの最大数。システムのユーザーが新し
いプロセスを実行できない場合は、この値
を大きくします。

NPBUF 4000 指定したときにアクティブにできる RAW 
I/O要求の最大数。

MAXUP 256 指定したユーザーが作成することができる
プロセス数の制限。リモート・クライアン
トが、Net8を使用してデータベース・
サーバーに接続する場合、このパラメータ
には、予想される同時接続の最大数より大
きい値を設定します。

NAIOSYS 各インスタンスに 512 /etc/conf/cf.d/mtune ファイルに設定
されている NAIOSYSの制限値は、現在、
非常に小さい値に設定されています。
stune の値を大きくできるように、mtune
の値を増やす必要があります。NCR 
MP-RASシステム・モデルの詳細は、
NCRカスタマ・サポート・センターにお
問い合せください。

SDATLIM 0x7FFFFFFF 各プロセスのヒープ・サイズ。ヒープ領域
とは、すべてのランタイム・メモリーが置
かれている場所です。ヒープ領域は、
Oracleカーネルとその他の実行ファイル
をリンクできるように大きくする必要があ
ります。
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HDATLIM 0x7FFFFFFF SDATLIMと同じ。

SVMMLIM 0x7FFFFFFF ファイルをメモリーにマップするために割
り当てられるメモリーの量。Oracle実行
ファイルを再リンクするために、このパラ
メータには 0x7FFFFFFFを設定してくださ
い。

HVMMLIM 0x7FFFFFFF SVMMLIMと同じ。

SFSZLIM 0x7FFFFFFF ファイル・サイズの制限。ファイル・シス
テムでデータベース・ファイルを作成する
場合は、必ずこのパラメータには
0x7FFFFFFFを設定してください。

HFSZLIM 0x7FFFFFFF SFSZLIMと同じ。

STRTHRESH 0x500000 Streamの場合。

HFNOLIM 0X400 プロセスで指定できるファイル記述子
（オープン・ファイル）の最大数。

SFNOLIM 0X400 プロセスで指定できるファイル記述子
（オープン・ファイル）の最大数。

SEMMAP 1024 後述の注意を参照。

SEMMSL 10以上 1つのセマフォ・セット内のセマフォの最
大数。

SEMMNS 1024 後述の注意を参照。

SEMMNU 1024 後述の注意を参照。

SEMMNI 1024 後述の注意を参照。

SHMSEG 15 プロセスによって割り当てられる共有メモ
リー・セグメントの最大数。

SHMMIN 1 1つの共有メモリー・セグメントの最小サ
イズ（バイト単位）。

SHMMNI 100 システム内で常にアクティブになっている
共有メモリー識別子の最大数。

表表表表 2-4  NCR MP-RAS 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明
2-8 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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パラメータ・ファイル : /etc/default/login

ULIMIT 制限なし デフォルトのログイン・ファイル
（/etc/default/login ）で、ULIMIT
の値を、作成する必要のある最も大きい
データベース・ファイル・サイズ（単位は
バイト）より大きい値に設定するか、また
はすべての値の設定を解除します。

注意注意注意注意 : Oracleでは、パフォーマンスを改善するために、セットごとに単
一セマフォ方式を実現しました。SEMMAP、SEMMNI、SEMMNSおよび
SEMMNUが、セマフォの動作に影響します。これらすべての値を 1024
以上に設定してください。Oracleインスタンスの起動時に、作成したセマ
フォ・セットの数が init sid .ora ファイルの PROCESSESパラメータに
よって決まります。ただし、その値が 1024を超えることはありません。
複数の Oracleインスタンスを実行中の場合は、次の式を使用して、
SEMMAP、SEMMNI、SEMMNSおよび SEMMNUに設定する値を計算
します。

100 +（init sid .ora ファイルにある各インスタンスの PROCESSES
パラメータの値（最大 1024）の合計）

NCR MP-RASシステムで Oracleデータベースを実行中に ipcs -s コマ
ンドを実行すると、複数のアクティブ・セマフォ・セットが表示されま
す。

表表表表 2-5  NCR MP-RAS でのでのでのでの UNIXカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ                  システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成

64MB 128MB 256MB 512MB 1024MB 2048MB 4096MB

SHMMAX 16MB 32MB 64MB 128MB 256MB 512MB 512MB

注意注意注意注意 : NCR MP-RASでは、/etc/conf/cf.d/stune ファイルを編集
して、UNIXカーネル・パラメータのデフォルト値を変更する必要があり
ます。

表表表表 2-4  NCR MP-RAS 用の用の用の用の UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明
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2. ご使用のシステムの構成、およびデータベースの使用計画によっては、他にもパラメー
タを設定する必要があります。

3. カーネル・パラメータを構成した後、システムを再起動します。

SCO UnixWare でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

1. カーネル・パラメータを、ご使用のシステムの適切な構成ファイルに設定します。表
2-6および表 2-7に示すパラメータは、Oracleデータベースが正常に動作するように
チューニングする必要があります。この値は、できるだけ大きく設定することをお薦め
します。

警告警告警告警告 : 指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が
/etc/conf/cf.d/stune ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、
/etc/conf/cf.d/mtune ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。NCR MP-RAS
システム・モデルの詳細は、システム・モデルの詳細は、システム・モデルの詳細は、システム・モデルの詳細は、NCRカスタマ・カスタマ・カスタマ・カスタマ・サポートサポートサポートサポート・・・・センターにお問センターにお問センターにお問センターにお問
い合せください。い合せください。い合せください。い合せください。

表表表表 2-6  SCO UnixWare でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明

SHMMAX 2147483647 1つの共有メモリー・セグメントの最大サ
イズ（バイト単位）。パフォーマンスを最
大限に向上させるには、SGA全体が収ま
るほどの大きさに設定します。

SHMMNI 100 共有メモリーの識別子の数。

SHMSEG 15 プロセスによって割り当てられる共有メモ
リー・セグメントの最大数。

SEMMNI 100 セマフォ・セット識別子の数。 SEMMNI 
は、同時作成されるセマフォ・セットの数
を定義します。 

SEMMSL 150 1つのセマフォ・セット内のセマフォの最
大数。Oracleプロセスの最大数以上に設
定します。
2-10 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド
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SCORLIM 0X7FFFFFFF コア・ダンプ・サイズのソフト制限。

HCORLIM 0X7FFFFFFF コア・ダンプ・サイズのハード制限。ご使
用のシステムで設定できる最大値を設定し
ます。

SDATLIM 0X7FFFFFFF プロセスのヒープ領域。このパラメータに
は、設定できる最大値を設定します。

HDATLIM 0X7FFFFFFF SDATLIMと同じ。

SVMMLIM 0X7FFFFFFF プロセスの仮想メモリー・サイズ。このパ
ラメータには、設定できる最大値を設定し
ます。

DEDICATED_
MEMORY

なし 特定の共有メモリー・セグメントに予約さ
れている 4Kページの物理メモリーの数。
ご使用のシステムが、大きな物理メモリー
を使用している場合に設定します。

HVMMLIM 0X7FFFFFFF SVMMLIMと同じ。

SFSZLIM 0X7FFFFFFF プロセスで指定できるファイル・サイズの
最大値。このパラメータには、設定できる
最大値を設定します。

HFSZLIM 0X7FFFFFFF SFSZLIMと同じ。

HFNOLIM 2048 プロセスで指定できるファイル記述子
（オープン・ファイル）の最大数。

SFNOLIM 1024 プロセスで指定できるファイル記述子
（オープン・ファイル）の最大数。

NPROC 20 + (8 × MAXUSERS)
最大値は 12500

プロセスの最大数。
20 +（8 × MAXUSERS）。最大値は 12500。

ARG_MAX 1,048,576 あるプログラムのコマンド行の最大長を指
定します。デフォルトは、5KBです。
Oracleアプリケーションでは、このパラ
メータに大きい値を設定する必要がありま
す。

NPBUF 100 指定したときにアクティブにできる RAW 
I/O要求の最大数。

MAXUP 1000 指定したユーザーが作成することができる
プロセス数の制限。リモート・クライアン
トが、SQL*Net V2を使用してデータベー
ス・サーバーに接続する場合、このパラ
メータには、予想される同時接続の最大数
より大きい値を設定します。 

表表表表 2-6  SCO UnixWare でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明
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init sid .ora ファイルのパラメータLOG_BUFFERおよびDB_BLOCK_BUFFERSに設定した
値が大きすぎると、SGAが PERCENTLOCKABLEに設定した値より大きくなります。この
場合、次のエラー・メッセージが表示されます。

DBWR: MC_LOCK error on segment: x, error: 11,

Resource temporarily unavailable

Cannot MC_LOCK SGA pages. Process aborted - exiting   

2. ご使用のシステムの構成、およびデータベースの使用計画によっては、他にもパラメー
タを設定する必要があります。

STRTHRESH 0x500000 Streamリソースの場合に、システムに割
り当てられるバイトの最大値。

ULIMIT 制限なし デフォルトのログイン・ファイル
（/etc/default/login ）で、ULIMIT
の値を、作成する必要のある最も大きい
データベース・ファイル・サイズ（単位は
バイト）より大きい値に設定するか、また
はすべての値の設定を解除します。

表表表表 2-7  SCO UnixWare でのでのでのでの UNIXカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ             システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成

64 MB 128 MB 256 MB 512 MB 1024 MB 2048 MB 4096 MB

SHMMAX 16 MB 32 MB 64 MB 128 MB 256 MB 512 MB 512 MB

注意注意注意注意 : このエラー・メッセージが表示された場合は、
PERCENTLOCKABLEの値を大きく設定してください。

表表表表 2-6  SCO UnixWare でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明
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3. カーネル・パラメータを構成した後、システムを再起動します。

Solaris Intel でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ
1. カーネル・パラメータを、ご使用のシステムの適切な構成ファイルに設定します。表

2-8および表 2-9に示すパラメータは、Oracleデータベースが正常に動作するように
チューニングする必要があります。この値は、できるだけ大きく設定することをお薦め
します。

注意注意注意注意 :  SCO UnixWareでは、 idtune コマンドを使用して、 
/etc/conf/cf.d/stune ファイルを編集して、UNIX カーネル・パラ
メータのデフォルト値を変更する必要があります。idbuild(1M) を使用
して、カーネルを再構成します。

警告警告警告警告 : 指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が指定したパラメータが取り得る値の最大値が
/etc/conf/cf.d/stune ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、ファイルで指定する値より小さい場合は、
/etc/conf/cf.d/mtune ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。ファイルを変更してください。すべてのパラすべてのパラすべてのパラすべてのパラ
メータがメータがメータがメータが mtune で変更できるわけではありません。たとえば、で変更できるわけではありません。たとえば、で変更できるわけではありません。たとえば、で変更できるわけではありません。たとえば、
SHMMAXを変更すると、システムに問題が起きます。を変更すると、システムに問題が起きます。を変更すると、システムに問題が起きます。を変更すると、システムに問題が起きます。詳細は、詳細は、詳細は、詳細は、オペレーオペレーオペレーオペレー
ティング・システムのティング・システムのティング・システムのティング・システムのカスタマ・サポート・センターにお問い合せくださカスタマ・サポート・センターにお問い合せくださカスタマ・サポート・センターにお問い合せくださカスタマ・サポート・センターにお問い合せくださ
い。い。い。い。

表表表表 2-8  Solaris Intel でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明

SHMMAX 33,554,432 1つの共有メモリー・セグメントの最大サ
イズ（バイト単位）。パフォーマンスを最
大限に向上させるには、SGA全体が収ま
るほどの大きさに設定します。

SHMMNI 100 共有メモリーの識別子の数。

SHMSEG 10 プロセスによって割り当てられる共有メモ
リー・セグメントの最大数。

SEMMNI 70 セマフォ・セット識別子の数。

SEMMNS 1750 システムのセマフォ数。Oracleプロセス
の最大数以上に設定します。
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2. ご使用のシステムの構成、およびデータベースの使用計画によっては、他にもパラメー
タを設定する必要があります。

3. /etc/system を編集して UNIXカーネル・パラメータのデフォルト値を変更し、マシ
ンを再起動します。

ULIMIT 制限なし 512バイトのブロック内で設定できるファ
イル・サイズ。どのデータベース・ファイ
ルよりも大きい値を設定します。

SCORLIM 0X7FFFFFFF コア・ダンプ・サイズのソフト制限。

HCORLIM 0X7FFFFFFF コア・ダンプ・サイズのハード制限。ご使
用のシステムで設定できる最大値を設定し
ます。

SEMMSL 25 1つのセマフォ・セット内のセマフォの最
大数。Oracleプロセスの最大数と等しい
値に設定します。

NPROC 20 +（8 × MAXUSERS）
最大値は 21845

プロセスの最大数。
20 +（8 × MAXUSERS）。最大値は 21845。

表表表表 2-9  Solaris Intel でのでのでのでの UNIXカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータカーネルの共有メモリー・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ                  システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成システム・メモリー構成

64MB 128MB 256MB 512MB 1024MB 2048MB 4096MB

SHMMAX 16MB 32MB 64MB 128MB 256MB 512MB 512MB

表表表表 2-8  Solaris Intel でのでのでのでの UNIXカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値 説明説明説明説明
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◗◗ マウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成する
OFA準拠のインストレーションを行う場合、Oracle8 Serverでは 4つ以上（ソフトウェア用
に 1つ、データベース・ファイル用に 3つ以上）のマウント・ポイントが必要です。

Oracleで使用するすべてのソフトウェアおよびデータベースのマウント・ポイント名は、
/pmという形式で設定します。この場合、pは文字列定数、mは複数のマウント・ポイント
を区別するための固定長キーです。表 2-10に、ネーミング計画の例を示します。

◗◗ データベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用の UNIXグループを作成するグループを作成するグループを作成するグループを作成する
Installerは、インストレーション時に Oracle DBA権限および OPERATOR権限を UNIXグ
ループに割り当てます。Oracleのドキュメントでは、これらの UNIXグループを OSDBAグ
ループおよび OSOPERグループと呼びます。これらのグループのメンバーは、UNIXグ
ループのメンバーになっていることによって、Oracleシステム上での DBA権限または
OPERATOR権限が与えられます。これらのロールを持つグループは、Installerを起動する
前に作成しておく必要があります。

Intel UNIXでは、dba というグループを作成するユーティリティは、プラットフォーム固有
です。

DG/UX Intelの場合 : sysadm ユーティリティ

NCR MP-RASの場合 : groupadd ユーティリティ

SCO UnixWareの場合 : scoadmin ユーティリティ

Solaris Intelの場合 : admintool ユーティリティ

グループ名は dba 以外にすることもできますが、その場合、Installerは Oracle実行ファイ
ルを再リンクします。OSOPERグループ用に別のグループを指定する場合は、そのグループ
も作成しておく必要があります。

OSDBAとして指定するグループは、OSOPERグループのデフォルトになります。このデ
フォルトを指定した場合、OPERATORロールの権限はすでにグループに割り当てられた
DBA権限に含まれているため、事実上 OPERATORロールは存在しません。

表表表表 2-10  マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例

ソフトウェアのマウント・ポイントソフトウェアのマウント・ポイントソフトウェアのマウント・ポイントソフトウェアのマウント・ポイント データベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイント

/u01 /u02

/u03

/u04

参照参照参照参照 : OFAの詳細は、『Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel，NCR 
MP-RAS，SCO UnixWare，Solaris Intel）管理者リファレンス』の第 1章
を参照してください。
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◗◗ oracle ソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
oracle アカウントは、Oracleを所有する UNIXアカウントです。Installerは、このアカウ
ントで実行する必要があります。

Intel UNIXでは、oracle アカウントを作成するために使用するオペレーティング・システ
ム管理ユーティリティは、プラットフォーム固有です。

DG/UX Intelの場合 : sysadm ユーティリティ

NCR MP-RASの場合 : useradd ユーティリティ

SCO UnixWareの場合 : scoadmin ユーティリティ

Solaris Intelの場合 : admintool ユーティリティ

次のプロパティを含める必要があります。

複数の Oracle Serverが存在するサイトでは、同一の oracle アカウント、または別々の
oracle アカウントで Oracle Serverをインストールできます。複数のインストレーションが
oracle アカウントを共有する場合、各インストレーションの DBAは、他のインストレー
ションにもアクセスできます。これによってセキュリティの問題が発生する場合は、各
Oracleシステムを別々の oracle アカウントでインストールしてください。

ログイン名 任意。このドキュメントでは oracle とします。

デフォルト GID OSDBAグループに対応する GIDを設定します。

ホーム・
ディレクトリ

他のユーザーのホーム・ディレクトリとの間で一貫性のあるホー
ム・ディレクトリを選択します。oracle アカウントのホーム・
ディレクトリは、ORACLE_HOMEディレクトリと同一である必要
はありません。

ログイン・シェル デフォルトは /bin/sh 、/bin/csh または /bin/ksh のいずれか
です。ただし、このドキュメントの例では Bourneシェル
（/bin/sh ）を想定しています。

注意注意注意注意 : oracle アカウントを使用するのは、Oracleソフトウェアをイン
ストールおよびメンテナンスする場合のみです。Oracle Serverと関係ない
目的では使用しないでください。oracle （UNIX）アカウントを使用する
場合は、データベース・ユーザーとしてログインしないでください。
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◗◗ ローカルローカルローカルローカル bin ディレクトリを作成するディレクトリを作成するディレクトリを作成するディレクトリを作成する
複数の oracle ユーザーが環境を共有すると、システム管理が非常に簡単になります。環境
を共有するためには、ORACLE_HOMEディレクトリ以外に、共有ソフトウェア用のローカ
ル bin ディレクトリを作成します。

1. ローカル bin ディレクトリ（たとえば /usr/bin ）を作成します。

2. 各ユーザーの PATHにこのディレクトリが設定され、ユーザーがディレクトリに対して
実行権限を持っていることを確認します。

Installerは、$ORACLE_HOME/binに oraenv （Cシェルの場合は coraenv ）および
dbhomeスクリプトを作成します。インストレーション後、root.sh スクリプトはこれらの
ファイルを /usr/bin ディレクトリにコピーします。root ユーザーで Installerを実行して
はいけないため、Installerはファイルを直接 /usr/bin ディレクトリに置くことができませ
ん。

oraenv（coraenv ）および dbhomeをローカル bin ディレクトリにコピーすると、検索パス
が別の ORACLE_HOMEディレクトリを指すように変更されても、共有環境が確保できま
す。

他のソフトウェアにすべてのユーザーがアクセスできるようにする場合も、そのソフトウェ
アをローカル bin ディレクトリに置きます。

◗◗ oratab ファイルを作成するファイルを作成するファイルを作成するファイルを作成する
Oracleインスタンスの情報は、  NCR MP-RAS、 SCO UnixWareおよび Solaris Intelの場合、
/var/opt/oracle/oratab ファイルに格納されます。oratab ファイルを作成するには、
root でログインします。ただし、oracle ユーザーは、oratab ファイルを所有している
必要があります。cdrom_mount_point /orainst/oratab.sh スクリプトを実行して、
/var/opt/oracle ディレクトリに oratab ファイルの権限を作成または設定します。 

DG/UX Intelの場合は、/etc ディレクトリに oratab ファイルを作成します。
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oracleユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
oracle アカウントでログインして、次のタスクを行います。

❏ ファイル作成の権限を設定する

❏ 環境変数を設定する

❏ 現行セッションの環境を更新する

◗◗ ファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定する
Installerが作成するファイルに対して、グループおよびその他のユーザーには読込み権限お
よび実行権限のみを与え、書込み権限を与えないように、umaskを 022 に設定します。

1. umaskコマンドを実行して、現在の設定を確認します。

2. umaskコマンドが 022 を返さない場合は、oracle アカウントの .profile または
.login ファイルに次のように記述します。

umask 022

◗◗ 環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
Installerを起動する前に、oracle アカウントの .profile または .login ファイルに次の
環境変数を設定します。環境変数を設定する構文は次のとおりです。

Bourneシェルの場合は、次のように入力します。

variable_name =value ; export variable_name

Cシェルの場合は、次のように入力します。

setenv variable_name  value

注意注意注意注意 : 環境変数名には、Oracleプロセスで使用される名前（たとえば、 
CKPT、PMON、DBWR）と異なる名前を定義してください。
2-18 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



oracleユーザーで行うタスク
LD_LIBRARY_PATH
共有ライブラリを使用する Oracle製品を使用する場合に必要です。LD_LIBRARY_PATHに
は、$ORACLE_HOME/lib、およびMotifライブラリが格納されているディレクトリを設定
してください。Motifライブラリのデフォルトは、/usr/lib です。

LD_LIBRARY_PATHには、/usr/ucb/lib を含めないことをお薦めします。
/usr/ucb/lib を LD_LIBRARY_PATHに入れる場合は、/usr/ccs/lib の後に指定してく
ださい。

ORACLE_BASE
Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の一番上にあるディレクトリを指定します。
OFA推奨値は、software_mount_point /app/oracle です。

例 : /u01/app/oracle

ORACLE_HOME
特定の Oracle Serverリリースの Oracleソフトウェアをインストールするディレクトリを指
定します。OFA推奨値は、$ORACLE_BASE/product/ release です。

例 : /u01/app/oracle/product/8.0.6

ORACLE_SID
Oracleシステム識別子、または sid（Oracle Serverインスタンスの名前）を指定します。sid
は多くのファイルのファイル名の一部として使用されるので、他のシステムでファイル名の
問題が起きるのを回避するために、4文字以内で設定してください。
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ORACLE_TERM
Installerや他の Oracle製品とともに使用する端末定義リソース・ファイルを指定します。表
2-11に、各端末タイプおよびそれに対応する ORACLE_TERMの設定を示します。

ORA_NLS33
US7ASCII以外の格納キャラクタ・セットでデータベースを作成する場合に必要です。
Installerの起動またはデータベースを作成する前に、ORA_NLS33を
$ORACLE_HOME/ocommon/nls/admin/data に設定してください。

表表表表 2-11  ORACLE_TERM の設定の設定の設定の設定

端末タイプ端末タイプ端末タイプ端末タイプ ORACLE_TERM の設定の設定の設定の設定

SCO用の ANSI端末 ansi

AT386コンソール 386

AT386 xterm 386x

UnixWare端末 386u

Solaris x86 xterm 386s

Data General 200 dgd2

Data General 400 dgd4

IBM高機能端末および aixterm（カラー） hftc

IBM高機能端末および aixterm（モノクロ） hft

hpterm端末および HP 700/9x端末 hpterm

IBM 3151端末 3151

vt220端末を使用する NCD X端末 ncd220

Sun Type 4キーボードを使用する
cmdtool/shelltool

sun

Sun Type 5キーボードを使用する
cmdtool/shelltool

sun5

vt100端末 vt100

vt220端末 vt220

Wyse 50端末またはWyse 60端末 wy50

Wyse 150端末 wy150

Sun Type 4キーボードを使用する xterm xsun

Sun Type 5キーボードを使用する xterm xsun5
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PATH
検索パスに、次のすべてが設定されていることを確認してください。

■ $ORACLE_HOME/bin、/bin 、/usr/bin

■ ユーザーが作成したローカル bin ディレクトリ（2-17ページを参照）

SRCHOME
Installerの実行時には未定義でなければなりません。SRCHOMEを設定すると、Installerは
デフォルトでそのディレクトリからソフトウェアをインストールします。

TMPDIR
Installerに書込み権限があり、100MB以上の空き領域があるディレクトリを指定する必要が
あります。デフォルトの設定は、次のとおりです。

DG/UX Intelの場合 : /tmp

NCR MP-RASの場合 : /var/tmp

SCO UnixWareの場合 : /var/tmp

Solaris Intelの場合 : /var/tmp

TWO_TASK
Oracle Serverソフトウェアのインストール時には未定義でなければなりません。
TWO_TASKが定義されている場合にデータベース・オブジェクトを作成すると、Installer
は、TWO_TASKが指定するデータベース内にオブジェクトを作成しようとします。

注意注意注意注意 : Solaris Intelでは、SUN Cコンパイラが存在する場合に、検索パ
スに /usr/ccs/bin および /opt/SUNWspro/bin も含まれていること
を確認してください。

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucb を入れる場合は、/usr/ccs/bin の後に指
定してください。
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◗◗ 現行セッションの環境を更新する現行セッションの環境を更新する現行セッションの環境を更新する現行セッションの環境を更新する
oracle アカウントの .profile または .login ファイルで環境変数を設定した後、現行の
シェル・セッションの環境を更新します。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

$ . .profile

Cシェルの場合は、次のように入力します。

$ source .login
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個々の Oracle製品の設定タスク
個々の個々の個々の個々の Oracle製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク
インストレーションに必要なタスクを行います。インストレーション前のタスクが必要な製
品については、表 1-9～ 1-20を参照してください。

サーバーサーバーサーバーサーバー
RAWデバイスを使用する際は、次のファイル要件に従ってください。

カートリッジおよびオプションカートリッジおよびオプションカートリッジおよびオプションカートリッジおよびオプション

◗◗Oracle ConText Cartridge のインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスク 
ConText Cartridgeのインストレーション前のタスクはありません。ただし、Oracle8 Server
をインストールしてデータベースを作成するまで、ConText Cartridgeはインストールでき
ないので注意してください。ConText Cartridgeのインストール手順については、第 4章を
参照してください。

◗◗ Oracle Parallel Server オプションのインストレーション前のタスクオプションのインストレーション前のタスクオプションのインストレーション前のタスクオプションのインストレーション前のタスク
Oracle Parallel Serverシステムを構築する際、Installerは、まず、1つのノードに Oracle製
品をインストールします。次に、インストールした各製品の必須ファイル・セットを、クラ
スタ内のその他のノードにコピーします。インストレーション終了後、すべてのノードは同
じ状態になります。

Oracle Parallel Serverインストレーションの設定を行う際は、次のファイル要件に従ってく
ださい。

Parallel Serverオプションをインストールする前に、次のタスクを実行してください。

ファイル・サイズ Installerからファイル・サイズを指定するプロンプトが表示された
ら、RAWデバイスのサイズより 8KB以上小さい値を指定します。サ
イズをMB単位で指定する場合は、デバイス・サイズより 1MB小さ
い値を指定します。

制御ファイル・サイズは、Oracle8 Serverによって決まります。最小
サイズは 220KBです。制御ファイルの RAWボリュームは、最低でも
このサイズにしてください。

格納タイプ すべての制御ファイル、ログ・ファイルおよびデータベース・ファイ
ルには、RAWデバイスを使用します。
環境設定 2-23



個々の Oracle製品の設定タスク
root ユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
1. クラスタ内のすべてのノード上で、OSDBAグループが /etc/group ファイルに定義さ
れていることを確認します。OSDBAグループ名およびグループ番号（インストレー
ション中に指定する場合は、OSOPERグループも）は、1つのデータベースにアクセス
できる UNIXクラスタのすべてのノード上で共通である必要があります。OSDBAおよ
び OSOPERグループの UNIXグループ名のデフォルトは、dba です。

2. 次の条件を満たす oracle アカウントを、クラスタの各ノードに作成します。

■ OSDBAグループのメンバーである

■ Oracleソフトウェアをインストールおよび更新するためのみに使用する

■ リモート・ディレクトリへの書込み権限がある

3. Oracleソフトウェア・ディレクトリ構造の最上位ディレクトリとなるように、次の条件
を満たすマウント・ポイント・ディレクトリを各ノードに作成します。

■ 各ノードのマウント・ポイント名が第 1ノードのマウント・ポイント名と同一であ
る

■ oracle アカウントには、読込み、書込みおよび実行権限がある

4. RAWボリュームを作成します。

Oracle Parallel Serverデータベースに関連するすべてのファイルは、クラスタ内のすべ
てのノードからアクセスできるように、RAWボリュームに格納する必要があります。
制御ファイルおよびデータ・ファイルは、すべてのインスタンスに共有されます。イン
スタンスごとに個別のログ・ファイルがありますが、インスタンスの回復時に、すべて
のインスタンスにすべてのログ・ファイルのアクセス権がなければなりません。

5. クラスタ内のその他のノードに関するエントリを oracle アカウントの .rhosts ファ
イルまたは /etc/hosts.equiv ファイルに追加して、ユーザー等価を設定します。

root アカウントを終了します。

参照参照参照参照 : Oracleマウント・ポイントのネーミング規則の詳細は、2-15ペー
ジを参照してください。
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oracle アカウントで行うタスクアカウントで行うタスクアカウントで行うタスクアカウントで行うタスク
1. クラスタ内の各ノードにリモート・ログイン（rlogin ）して、oracle アカウントの
ユーザー等価を確認します。パスワードを入力するプロンプトが表示される場合、
oracle アカウントの属性は、すべてのノード上で同一ではありません。ユーザー等価
が設定されていないと、Installerは、rcp コマンドを使用してリモート・ディレクトリ
に Oracle製品をコピーできません。

ユーザー等価を設定していない場合は、前項の「rootユーザーで行うタスク」の手順 5
を行ってください。

Tools製品およびプリコンパイラ製品およびプリコンパイラ製品およびプリコンパイラ製品およびプリコンパイラ
次のプリコンパイラのインストレーション前のタスクを行います。

◗◗ Pro*COBOL プリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスク
1. COBOLコンパイラの実行ファイルが、PATHに設定されているディレクトリにあるこ

とを確認します。

2. $COBLIBが LD_LIBRARY_PATHにあることを確認します。

3. 環境変数 COBDIRを、COBOLコンパイラがインストールされているディレクトリに設
定します。

◗◗  Pro*C/C++ プリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスクプリコンパイラのインストレーション前のタスク 
Cコンパイラの実行ファイルが、PATH設定されているディレクトリにあることを確認しま
す。
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ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品
Oracle Networkを構成するための Network Managerは提供されなくなりました。適用され
る制限もありますが、SQL*Netバージョン 2の構成ファイルは Oracle Net8と互換性があり
ます。ネットワーク製品の READMEファイルは、CD-ROMの network/doc ディレクトリ
にあります。READMEファイルには、Net8の問題点および制限事項が記載されています。

◗◗ Advanced Networking Option （（（（ANO）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク
表 2-12に、サポートされる認証アダプタを使用するためのシステム要件を示します。

クライアント専用のマシンへのクライアント専用のマシンへのクライアント専用のマシンへのクライアント専用のマシンへの ANOのインストレーションのインストレーションのインストレーションのインストレーション
クライアント専用のマシンにデータベースなしで ANOをインストールする場合は、インス
トレーション前に環境変数 TWO_TASKを設定します。環境変数 TWO_TASKは、サー
バー・マシン上のデータベースの別名を示し、これによって、ユーザーはクライアント専用
のマシンに ANOをインストールできます。

◗◗ Oracle Net8 のインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスク
Net8をインストールする前に、マシン上のすべての SQL*Netおよび Net8リスナーを停止
します。

表表表表 2-12  サポートされる認証アダプタと要件サポートされる認証アダプタと要件サポートされる認証アダプタと要件サポートされる認証アダプタと要件

アダプタアダプタアダプタアダプタ 要件要件要件要件

Kerberos Kerberosリリース 5.4.2以上。

SecurID ACE/Serverリリース 1.2.4以上。
または
Security Dynamicsの SecurIDカード。

Identix 作成した指紋表とともに、Oracleデータベース上で動作する Oracle 
Biometrix Authentication Serverが必要。

その他の認証アダプタのソフトウェアに、Oracle製品を再リンクする必要はありません。ただ
し、Oracleは Kerberosまたは SecurIDの認証サーバーを提供していません。適切な認証サー
バーを個別にインストールして構成する必要があります。

参照参照参照参照 : 環境変数 TWO-TASKの詳細は、『Oracle8 Server管理者ガイド』
を参照してください。
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◗◗ Oracle Names Server のインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスク
既存の Names Serverを使用する場合は、/etc/hosts ファイルにマシンのホスト名の別名
を作成し、oranamesrvr [0-4] に設定します。次に例を示します。

128.128.44.123   ncr1.eng   oranamesrvr0
128.128.44.124  dg1.eng    oranamesrvr1

また、ネットワーク内のすべてのサーバーおよびクライアント・マシン上で、既存の
Names Serverの別名を作成する必要があります（既存の Names Serverとは、クライアント
が個々に構成されていなくてもネットワーク上で見つけられるようにデフォルト名を使用し
ている Names Serverです）。

◗◗ Oracle Protocol Adapter のインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスクのインストレーション前のタスク
Oracle Protocol Adapterをインストールする前に、基盤となるネットワーク・プロトコルが
機能し、正しく構成されていることを確認します。

SPX/IPX（（（（DG/UX Intel、、、、SCO Unixwareおよびおよびおよびおよび Solaris Intelの場合）の場合）の場合）の場合）
Oracle SPX/IPX Protocol Adapterをインストールする前に、次のタスクを行います。

1. すべてのパケット・タイプがネットワーク上で認識されるように、システムを構成しま
す。このタスクについては、以降の項で説明します。詳細は、ベンダーから提供されて
いるドキュメントを参照してください。

パケット・タイプのサポート（パケット・タイプのサポート（パケット・タイプのサポート（パケット・タイプのサポート（DG/UX Intelの場合）の場合）の場合）の場合）  

ブリッジおよび Ethernetパケットを使用して DG/UX Intelで SPX/IPX用のパケット・タイ
プを構成するために、サポートされている Ethernetパケットを習熟しておく必要がありま
す。

参照参照参照参照 : Names Serverおよび既存の Names Serverの詳細は、『Oracle 
Net8管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : パケット・タイプの詳細は、DG/UX SPX/IPXおよび Novellのド
キュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : DG/UX Intelでは、両方の Ethernetパケットをサポートしていま
す。
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Oracle SPX/IPX Protocol Adapterをインストールする前に、パケット・タイプを検討しま
す。Novell社では、パケット・タイプが異なるシステムは、物理的に同一の LANケーブル
に接続されている場合でも、論理的に別々の LAN上に置くことを検討します。LAN上の
ノードは、同一のパケットを使用します。そうでない場合は、Novell Routerを使用して、
接続先のパケット・タイプに適合するようにパケットを変換します。

■ Ethernetパケットを使用するために、Novell LANを構成します。詳細は、次の
「Ethernetパケット用の Netware LANの構成」を参照してください。

■ Ethernetおよび Novellパケットを使用するために、Novellファイル・サーバーを構
成します。この場合、Novellパケット・タイプを使用するクライアントは、
Ethernetパケット・タイプを使用するサーバーと通信できます。これは、Novell
サーバーがパケットを変換するためです。

このオプションの欠点は、パケットを変換するために 2度転送する必要があることです。こ
れによって、パフォーマンスが低下します。このオプションの詳細は、2-31 ページの「両方
のパケット・タイプをサポートするためのサーバーの構成」を参照してください。

Ethernetパケット用のパケット用のパケット用のパケット用の Netware LANの構成の構成の構成の構成  

Ethernetパケット用の Netware LANの構成の正確な手順は、LANシステムのソフトウェア
の使用方法によって異なります。この項では、次に示す LAN構成のタイプに基づいた 3つ
の手順について説明します。

■ Novell Netware 286ファイル用のNovellファイル・サーバー

■ Novell Netware 386ファイル用のNovellファイル・サーバー

■ DOSワークステーション・シェル

Novell Netware 286ファイル用のファイル用のファイル用のファイル用のNovellファイル・サーバー上の場合ファイル・サーバー上の場合ファイル・サーバー上の場合ファイル・サーバー上の場合 : Netware 286にサ
ポートされている各パケット・タイプに対して 1つの Ethernetボードが必要です。Netware 
286下でパケット変換をサポートするには、Ethernetボードが同一の LANに接続されてい
る必要があります。Netware 286は、内部または外部のブリッジとして構成する必要があり
ます。

次に示す手順で実行します。

1. ファイル・サーバー上のシステム・ディレクトリの中にある NET$OS.EXEファイルを
書き込めるようにします。

■ スーパー・バイザーで、ファイル・サーバーへログインします。SYSTEMディレク
トリから FILERを実行します。

■ メニューからファイル情報を選択します。

■ メニューから NET$OS.EXEのファイルを選択します。

■ メニューから属性を選択します。
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■ NET$OS.EXEファイルに書き込めるようにします。属性に「Read Only」を選択
し、[Delete]キーを押します。プロンプトが表示されたら、選択されていることを
確認します。

■ メニューおよび FILERプログラムを終了するには、[Esc]キーを数回押します。

2. NET$OS.EXEを変換するには、ECONFIGを使用します。

$ ECONFIG NET$OS.EXE a:e 8137

ファイル・サーバーが 2つ以上のネットワークに接続する場合は、フィールドを UNIXサー
バーが接続している LAN用の LAN識別子と置き替えます。

3. [Ctrl]キー、[Alt]キーおよび [Delete]キーを同時に押して、ファイル・サーバーを再起
動します。

Novell Netware 386用の用の用の用のNovellファイル・サーバーの場合ファイル・サーバーの場合ファイル・サーバーの場合ファイル・サーバーの場合 : LOAD LAN DRIVERコマンド
はサポートされたパケット・タイプを指定します。デフォルトでは、Novellパケットがサ
ポートされています。Ethernetパッケージをサポートするには、次に示すような FRAME=
のフィールドを追加するか、または変更して LOAD LAN DRIVERコマンドを編集します。

FRAME=Ethernet_II

DOSワークステーション・シェルの場合ワークステーション・シェルの場合ワークステーション・シェルの場合ワークステーション・シェルの場合 : Novell Netware配布製品とともに ECONFIG
ユーティリティが含まれています。ECONFIGユーティリティは、パケット・タイプを変更
できます。シェルをフロッピィ・ディスクの方法で作成している場合、ECONFIGは診断
ディスケット上にあります。ハード・ディスクの方法で作成している場合は、ECONFIGは
DIAGディレクトリの中にあります。IPX.COMファイルは、ハード・ディスク（または
ディスケット）上の SHGEN-2ディレクトリにあります。

1. Ethernet IIパケットを使用するため、DOSシステムを変換します。

DOS> ECONFIG IPX.COM shell:e 8137

2. 変換後、新しい IPX.COMを使用して新しい DOSクライアント・ディスケットを作成し
ます。すべてのワークステーションを再起動して、新しい IPX.COMをロードします。

3. ECONFIGIGというプログラムを使用して、ファイル・サーバー・オペレーティング・
システムのファイル NET$OS.EXEの変換準備をします。NET$OS.EXEは、ファイル・
サーバー上の SYSTEMディレクトリの中にあります。ファイル・サーバーの PUBLIC
ディレクトリへ ECONFIG.EXEをコピーできます。

注意注意注意注意 : フロッピィ・ドライブでは、ECONFIG.EXEファイルはクライア
ントのハード・ディスクまたはファイル・サーバーのハード・ディスクの
どちらかにあります。ファイル・サーバーの PUBLICディレクトリへ
ECONFIG.EXEをコピーできます。
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4. NET$OS.EXEファイルを書き込めるようにします。

■ スーパー・バイザーで、ファイル・サーバーへログインします。SYSTEMディレク
トリから FILERを実行します。

■ メニューからファイル情報を選択します。

■ メニューから NET$OS.EXEのファイルを選択します。

■ メニューから属性を選択します。

■ NET$OS.EXEファイルに書き込めるようにします。属性に「Read Only」を選択
し、[Delete]キーを押します。プロンプトが表示されたら、選択されていることを
確認します。

■ メニューおよび FILERプログラムを終了するには、[Esc]キーを数回押します。

5. NET$OS.EXEを変換するには、ECONFIGを使用します。

$ ECONFIG NET$OS.EXE a:e 8137

ファイル・サーバーが 2つ以上のネットワークに接続する場合は、フィールドを UNIXサー
バーが接続している LAN用の LAN識別子と置き換えます。

6. [Ctrl]キー、[Alt]キーおよび [Delete]キーを同時に押してファイル・サーバーを再起動
します。

Novellパケットをサポートするためのパケットをサポートするためのパケットをサポートするためのパケットをサポートするための DG/UXファイル・サーバーの構成ファイル・サーバーの構成ファイル・サーバーの構成ファイル・サーバーの構成  

Novellパケット・タイプをサポートするためにDG/UXファイル・サーバーを構成するに
は、次の操作を行います。

1. /usr/opt/netware/etc/NPSConfig ファイルで次のように入力して、必須パラメー
タを設定します。

lan_l_adapter=/dev/dpen0
lan_l_adapter_type=ETHERNET_DLPI
lan_1_frame_type=ETHERNET_II
lan_l_module=PAD

2. llcデバイスが構成されたことを確認します。

3. llcdデーモンが実行中であることを確認します。

注意注意注意注意 : これらの設定値は、ネットワーク・ハードウェアによって異なり
ます。
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両方のパケット・タイプをサポートするためのサーバーの構成両方のパケット・タイプをサポートするためのサーバーの構成両方のパケット・タイプをサポートするためのサーバーの構成両方のパケット・タイプをサポートするためのサーバーの構成  

Netware 286は、Ethernetおよび Novellパケットの両方をサポートしています。

Netware 386は、同一の Ethernetボード上で 2つ以上のパケット・タイプをサポートしま
す。Netware 386の LOAD LAN DRIVERコマンドは、サポートしているパケット・タイプ
ごとに 1回 LANドライバをロードします。LOAD LAN DRIVERコマンドの詳細は、
『Netware 386システム管理者ガイド』を参照してください（コマンドのテキストは、

FRAME=の部分の除いて各パケット・タイプに対して同一である必要があります）。

Oracle SPX/IPX Protocol Adapterのユーザーは、Ethernet IIおよび Ethernet 802.3パケッ
ト・タイプをサポートします。Netware 386では、ドライバがパケット・タイプごとに 1回
ロードされる場合、Novellのクライアントは、デフォルトのパケット・タイプで UNIX
ベースのオペレーティング・システム下の SPXサービスに接続できます。

SCO UnixWare用の用の用の用の SPX/IPX
SCO UnixWareに Oracle SPX/IPX Protocol Adapter をインストールする前に、 すべてのパ
ケット・タイプ がネットワーク上で認識されるように、システムを構成します。詳細は、ベ
ンダーから提供されているドキュメントを参照してください。

TCP/IP
TCP/IP Protocol Adapterは、すべての Oracle8 Serverのインストレーションで自動的にイ
ンストールされます。

1. ftp ユーティリティを使用してテスト・ファイルを転送し、ネットワークが正しく機能
していることを確認します。

$ ftp remote_server_name
ftp> put test_filename

ftp> get test_filename

◗◗ Oracle Security Server （（（（OSS）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク）のインストレーション前のタスク
OSSのホストになるマシンは、物理的に安全性の高い位置に置く必要があります。

注意注意注意注意 : この情報は、DG/UX Intelシステムのみに適用します。
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インストレーションのタスクインストレーションのタスクインストレーションのタスクインストレーションのタスク

この章では、Installerの起動および新規の Oracle8 Serverのインストレーションについて説
明します。

■ Installerの起動

■ Installerのプロンプト

■ ドキュメントのインストール

■ Installerセッション後のタスク

この章では、新規のインストレーション以外のタスク（パッチのインストール、実行ファイ
ルの再リンクなど）で Installerを使用する方法については説明していません。インストレー
ション以外で Installerを使用する場合の指示、およびインストレーションのトラブルシュー
ティングの詳細は、付録 A 「Oracle Installerの使用」を参照してください。
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Installerの起動
Installerの起動の起動の起動の起動
Installerを実行するには、次のタスクを行います。

❏ 製品インストレーション用の CD-ROMをマウントする

❏ Installerを起動する

◗◗ 製品インストレーション用の製品インストレーション用の製品インストレーション用の製品インストレーション用の CD-ROMをマウントするをマウントするをマウントするをマウントする
$ su root
# mkdir /cdrom
# chmod 777 /cdrom

DG/UX Intel の場合の場合の場合の場合
# /etc/mount -t cdrom ’/dev/pdsk/ device_name ’ /cdrom

NCR MP-RAS の場合の場合の場合の場合
# /etc/mount -F cdfs -o ro ncrm,dperm=555,fperm=555 \
 /dev/cdrom/cdrom1 /cdrom

SCO UnixWare の場合の場合の場合の場合 
# mount -F cdfs -oro /dev/cdrom/c0b0t4l0 /cdrom

Solaris Intel の場合の場合の場合の場合
Solaris Intelでは、Solaris Volume Managerを実行していると、CD-ROMは通常 /cdrom に
自動的にマウントされます。Solaris Volume Managerを実行していない場合は、次のように
入力して、CD-ROMをマウントできます。

# /etc/mount -F hsfs -r /dev/dsk/c0t6d0p0 /cdrom
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◗◗ Installer を起動するを起動するを起動するを起動する
oracle ソフトウェア所有者で、以前にマウントした orainst ディレクトリに移動します。

$ cd /cdrom/orainst

Installerは、Motifモードまたはキャラクタ・モードのいずれかで実行できます。次のいず
れかのコマンドを実行して、Installerを起動します。

./orainst /m （Motifモードの場合）

./orainst /c （キャラクタ・モードの場合）

非問合せモードでのインストレーション非問合せモードでのインストレーション非問合せモードでのインストレーション非問合せモードでのインストレーション
Installerを使用すると、1回のインストレーション・セッションの応答を記録し、それらの
記録を使用して、その後のインストレーションを行うことができます。これを「Silent 
Mode」といい、同様のインストレーションを何度も行う場合に有効です。詳細は、A-3
ページの「デフォルトおよびリピート・インストレーション」を参照してください。

警告警告警告警告 : root ユーザーでユーザーでユーザーでユーザーで Installerを実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。
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Installerのプロンプトのプロンプトのプロンプトのプロンプト
Installerセッションは、一連のプロンプトです。各プロンプトは、独自のウィンドウに表示
されます。

初回の初回の初回の初回の Installer プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト
実行中のタスクまたはインストールする製品に関係なく、初回の Installerプロンプトは
Installerセッションごとに表示されます。デフォルト・インストレーションまたはカスタ
ム・インストレーションのいずれかを選択できます。

デフォルト・インストレーションでデータベースを作成する場合、Installerは、事前に作成
しておいたデータ・ファイルを、指定したマウント・ポイントにコピーします。これによっ
て、CD-ROMに保存されているデータ・ファイルを再度使用し、自動的にデータベースお
よび新しい制御ファイルが作成されます。その結果、データ・ディクショナリ作成スクリプ
トのロード時間を節約できます。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ /README ファイルファイルファイルファイル
Installerでは、カスタム・インストレーションまたはデフォルト・インストレーションのい
ずれかを選択できます。デフォルト・パスを指定すると、インストレーションで使用する設
定が表示され、設定内容の確認が求められます。

インストレーション・アクティビティの選択インストレーション・アクティビティの選択インストレーション・アクティビティの選択インストレーション・アクティビティの選択  

Installerを使用するためのアクティビティを指定します。

■ Install, Upgrade, or De-Install Software

■ Create/Upgrade Database Objects

■ Perform Administrative Tasks

注意注意注意注意 : Oracle製品の各国語サポートを選択するには、カスタム・インス
トレーション・オプションを選択する必要があります。Installerセッショ
ンの後半で、使用したい言語を選択します。Installerでは、アメリカ英語
のみが使用できます。

注意注意注意注意 : 事前に作成しておいたデータ・ファイルが使用できるのは、デ
フォルト・インストレーションを行う場合のみです。
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インストレーション・オプションインストレーション・オプションインストレーション・オプションインストレーション・オプション
ソフトウェアをインストールする場合、Installerには「Install New Product」（データベー
ス・オブジェクトを作成するかどうかを指定）、および「Add/Upgrade Software」の 2つの
基本的なオプションがあります。どちらのオプションを使用しても、Oracle8 Serverをイン
ストールできます。

「Install New Product」オプションを選択すると、OFA準拠のディレクトリ構造が作成され
ます。「Add/Upgrade Software」オプションは OFAに準拠していないので、データベー
ス・オブジェクトは同一の Installerセッションでは作成することができません。

oratab ファイルへのアクセス不可ファイルへのアクセス不可ファイルへのアクセス不可ファイルへのアクセス不可
このプロンプトは、Installerが次のファイルにアクセスできない場合のみ表示されます。

DG/UX Intelの場合 : /etc/oratab

NCR MP-RASの場合 : /var/opt/oracle/oratab

SCO UnixWareの場合 : /var/opt/oracle/oratab

Solaris Intelの場合 : /var/opt/oracle/oratab

oratab ファイル作成の詳細は、第 2章の「rootユーザーで行うタスク」を参照してくださ
い。

インストレーション位置インストレーション位置インストレーション位置インストレーション位置
環境に ORACLE_BASEが設定されている場合、ORACLE_BASEおよび ORACLE_HOME
の設定を確認するプロンプトが表示されます。ORACLE_BASEが設定されていない場合は、
ソフトウェアのマウント・ポイントを入力するプロンプト、続いて ORACLE_HOMEディレ
クトリのフルパス名を入力するプロンプトが表示されます。

環境変数 ORACLE_SIDは、Oracleのシステム識別子で、Oracle Serverのインスタンス名で
す。

インストレーション・ログ・ファイルインストレーション・ログ・ファイルインストレーション・ログ・ファイルインストレーション・ログ・ファイル
Installerは、Installerセッションのレコードとして、4つのログ・ファイル（オペレーティ
ング・システム、Installer、SQLおよびMakeファイル用に 1つずつ）を作成します。イン
ストレーション・ログ・ファイルのデフォルト位置は、$ORACLE_HOME/orainst ディレク
トリ下です。すでにインストレーション・ログ・ファイルが存在する場合、Installerはそれ
らのログ・ファイルを filename .old として保存します。
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インストール・ソースインストール・ソースインストール・ソースインストール・ソース
CD-ROMまたはステージ領域のどちらからインストールするかを指定します。ステージ領
域からインストールする場合は、テンポラリまたは永続ステージ領域を指定するプロンプト
が表示されます。Installerは、インストレーションの途中でテンポラリ・ステージ領域を削
除します（ステージ領域の詳細は、付録 Aを参照）。

各国語サポート各国語サポート各国語サポート各国語サポート
各国語サポート（NLS）では、Oracle製品のメッセージ表示に使用する言語を指定します。
これはデフォルト言語のみです。ユーザーおよびクライアント・アプリケーションでは、
セッション・レベルでメッセージを表示するときに使用する言語も設定できます。Installer
のプロンプトおよびメッセージは、常にアメリカ英語で表示されます。

root.sh スクリプトの位置スクリプトの位置スクリプトの位置スクリプトの位置
Installerは、root.sh スクリプトを、$ORACLE_HOME/orainst ディレクトリに作成しま
す。このスクリプトは、インストレーションに続いて、root ユーザーが実行する必要があ
ります。root.sh スクリプトがすでに存在する場合、Installerは、それに新規アクションを
追加するか、または新規スクリプトを作成するかを問い合せてきます。特別な理由がない限
り、通常は、新規スクリプトを作成してください。

Software Asset Manager　　　　「Software Asset Manager」画面では、選択した製品のサイズおよび
それらの格納先ディレクトリ（ORACLE_HOMEディレクトリ）の使用可能な領域を調べる
ことができます。インストールする製品を「Available Products」ウィンドウから選択し、
「Install」ボタンを押します。選択した製品によっては、この章で説明していない Installer
プロンプトが表示されることもあります。

「Software Asset Manager」画面内の一部の製品は、「Protocol Adapters」、「Precompilers」
などのカテゴリごとにグループ化されています。カテゴリは、名前の左にあるプラス記号
（+）によって示されます。カテゴリ内の構成製品を表示するには、カテゴリ名をダブルク
リックします（キャラクタ・モードでは、カテゴリ名を選択して [Return]を押します）。

「Software Asset Manager」画面の詳細は、付録 Aを参照してください。

参照参照参照参照 : 使用可能なキャラクタ・セットについては、付録 C「各国語サ
ポート」を参照してください。

注意注意注意注意 : カテゴリ名のみを選択しても、カテゴリ内の製品はインストール
されません。個々の構成製品を選択する必要があります。
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OSDBA グループグループグループグループ
Installerは、DBA権限を割り当てる選択可能なユーザー・グループを表示します。デフォル
トは、oracle アカウントのプライマリ・グループです。このグループに dba 以外の名前が
付いている場合、Installerはインストレーション後に Oracle実行ファイルを再リンクしま
す。

OSOPERグループグループグループグループ
Oracleに限定された OPERATOR権限を、別のUNIXグループに与えることができます。
Installerでは、このグループを OSOPERグループと呼びます。デフォルトは OSDBAグルー
プとして指定したグループで、別のユーザー・グループが OPERATOR権限を与えられるこ
とはありません。dba 以外のグループを選択すると、Installerは Oracle実行ファイルを再リ
ンクします。

第 2章「環境設定」で OPERATOR権限用のグループを作成した場合は、プロンプトに対し
てそのグループ名を入力します。作成していない場合は、デフォルト値を設定してくださ
い。

インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名
インスタンス名または sidは、4文字以内の一意の識別子である必要があります。インスタ
ンス名は、環境変数 ORACLE_SIDで指定します。単一インスタンス・インストレーション
では、通常、DB_NAME初期化パラメータの値と同じです。

Oracle Parallel Server : Parallel Serverクラスタ内の各インスタンスの
sidは一意で、操作対象のデータベース名を含んでいる必要があります。
たとえば、データベース PROのインスタンス名は、PRO1、PRO2、PRO3
などです。
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データベース作成プロンプトデータベース作成プロンプトデータベース作成プロンプトデータベース作成プロンプト
Installerでデータベースを作成する場合は、次のプロンプトが表示されます。

格納タイプ格納タイプ格納タイプ格納タイプ : ファイル・システムまたはファイル・システムまたはファイル・システムまたはファイル・システムまたは RAW デバイスデバイスデバイスデバイス
RAWデバイスまたはファイル・システムのどちらに格納するかを指定します。単一インス
タンス・インストレーションではどちらも使用できますが、Oracle Parallel Serverでは、
RAWデバイスが必須です。

マウント・ポイントの数マウント・ポイントの数マウント・ポイントの数マウント・ポイントの数
Oracle8 Server（RDBMS）をインストールする場合、OFA規則に従って、3つのマウント・
ポイントにデータベース・オブジェクトを分散させるかどうかを指定します。1つのマウン
ト・ポイントを指定したり、同じドライブに 3つのマウント・ポイントを指定したりできま
すが、別々のデバイスの少なくとも 3つのマウント・ポイントにデータベースを分散するこ
とをお薦めします。このプロンプトに値を指定すると、制御ファイルおよび REDOログ・
ファイルは、指定したマウント・ポイントに分散されます。

マウント・ポイントの位置マウント・ポイントの位置マウント・ポイントの位置マウント・ポイントの位置
このプロンプトで指定するデータベースのマウント・ポイントは、初回の Installerプロンプ
トで指定したソフトウェアのマウント・ポイントとは異なるものを指定することをお薦めし
ます（詳細は、3-4ページを参照）。

表 3-1に、Installerが作成するデータベースのデフォルトのサイズおよび位置を示します。
このデータベースは、サンプル・データベースです。インストレーション時には、REDOロ
グ・ファイルまたはデータベース・ファイルのサイズと同様に、ファイルの位置をカスタマ
イズできますが、環境に合わせてデータベースが最適化されることはありません。このデー
タベースは、本番データベースではありません。
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キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
データベースの格納キャラクタ・セットを指定します。デフォルトは、US7ASCIIです。イ
ンストレーション前に環境変数 ORA_NLS33を設定していない場合は、デフォルトのキャラ
クタ・セットを指定してください。

指定した格納キャラクタ・セットは、データベースを再び作成しない限り変更できません。
ただし、Oracle NLSは、格納キャラクタ・セットとは異なるキャラクタ・セットを使用す
るクライアント・アプリケーションをサポートします。サポートしているキャラクタ・セッ
トの詳細は、付録 C「各国語サポート」を参照してください。

各国キャラクタ・セット各国キャラクタ・セット各国キャラクタ・セット各国キャラクタ・セット
データベースの各国キャラクタ・セットを指定します。これは、特別に指定した列で使用で
きる 2番目のキャラクタ・セットです。デフォルトは、データベース・キャラクタ・セット
で指定したキャラクタ・セットです。

SYSおよびおよびおよびおよび SYSTEMユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワード
SYSTEMアカウントのデフォルトのパスワードは、manager です。SYSアカウントのデ
フォルトのパスワードは、change_on_install です。この時点で、これらのパスワード
を変更することをお薦めします。

表表表表 3-1  デフォルト・データベース・ファイルデフォルト・データベース・ファイルデフォルト・データベース・ファイルデフォルト・データベース・ファイル

ファイルファイルファイルファイル デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
サイズサイズサイズサイズ

最小サイズ最小サイズ最小サイズ最小サイズ デフォルトの位置（ファイル・システムに基づく）デフォルトの位置（ファイル・システムに基づく）デフォルトの位置（ファイル・システムに基づく）デフォルトの位置（ファイル・システムに基づく）

制御ファイル
（3つ）

50KB データベース
に依存

db_mount_point[1-3] /oradata/ db_name/control0 [1-3] .ctl

REDOログ・
ファイル
（3つ）

500KB 100KB db_mount_point[1-3] /oradata/ db_name/redosid0 [1-3] .log

SYSTEM 80MB 5MB db_mount_point1 /oradata/ db_name/system01.dbf

ROLLBACK 15MB 1MB db_mount_point1 /oradata/ db_name/rbs01.dbf

TEMP 550KB 260KB db_mount_point1 /oradata/ db_name/temp01.dbf

USERS 1MB 200KB db_mount_point1 /oradata/ db_name/users01.dbf

TOOLS 25MB 1MB db_mount_point1 /oradata/ db_name/tools01.dbf

注意注意注意注意 : db_nameは、Installerセッション中に Installerがインスタンス名から作成する初期化パラメータ DB_NAMEの
値です。
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dba およびおよびおよびおよび operator グループのパスワードグループのパスワードグループのパスワードグループのパスワード
Installerは、DBAおよび OPERATOR権限を割り当てた UNIXグループにパスワードを設定
するかどうかを問い合せてきます。パスワードを設定すると、SYSDBAおよび SYSOPERと
して接続するためのパスワード認証が有効になります。

SYSDBAまたは SYSOPERとしてデータベースに接続するには、ユーザーは DBAまたは
OPERATORロールを割り当てられた UNIXグループのメンバーである必要があります。ま
た、ここで指定したパスワードを入力する必要があります。

マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
マルチスレッド・サーバー（MTS）を使用すると、特定のアプリケーションに必要なプロセ
ス数とメモリー量を節約できます。MTSは、メモリーが制限されていたり、短時間でトラン
ザクション処理が終了するオンライン・トランザクション処理（OLTP）アプリケーション
を実行するシステムに適しています。Oracle InterOfficeは、MTSに適したアプリケーショ
ンの例です。

個々のトランザクションは実行中にMTSプロセスを占有するので、1つのトランザクション
の実行に長時間かかるシステム（意思決定支援システムなど）では、MTSはお薦めしませ
ん。

注意注意注意注意 : DBAおよび OPERATORロールのパスワードは、インストレー
ション後に orapwd ユーティリティを使用して手動で指定できます。ま
た、orapwd はリモート接続を使用禁止にする場合にも使用できます。
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Oracle Parallel Serverのプロンプトのプロンプトのプロンプトのプロンプト
Oracle Parallel Serverの Installerセッションは、単一インスタンス・インストレーションの
Installerセッションとは多少異なります。

データベース作成データベース作成データベース作成データベース作成
Oracle Parallel Serverが使用できるのは、RAWボリュームにあるデータベース・オブジェ
クトのみです。データベース・オブジェクトは、ファイル・システム上では作成しないでく
ださい。

インストレーション中に、RAWボリュームのパス名を入力するプロンプトが表示されます。

RAWボリュームの作成の詳細は、2-23 ページの「Oracle Parallel Serverオプションのイン
ストレーション前のタスク」を参照してください。

クラスタ内のすべてのノードヘのインストールクラスタ内のすべてのノードヘのインストールクラスタ内のすべてのノードヘのインストールクラスタ内のすべてのノードヘのインストール
一度にクラスタ内のすべてのノード上にインストールするか、または第 1ノードのみにイン
ストールするかを指定します。第 1ノードのみにインストールする場合は、後続の Installer
セッションで「Install Oracle8 on Cluster」オプションを使用し、その他のノード上にインス
トールする必要があります。

クラスタ内のすべてのノード上にインストールする場合は、リモート・ノードのホスト名お
よび ORACLE_HOMEディレクトリを入力する（各ノードは個々に指定する）プロンプトが
表示されます。「List of Nodes」画面では、リモート・ノードを入力した後に空白行を入力
する必要があります。

注意注意注意注意 : インストレーションがデフォルトでもアップグレード（標準）で
もない場合、Installerはリモート・ノードのホスト名のみを問い合せ、リ
モート・ノードのローカルの ORACLE_HOMEを使用します。
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ドキュメントのインストール
ドキュメントのインストールドキュメントのインストールドキュメントのインストールドキュメントのインストール
Oracleドキュメントには、2つの種類があります。オペレーティング・システム固有のド
キュメントと、製品ドキュメントです。オペレーティング・システム固有のドキュメントは
ソフトウェア CD-ROMに含まれており、ソフトウェアのインストレーション中にインス
トールできます。製品ドキュメントは、別の CD-ROMに入っており、ソフトウェアとは別
の Installerセッションでインストールする必要があります。

オペレーティング・システム固有のドキュメントおよび製品ドキュメントは、両方とも
HTML形式および PDF形式で使用可能です。

ドキュメントのインストール方法ドキュメントのインストール方法ドキュメントのインストール方法ドキュメントのインストール方法
オペレーティング・システム固有のドキュメントをインストールするには、ソフトウェアの
インストレーション中に使用可能な製品のリストから「UNIX Documentation」を選択しま
す。

次の手順に従って、製品ドキュメントをインストールします。

1. Installerがファイル・システム上にインストールされていることを確認します。ドキュ
メント CD-ROMからファイルをインストールするには、Installerをファイル・システ
ムから実行する必要があります。Installerがファイル・システム上にインストールされ
ていない場合は、3-4ページの指示に従ってください。「Software Asset Manager」画面
の「Available Products」ウィンドウから、「Oracle UNIX Installer」を選択します。ス
テージ領域を作成した場合は、ステージ領域から Installerを実行することもできます。

2. ローカル・ディスク（CD-ROMではない）から Installerを起動します。

3. 「Installation Activity Choice」画面から、「Install, Upgrade, or De-Install Software」オ
プションを選択します。

4. 「Installation Options」画面から、「Install Documentation Only」オプションを選択しま
す。

5. HTMLまたは PDFのどちらの形式（または両方の形式）でインストールするかを指定
します。

6. 「Software Asset Manager」画面から、「Oracle8 Product Documentation」を選択しま
す。

7. 「Install」ボタンを選択します。ドキュメントのインストールが完了したら、Installerか
らその旨が通知されます。

インストールしたドキュメントの表示に関する詳細は、第 4章「Oracle8システムの構成」
を参照してください。
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Installerセッション後のタスク
Installerセッション後のタスクセッション後のタスクセッション後のタスクセッション後のタスク
インストレーション後、Installerは「Software Asset Manager」画面に戻ります。選択した
すべての製品が、インストール済み製品として表示されていることを確認してください。
Installerを終了して、第 4章「Oracle8システムの構成」に進んでください。

Installerを使用してデータベースを作成するには、Installerを終了してから再起動し、
「Create/Upgrade Database Objects」オプションを選択します。データベース作成プロンプ
トの詳細は、3-8ページを参照してください。
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Installerセッション後のタスク
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Oracle8システムの
4

Oracle8 システムの構成システムの構成システムの構成システムの構成

Installerセッションの終了後、特定のインストレーション後のタスクを実行し、Oracle8シ
ステムを構成する必要があります。この章では、必須のタスクに加え、オプションのタスク
も説明します。

■ rootユーザーで行うタスク

■ oracleユーザーで行うタスク

■ 個々の Oracle製品のインストレーション後のタスク

■ インストールしたドキュメントの表示

注意注意注意注意 : この章では、基本構成のみを説明します。高度な構成および本番
システムで必要な典型的なチューニングの詳細は、オペレーティング・シ
ステム固有の管理ガイドおよびチューニング・ガイドを参照してくださ
い。
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rootユーザーで行うタスク
rootユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
root ユーザーでログインして、次のタスクを行います。

❏ root.shスクリプトを実行する

❏ その他の UNIXアカウントを作成する

❏ データベース・ファイルのセキュリティを検証する

❏ oratabファイルを更新する

❏ データベースの起動および停止を自動化する（オプション）

◗◗ root.sh スクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行する
Installerは、Installerセッション中に root.sh スクリプトを $ORACLE_HOME/orainst
ディレクトリに作成します。このスクリプトを実行すると、Oracle製品に必要なファイル権
限が設定され、他の root 関連の構成アクティビティが実行されます。

# cd $ORACLE_HOME/orainst
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで root.sh
スクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトが表示するメッセージスクリプトが表示するメッセージスクリプトが表示するメッセージスクリプトが表示するメッセージ
root.sh スクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示しま
す。環境を再設定する必要がある場合は、root.sh スクリプトを中断してください。スク
リプトを中断する場合は、そのスクリプトを再実行してください。Installerを再実行する必
要はありません。

インストールした製品に応じて、root.sh の進行状況を知らせるメッセージが表示されま
す。また、ユーザー名を入力するプロンプトが表示され、その他の指示も表示されます。

◗◗ その他のその他のその他のその他の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
システム上のそれぞれの DBAは、OSDBAグループにアカウントを持つ必要があります。
複数のユーザーを同一のアカウントに割り当てないようにしてください。

次のシステム管理ユーティリティを使用して、これらの UNIXアカウントを作成します。

DG/UX Intelの場合 : sysadm

NCR MP-RASの場合 : useradd

SCO UnixWareの場合 : scoadmin

Solaris Intelの場合 : admintool
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rootユーザーで行うタスク
◗◗ データベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証する
アメリカの NCSC C2またはヨーロッパの ITSEC E3と同等のセキュリティ構成を持つ
Oracle8 Serverを使用するサイトは、Oracleソフトウェアのインストレーションの整合性を
確立するために、このタスクを行う必要があります。セキュリティが問題でない場合、この
タスクはオプションです。

多くのファイルは、データへの不当なアクセスから保護する必要があります。推奨するファ
イル・モードおよび所有者は、次のとおりです。

■ oracle アカウントは、すべての共通システム・ファイルおよびインストレーション・
ファイルを所有する必要があります。

■ OSDBAグループには、すべての共通システム・ファイルおよびインストレーション・
ファイルに対して、読込み、書込みおよび実行権限が必要です。

■ OSDBAグループ以外のユーザーに、Oracleインストレーションのファイルまたはディ
レクトリへの書込み権限を与えないようにします。

表 4-1に、Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限を示します。
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rootユーザーで行うタスク
表表表表 4-1  Oracle ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ファイルファイルファイルファイル 権限権限権限権限 コメントコメントコメントコメント

すべてのデータベース、REDOロ
グおよび制御ファイル（これらの
ファイルの拡張子は、通常 .dbf 、
.log および .ctl ）

640 データに対する任意のアクセスを保護するた
めに、すべてのデータベース、REDOログ・
ファイルおよび制御ファイルは、oracle ア
カウントおよび OSDBAグループのみが読み
込みできる状態でなければなりません。

$ORACLE_HOME/bin/

■ Oracle実行ファイル、いくつ
かのネットワーク実行ファイ
ルおよびセキュリティ実行
ファイル

6751 実行したユーザーに関係なく、oracle ユー
ザーおよび dba グループとして実行ファイ
ルが実行されるように、「6」によって
setuid ビットを設定します。

■ その他すべての実行ファイル 751または 755 oracle ソフトウェア所有者が書き込みで
き、すべてのユーザーが実行できなければな
りません。

$ORACLE_HOME/lib/ 755 oracle ソフトウェア所有者が読み込み、書
き込みおよび実行でき、すべてのユーザーが
読み込みおよび実行できるディレクトリ。

$ORACLE_HOME/lib/ 内のすべて
のファイル

644 すべてのユーザーに対して、読込み専用。

$ORACLE_HOME/rdbms/log 751 ログ・ファイルへのアクセスを oracle アカ
ウントおよび OSDBAグループに制限しま
す。

rdbms/lib や proc/lib などの
製品サブディレクトリ、およびその
ディレクトリ内のファイル

644 すべてのユーザーに対して、読込み専用。

$ORACLE_HOME/network/trace 777または 730 開発時にトレース・ファイルを表示して作成
する場合に、広範囲のアクセスができるよう
に「777」に設定します。本番環境では、確
実に OSDBAグループのメンバーのみがト
レース・ファイルへのアクセス権を持つよう
に「730」に設定します。

製品 admin サブディレクトリに
おける管理、SQLおよびシェル・
スクリプトのファイル

644 通常、SQLスクリプトは SYSユーザーで実
行しなければなりません。
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rootユーザーで行うタスク
◗◗ oratab ファイルを更新するファイルを更新するファイルを更新するファイルを更新する
Installerのかわりに Server Managerを使用して手動でデータベースを作成した場合は、シ
ステム構成が次のファイルに反映されていることを確認する必要があります。

DG/UX Intelの場合 : /etc/oratab

NCR MP-RASの場合 : /var/opt/oracle/oratab

SCO UnixWareの場合 : /var/opt/oracle/oratab

Solaris Intelの場合 : /var/opt/oracle/oratab

システム上の Serverインスタンスごとに、次の形式でエントリを追加します。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、YまたはNは、dbstart および dbshut スクリプト（次のタスクを参照）を実
行するかどうかを示します。Installerは、作成したそれぞれのデータベースに対してエント
リを自動的に追加します。

◗◗ データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）
データベースの起動および停止の自動化はオプションです。しかし、停止を自動化すると
データベースが異常終了しないように保護されるので、停止を自動化することをお薦めしま
す。

dbstart および dbshut スクリプトは $ORACLE_HOME/binディレクトリにあり、データ
ベースの起動および停止を自動化する場合に使用します。

dbstart および dbshut スクリプトは、oratab ファイルの同一エントリを参照します。そ
のため、このスクリプトは同一のデータベース・セットに適用されるようにする必要があり
ます。たとえば、dbstart を使用して sid1 、sid2 および sid3 データベースを自動的に
起動し、dbshut を使用して sid1 、sid2 のみを停止することはできません。ただし、
dbstart をまったく使用せずに、dbshut でデータベース・セットを停止するようには指定
できます。そのように指定するには、停止ファイルに dbshut エントリを追加し、システム
起動ファイルから dbstart エントリを削除してください。

参照参照参照参照 : システムの起動および停止の手順の詳細は、ご使用のプラット
フォーム固有のドキュメントを参照してください。
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rootユーザーで行うタスク
DG/UX Intel でのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化する

DG/UX Intel でのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化する
システム起動時に dbstart スクリプトが呼び出されるように設定します。

1. /etc/oratab ファイルにある、起動するすべてのデータベースのエントリを検索しま
す。そのエントリは、最初のフィールドにある sidで識別できます。最後のフィールド
を Yに変更します。oratab ファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示さ
れます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、YまたはNは、dbstart および dbshut スクリプトを実行するかどうかを
示します。

2. 起動ファイルの最後に次の 1行を追加します（必ず dbstart ユーティリティのフルパ
スを指定します）。

su - oracle_owner -c $ORACLE_HOME/bin/dbstart &

DG/UX Intel でのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化する
dbshut スクリプトを実行します。

1. 実行できない場合は、dbstart の手順 1の指示に従って /etc/oratab ファイルを編
集します。

2. 停止ファイルの最後に次の 1行を追加します（必ず dbshut ユーティリティのフルパス
を指定します）。

su - oracle_owner -c $ORACLE_HOME/bin/dbshut &
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NCR MP-RAS でのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化する
システム起動時に dbstart および dbshut スクリプトを実行する手順は、次のとおりです。

1. /var/opt/oracle/oratab ファイルを編集します。

oratab ファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示されます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、YまたはNは、dbstart および dbshut スクリプトを使用してデータベー
スを起動および停止するかどうかを示します。

2. 起動するすべてのデータベースのエントリを検索します。これらのエントリは、先頭
フィールドの sidで識別されます。それぞれの最後のフィールドを Yに変更します。

3. /etc/init.d ディレクトリに、dbora という名前のファイルを作成します（まだ存在
していない場合）。

4. このファイルの終わりに次のように入力します（まだ入力していない場合）。必ず、
dbstart ユーティリティのフルパスを指定してください。

# Set ORA_HOME to be equivalent to the ORACLE_HOME
# from which you wish to execute dbstart and
# dbshut
# set ORA_OWNER to the user id of the owner of the
# Oracle database in ORA_HOME
ORA_HOME=/u01/app/oracle/product/8.0.6
ORA_OWNER=oracle
if [! -f $ORA_HOME/bin/dbstart -o ! -d $ORA_HOME]
then
echo "Oracle startup: cannot start"
exit
fi
case "$1" in
’start’)
# Start the Oracle databases:
su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbstart &
;;
’stop’)
# Stop the Oracle databases:
su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbshut &
;;
esac

5. 次のように入力して、dbora をリンクします。

# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc0.d/K10dbora
# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc2.d/S99dbora
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SCO UnixWare でのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化する
システム起動時に dbstart および dbshut スクリプトを実行する手順は、次のとおりです。

1. /var/opt/oracle/oratab ファイルを編集します。

oratab ファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示されます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、YまたはNは、dbstart および dbshut スクリプトを使用してデータベー
スを起動および停止するかどうかを示します。

2. 起動するすべてのデータベースのエントリを検索します。これらのエントリは、先頭
フィールドの sidで識別されます。それぞれの最後のフィールドを Yに変更します。

3. /etc/init.d ディレクトリに、dbora という名前のファイルを作成します（まだ存在
していない場合）。

4. このファイルの終わりに次のように入力します（まだ入力していない場合）。必ず、
dbstart ユーティリティのフルパスを指定してください。

# Set ORA_HOME to be equivalent to the ORACLE_HOME
# from which you want to execute dbstart
# dbshut
# set ORA_OWNER to the user id of the owner of the
# Oracle database in ORA_HOME
ORA_HOME=/u01/app/oracle/product/8.0.6
ORA_OWNER=oracle
if [! -f $ORA_HOME/bin/dbstart -o ! -d $ORA_HOME]
then
echo “Oracle startup: cannot start”
exit
fi
case “$1” in
‘start’)
# Start the Oracle databases:
su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbstart &
;;
‘stop’)
# Stop the Oracle databases:
su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbshut &
;;
esac

5. 次のように入力して、dbora をリンクします。

# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc0.d/K10dbora
# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc2.d/S99dbora
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Solaris Intel でのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化するでのデータベースの起動および停止を自動化する
dbstart および dbshut スクリプトは $ORACLE_HOME/binディレクトリにあり、データ
ベースの自動起動と自動停止を正常に行います。これらのスクリプトを適切なシステムに呼
び出すことで、起動および停止ファイルはデータベースの起動および停止を自動化します。

データベースの起動および停止を自動化するために、dbstart および dbshut スクリプト
に同一のデータベース・セットを適用します。これは、それらのスクリプトが
/var/opt/oracle/oratab ファイルにある同一のエントリ・セットを参照するからです。
たとえば、dbstart を使用して sid1 、sid2 および sid3 データベースを自動的に起動し、
dbshut を使用して sid1 、sid2 のみを停止することはできません。

dbstart をまったく使用せずに、dbshut でデータベース・セットを停止するように指定で
きます。この設定を行うには、システムの停止ファイルに dbshut エントリを追加し、起動
ファイルから dbstart エントリを削除します。システムを起動するたびにデータベースを
自動的に起動したくない場合に、この方法を使用します。

dbstart は、起動プロシージャの最後に記述します。それによって、他の起動プロシージャ
（ファイル・システムのマウントなど）は、データベースの起動前に実行されます。

dbshut は、停止プロシージャの最初に記述します。それによって、他の停止プロシージャ
（ファイル・システムのアンマウントなど）は、データベースの停止後に実行されます。

/etc/rc0.d およびおよびおよびおよび /etc/rc2.d を設定するを設定するを設定するを設定する
/etc/rc2.d ディレクトリに dbstart コマンド・ファイル、/etc/rc0.d ディレクトリに
dbshut コマンド・ファイルを置きます。/etc/rc0.d ディレクトリは、通常のシステム停
止処理中に実行したファイルに対して使用します。

ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則
/etc/rc2.d および /etc/rc0.d に置くファイルの名前は、JIS規格に従って付けます。

■ 先頭文字が Kで、その後に 2桁の数字が続くファイルは、停止プロシージャに予約され
ている。

■ 先頭文字が Sで、その後に 2桁の数字が続くファイルは、起動プロシージャに予約され
ている。

たとえば、dbstart コマンド・ファイルには S99dbstart のような名前を割り当てます。
これは、データベースを起動するスクリプトであるからです。また、データベースを停止す
るスクリプトの dbshut ファイルには、K99dbshut のような名前を割り当てます。
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2桁の数字の順序は、ファイルが実行される順序を示します。ファイルに連続した番号を付
けるのは、適切な順序でファイルを確実に起動させるためです。また、大文字のファイル名
は、小文字のファイル名より先に起動されます。この規則に基づいてファイルが順序付けら
れた例を次に示します。

S05MOUNTFSYS
S10RMTMPFILES
S20bootflags
S30autoconfig
S40addswap
S50TCP
S50netservers
S80lp
S90rpc

接頭辞に S50が付いた 2つのファイルがありますが、これらは異なるファイルです。このよ
うな名前を付けることによって、この 2つのファイルはほぼ同じ時間に起動されます。ただ
し、netservers は TCPプロセスの後に起動します。netservers プロセスは TCPプロセ
スが起動されていないと実行できません。

Solaris Intel でのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化するでのデータベースの起動を自動化する
オペレーティング・システムには、システムの実行レベルに応じた起動および停止ディレク
トリがいくつかあります（/etc/rc0.d 、/etc/rc2.d など）。dbstart スクリプトは、
データベースの起動を自動的に実行するように設定できます。このスクリプトは、Solaris 
Intelの起動プロシージャの一部としてのみ実行します。

システムの実行レベルを判断してから、次の 4つの手順を実行します。

dbstart の自動実行を設定するためには、次の手順に従います。

1. /var/opt/oracle/oratab ファイルを編集します。
oratab ファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示されます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、YまたはNは、dbstart および dbshut スクリプトを実行するかどうかを
示します。
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2. 起動および停止するすべてのデータベースのエントリを検索します。そのエントリは、
最初のフィールドにある sidで識別できます。最後のフィールドを Yに変更します。

3. システムの実行レベル（シングル・ユーザーまたはマルチ・ユーザー）を判断します。
手順 4の例では、実行レベル 2（マルチ・ユーザーの実行レベル）を使用します。

4. /etc/rc2.d コマンド・ファイルの最後に次の 1行を追加します。この行は、
dbstart ユーティリティのフルパスを指定します。

su oracle  -c /home/oracle/bin/dbstart &

"S"で始まる名前のファイルに、この 1行を追加します。

5. そのファイルを /etc/rc2.d ディレクトリに置きます。oracle ソフトウェア所有者
で、このファイルに読込みおよび実行権限を与えます。

Solaris Intel でのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化するでのデータベースの停止を自動化する

dbshut の自動実行を設定するためには、次の手順に従います。

1. 「Solaris Intelでのデータベースの起動を自動化する」の手順 1の指示に従って、
/var/opt/oracle/oratab ファイルを編集します。

2. 停止ファイルに次の行を追加します。この行は、dbshut ユーティリティのフルパスを
指定します。

su oracle  -c /home/oracle/bin/dbshut &
sleep 10

"K"で始まる名前のファイルに、この行を追加します。そのファイルは、/etc/rc0.d
ディレクトリに置きます。

3. oracle ソフトウェア所有者で、このファイルに読込みおよび実行権限を与えます。

注意注意注意注意 : この項では、停止ファイルは /etc/rc0.d ファイルのことです。

参照参照参照参照 : 実行レベルの詳細は、ご使用のシステムの管理者リファレンスの
init コマンドを参照してください。システムに適切なファイルを選択す
るには、同じマニュアルの rc コマンドを参照してください。
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oracleユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
oracle アカウントでログインして、次のタスクを行います。

❏ UNIXアカウント起動ファイルを更新する

❏ 必要な Oracleパッチを適用する

❏ 初期化パラメータを設定する

◗◗ UNIXアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新する
oracle アカウントおよび oracle ユーザーの UNIXアカウントの起動ファイルを更新しま
す。

環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定
Oracle8 Serverをインストールする前に、oracle アカウントの起動ファイルに
LD_LIBRARY_PATH、ORACLE_BASE、ORACLE_HOMEおよび ORACLE_SIDを定義し
ます（定義していない場合）。これらの環境変数は、Installerセッション時に入力した値を
設定します。表 4-2に、Installerのデフォルト値（すでに変更されている場合もある）を示
します。

oraenv（（（（coraenv）スクリプトの初期設定）スクリプトの初期設定）スクリプトの初期設定）スクリプトの初期設定
次の指示に従って、単一インスタンスまたは複数インスタンスを適切に構成します。

表表表表 4-2  環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

環境変数環境変数環境変数環境変数 デフォルト設定デフォルト設定デフォルト設定デフォルト設定

LD_LIBRARY_PATH LD_LIBRARY_PATHには、デフォルト設定はありません。詳細
は、第 2章「環境設定」を参照してください。

ORACLE_BASE software_mount_point /app/oracle

ORACLE_HOME $ORACLE_BASE/product/8.0.6

ORACLE_SID ORACLE_SIDには、デフォルト設定はありません。入力した値を
覚えていない場合は、$ORACLE_HOME/orainst/usrdfl.log
ファイルのリストから検索できます。

PATH PATHには、デフォルト設定はありません。必ず新しい
$ORACLE_HOME/binディレクトリを含めてください。その他の要
件の詳細は、第 2章「環境設定」を参照してください。
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単一インスタンスのマシン　単一インスタンスのマシン　単一インスタンスのマシン　単一インスタンスのマシン　単一インスタンスのマシンでは、oraenv （coraenv ）ファイ
ルを初期化するために、oracle アカウントの .profile または .login ファイルの最後に
次の記述を含めます。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

ORAENV_ASK=NO
.  /opt/bin/oraenv

Cシェルの場合は、次のように入力します。

set ORAENV_ASK = NO
source /opt/bin/coraenv
unset ORAENV_ASK

複数インスタンスのマシン　複数インスタンスのマシン　複数インスタンスのマシン　複数インスタンスのマシン　複数インスタンスのマシンでは、oraenv （coraenv ）ファイ
ルを初期化するために oracle アカウントの起動ファイルの最後にインスタンス名およびコ
マンドのリストを含めます。Installerセッションの前に定義した ORACLE_SID値が、デ
フォルトのインスタンス名になります。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

SIDLIST=`awk -F:’/̂ [̂ #]/{printf "%s",$1}’/var/opt/oracle/oratab̀
echo "SIDs on this machine are $SIDLIST"
ORAENV_ASK=
. /opt/bin/oraenv

Cシェルの場合は、次のように入力します。

set sidlist=`awk -F:’/̂ [̂ #]/{printf"%s",$1}’/var/opt/oracle/oratab`
echo "SIDs on this machine are $sidlist"
unset ORAENV_ASK sidlist
source /opt/bin/coraenv 

注意注意注意注意 : oratab のディレクトリ・パスはプラットフォームに固有のもので
す。ディレクトリ・パスは次のとおりです。

DG/UX Intelの場合 : /etc/oratab

NCR MP-RASの場合 : /var/opt/oracle/oratab

SCO UnixWareの場合 : /var/opt/oracle/oratab

Solaris Intelの場合 : /var/opt/oracle/oratab
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他の他の他の他の oracleユーザー起動ファイルを更新するユーザー起動ファイルを更新するユーザー起動ファイルを更新するユーザー起動ファイルを更新する
すべての Oracleユーザーに対して同一の環境を作成するため、次のように各ユーザー起動
ファイルを更新します。

■ PATH文に /usr/bin および $ORACLE_HOME/binを指定します。

■ 起動ファイルの最後に次の行を入力します。
. /usr/bin/oraenv
（Cシェル・ユーザーの場合は、source  /usr/bin/coraenv ）

■ ORACLE_BASEおよび ORACLE_HOMEを設定します。

◗◗ 必要な必要な必要な必要な Oracle パッチを適用するパッチを適用するパッチを適用するパッチを適用する
このマニュアルが添付されている Oracle8 Serverリリースには、Serverまたはその他の製品
に適用する必要のあるソフトウェア・パッチが提供されている場合があります。パッチが提
供されている場合は、パッチのリリース・ノートの指示に従って適用します。

◗◗ 初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する
Oracle初期化パラメータは、Oracle8 Serverインスタンスおよび Oracleデータベースへの接
続の特性を定義します。初期化パラメータは、構成パラメータとチューニング・パラメータ
に分けることができます。

構成パラメータは、データベースとそのデータベースが構築されている環境の関係を定義す
るもので、config db_name.ora ファイルに指定されます。チューニング・パラメータは、
Oracle8 Serverインスタンスのさまざまな特性を定義するもので、init sid .ora ファイル
に指定されます。

参照参照参照参照 : 初期化パラメータのデフォルト値については、『Oracle8 for Intel 
UNIX（DG/UX Intel，NCR MP-RAS，SCO UnixWare，Solaris Intel）管
理者リファレンス』を参照してください。また、すべての Oracle初期化
パラメータについては、『Oracle8 Serverリファレンス・マニュアル』を参
照してください。
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デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの initsid.oraファイルをアクティブにするファイルをアクティブにするファイルをアクティブにするファイルをアクティブにする
Installerは、init sid _0.ora ファイルを作成します。このファイルは、ロールバック・セ
グメントの情報が含まれていない点を除けば、配布内のデフォルトの init sid .ora ファイ
ルと同一です。ロールバック・セグメントはアクティブでオンライン状態になっています
が、init sid _0.ora ファイルのリストには記載されていません。init sid _0.ora ファイ
ルは、インスタンスを停止するまでアクティブになっています。次回インスタンスを起動す
る際には、デフォルトの init sid .ora ファイルがアクティブになります。

デフォルトの init sid .ora ファイルは、配布から $ORACLE_BASE/admin/ sid /pfile
ディレクトリにコピーされています。そのファイルには、大、中、小規模のデータベースの
設定が含まれていますが、大、中規模のデータベースの設定はコメント化されています。サ
イズの設定には相互関係がありますが、データベースの実際のサイズを示しているものでは
ありません。

initsid.oraパラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更
init sid .ora （init sid _0.ora ではなく）の初期化パラメータは、UNIXテキスト・エ
ディタで変更できます。変更した init sid .ora ファイルは、データベースを停止して再起
動するとアクティブになります。

パラメータ・ファイルの ORACLE_HOMEには、疑問符（?）などの記号文字を使用しない
でください。
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個々の個々の個々の個々の Oracle製品のインストレーション後のタスク製品のインストレーション後のタスク製品のインストレーション後のタスク製品のインストレーション後のタスク
この項では、次の製品のインストレーション後のタスクを説明します。

■ Oracle ConText Cartridgeのインストレーション後のタスク

■ Oracle8 Time Series Cartridgeのインストレーション後のタスク

■ Oracle8 Serverのインストレーション後のタスク

■ Oracle Parallel Serverオプションのインストレーション後のタスク

■ JDBCのインストレーション後のタスク

■ Pro*COBOLプリコンパイラのインストレーション後のタスク

■ Pro*C/C++プリコンパイラのインストレーション後のタスク

■ Pro*FORTRANプリコンパイラのインストレーション後のタスク

■ Oracle Net8のインストレーション後のタスク

■ Oracle Names Serverのインストレーション後のタスク（オプション）

■ Oracle Protocol Adapterのインストレーション後のタスク

■ Oracle Intelligent Agentのインストレーション後のタスク

■ Oracle Security Server（OSS）のインストレーション後のタスク

インストレーションの必要に応じて、製品固有のタスクを行ってください。

Oracleインストレーションを構成する前にオンライン・ドキュメントを表示する場合は、
4-29 ページを参照してください。このマニュアルで説明している構成タスクを完了するため
に、製品ドキュメントを読む必要はありません。ただし、高度なチューニングを実行する場
合は、製品ドキュメントの情報が必要になります。
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◗◗ Oracle ConText Cartridge のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク
Oracle ConText Cartridgeには、かなりのデータベース領域が必要です。ConText Cartridge
をインストールする場合は、次の領域要件に従ってください。

ConText Cartridgeをインストールおよび構成する手順は、次のとおりです。

1. ConText Cartridgeのデフォルトおよびテンポラリ表領域として使用できる表領域があ
ることを確認します。SYSTEM表領域に、ConTextデータ・ディクショナリは置かない
でください。ConText Cartridge用の表領域がない場合は、作成してから次の手順に進
んでください。

2. データベースが実行中で、SQL*Plusがインストールされていることを確認します。

3. Installerを起動して、「Install New Product - Create DB Objects」オプションを選択しま
す。　

4. 「Software Asset Manager」画面から「Oracle ConText Cartridge」のみを選択し、
「Install」ボタンを選択します。

5. ConText Cartridgeのインストール中に表示される各プロンプトに応答します。

6. Installerセッションが終了したら、init sid .ora ファイルを次のように変更します。

■ TEXT_ENABLEパラメータを TRUEに設定します。

■ SHARED_POOL_SIZEパラメータを 9000000バイト以上に設定します。

◗◗ Oracle8 Time Series Cartridge のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク
これらのタスクは、「Create Database Objects」オプションを選択した際に、Installerによっ
て行われます。

表表表表 4-3  Oracle ConText Cartridge の領域要件の領域要件の領域要件の領域要件

項目項目項目項目 サイズサイズサイズサイズ

ConText Data Dictionary1  5MB

ConText Demonstration Tables2 ごく小さい

1 ConText Cartridgeに必須
2 ConText Cartridgeでは任意指定

参照参照参照参照 : 表領域の作成の詳細は、『Oracle8 Server SQLリファレンス』を参
照してください。
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UTLREFパッケージのインストール（パッケージのインストール（パッケージのインストール（パッケージのインストール（Oracle8 Time Series Cartridgeに必要）に必要）に必要）に必要）
1. DBAで、次のように入力します。

SVRMGR> @ORACLE_HOME/rdbms/admin/utlrefld.sql

2. 必要な場合は、ORDSYSアカウントを作成します。DBAで、次のように入力します。

SVRMGR> create user ORDSYS identified by <ORDSYS password>;

3. ORDSYSアカウント用の権限を設定します。DBAで、次のように入力します。

SVRMGR> grant connect,resource,create library to ORDSYS;

4. 次のように入力して、Time Series Cartridgeのタイプおよびストアド・プロシージャを
インストールします。

SVRMGR> connect ORDSYS/<ORDSYS password>
SVRMGR> @ORACLE_HOME/ord/ts/admin/ordtinst.sql

すべての Time Seriesのタイプおよびパッケージの実行権限は、PUBLICに与えられます。

◗◗ Oracle8 Server のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク

Recovery Manager
Recovery Managerは、Oracle8 Serverの一部としてインストールされる、自動リカバリ・
ユーティリティです。このユーティリティは、別の Oracle8データベースのリカバリ・カタ
ログに、情報を格納します。優れた耐障害性を提供するために、もう 1つの Oracle8 Server
を別のマシンにインストールしてください。

リカバリ・カタログを作成する場合は、次の手順に従ってください。

1. Oracle8 Serverをインストールしたマシンとは別のマシンにもう 1つの Oracle8 Server
をインストールし、リカバリ・カタログのデータベースを作成します。

カスタム・スクリプトを書き込まずにデータベースを作成する場合は、Installerでデ
フォルトのデータベースを作成します。このデフォルトのデータベースは、リカバリ・
カタログに適しています。

2. リカバリ・カタログ・データベースに、Recovery Managerユーザーになるユーザーを
作成します。

注意注意注意注意 : もう 1つの Oracle8 Serverをインストールおよび管理できない場
合は、Recovery Managerをリカバリ・カタログなしの制限モードでも使
用できます。
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3. Recovery Managerユーザーで、$ORACLE_HOME/rdbms/admin ディレクトリの
catrman.sql スクリプトを実行します。Server Managerのライン・モード（SQL*Plus
ではなく）を使用して、スクリプトを実行します。

マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
MTSで構成するサーバーでは、初期化パラメータ SHARED_POOL_SIZEの設定を大きくす
る必要があります。Installerセッション中にMTSを指定した場合は、init sid .ora ファイ
ルの SHARED_POOL_SIZEの設定を大きくしてください。通常、予想される同時ユーザー
ごとに 1KBずつ追加する必要があります。

◗◗ Oracle Parallel Server オプションのインストレーション後のタスクオプションのインストレーション後のタスクオプションのインストレーション後のタスクオプションのインストレーション後のタスク

root.shスクリプトのリモート・ノード上での実行スクリプトのリモート・ノード上での実行スクリプトのリモート・ノード上での実行スクリプトのリモート・ノード上での実行
Installerは、クラスタ内の各ノード上に同じインストレーションを実行しますが、root.sh
スクリプトは各ノード上で個別に実行する必要があります。

Oracle Group Membership Services（（（（OGMS）トレース・ファイル）トレース・ファイル）トレース・ファイル）トレース・ファイル
通常、OGMSデーモンは、/tmp/.ogms ディレクトリにトレース・ファイルを作成します。
このディレクトリのファイルは診断に使用するファイルで、OGMSがアクティブである間は
削除しないでください。

インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動
Installerは共有モードでデータベースを起動できますが、インストール中に起動されるイン
スタンスは 1つのみです。インストレーション終了後に、Server Managerを使用して他の
Oracleインスタンスを起動する必要があります。

1. マシンを再起動する際にリスナーを自動的に起動するには、root ユーザーでログイン
し、システム起動ファイルに次の行を追加します。

su - oracle  -c "opsd log=/tmp/opsd.log"

注意注意注意注意 : データベースを起動する前に、リスナーを起動する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : DG/UX Intelでは、node_list パラメータが OPS構成ファイル
に必須です。また、ノード番号は DG/UXクラスタ・データベースのノー
ド番号と一致していなければなりません。詳細は、『Oracle Parallel Server 
Management for UNIX構成ガイド』を参照してください。
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前述のエントリはオプションです。デフォルトは次のとおりです。

/tmp/opsdlog

Intel UNIXの場合、起動ファイルは /etc/init.d/dbora です。

2. 次のように入力して、クラスタ内のすべてのノードのノード番号を決めます。

$ORACLE_HOME/opsm/utl/getnodelist -a"

3. OPS構成ファイルおよび opsname.conf を作成し、各ノード上にインストールします。
このファイルには、OPSインスタンスの構成および関連サービスを表示するパラメータ
が記述されています。

◗◗ JDBC のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク
1. 次のように入力して、JDKリリース・レベルに応じて環境変数 CLASSPATHを更新しま
す。

$ORACLE_HOME/jdbc/lib/classes111.zip （または、classes102.zip ）

2. LD_LIBRARY_PATHに、次の行を追加します。

$ORACLE_HOME/jdbc/lib

◗◗ Pro*COBOL プリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスク
1. COBOLコンパイラの実行ファイルが、PATHに設定されているディレクトリにあるこ

とを確認します。

2. $COBLIBが LD_LIBRARY_PATHにあることを確認します。

3. 環境変数 COBDIRを、COBOLコンパイラがインストールされているディレクトリに設
定します。

◗◗ Pro*C/C++ プリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスク
Cコンパイラの実行ファイルが、PATHに設定されているディレクトリにあることを確認し
ます。

$ORACLE_HOME/precomp/admin にある構成ファイル ottcfg.cfg  および pcscfg.cfg  
は、Pro*Cを使用する前に環境に合わせてカスタマイズする必要があります。テキスト・エ
ディタを使用して、これらのファイルの出荷時の内容を削除し、環境に合わせてカスタマイ
ズします。
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◗◗ Pro*FORTRAN プリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスクプリコンパイラのインストレーション後のタスク
FORTRANコンパイラの実行ファイルが、PATHに設定されているディレクトリにあること
を確認します。

◗◗ Oracle Net8 のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク
Oracleネットワークの構成の詳細は、『Oracle Net8管理者ガイド』を参照してください。た
だし、Net8の新機能を調べる前に最低限のネットワークを構成する場合は、次の手順に
従ってください。

1. Installerは、$ORACLE_HOME/network/admin/ ディレクトリにサーバー用の基本的な
listener.ora ファイルを作成します。このファイルは、ポート番号 1521の TCP/IPリ
スナーを指定します。次のように入力して、リスナーの状態を確認します。

$ lsnrctl status

リスナーが実行中の場合は、lsnrctl status コマンドによって次のように出力され
ます。

Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=PNPKEY))
STATUS of the LISTENER

------------------------

Alias                   listener

Version                 TNSLSNR for Intel UNIX: Version 8.0.6.0.0-
Production

...

リスナーが停止している場合は、次のように入力して、リスナーを起動します。

$ lsnrctl start listener

2. /etc/services ファイルに次のように入力して、Net8リスナーのポートを予約しま
す。

listener 1521/tcp             #Oracle Net8 listener

3. Net8 Assistantを使用して、クライアント・マシン用に tnsnames.ora ファイルを作
成します。

注意注意注意注意 : NCR MP-RASの場合、Net8 Assistantは、今回のリリースでサ
ポートされていません。クライアント・マシンに対して tnsnames.ora
ファイルを手動で作成するには、『Oracle Net8管理者ガイド』を参照して
ください。
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Net8 Assistant（$ORACLE_HOME/bin/net8asst.sh ）には、DG/UX Intelでは Java 
1.1.7、SCO UnixWareでは JRE 1.1.7、Solaris Intelでは Java 1.1.7が必要です。Net8 
Assistantを使用するには、システムに Javaをインストールする必要があります。

Net8 Assistantを使用するために、DG/UX Intelでは環境変数 JAVA_HOME、
LD_LIBRARY_PATHおよび CLASSPATHを正しく設定しなければなりません。SCO 
UnixWareおよび Solaris Intelでは、設定が必要なのは JAVA_HOMEのみです。

次に、DG/UX Intelの場合の設定例を示します。

JDKを /usr/opt/jdk にインストールした場合は、次のように入力して、ksh で環境
変数を設定します。

export JAVA_HOME=/usr/opt/jdk
export LD_LIBRARY_PATH=$JAVA_HOME/lib/dgux_x86/native_threads
export CLASSPATH=$JAVA_HOME/lib/classes.zip:$JAVA_HOME/lib/rt.jar

 次に SCO UnixWareの場合の設定例を示します。

JDKを /usr/java にインストールした場合は、次のように入力して、ksh で環境変数を
設定します。

export JAVA_HOME=/usr/java
export THREADS_FLAG=native

次に、Solaris Intelの場合の設定例を示します。

JDKを /usr/java にインストールした場合は、次のように入力して、ksh で環境変数
を設定します。

export JAVA_HOME=/usr/java

Net8 Assistantは、$ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。

$ cd $ORACLE_HOME/bin
$ net8asst.sh

図 4-1に、Net8 Assistantを示します。tnsnames.ora ファイルを作成するには、
「Service Names」アイコンおよび「Create」ボタン（ツール・バーのプラス符号）を選
択します。
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図図図図 4-1  「「「「Net8 Assistant 」および「」および「」および「」および「Oracle Service Names Wizard 」画面」画面」画面」画面

4. tnsnames.ora ファイルを作成した後、クライアント・マシンの
$ORACLE_HOME/network/admin ディレクトリにそのファイルをコピーします。

5. SQL*Plusをクライアント・マシンにインストールし、Oracle8 Serverへの接続をテスト
します。

$ sqlplus username/password@service_name

この時点で、TCP/IPを介したネットワーク接続を確立できました。さらに高度なネッ
トワーク構成の詳細は、『Oracle Net8管理者ガイド』を参照してください。
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◗◗ Oracle Names Server のインストレーション後のタスク（オプション）のインストレーション後のタスク（オプション）のインストレーション後のタスク（オプション）のインストレーション後のタスク（オプション）
Oracle Names Serverは、Oracle Net8で自動的にインストールされます。ネットワークを構
成して Oracle Names Serverを使用する場合は、次の手順に従ってください。

1. Net8 Assistantを使用して、Oracle Names構成ファイル sqlnet.ora および
names.ora を作成します。

2. 既存の Names Serverを使用する場合は、すべてのネットワーク・ノードの
/etc/hosts ファイルに別名が正しく指定されていることを確認してください。

3. マシンをサーバーとして使用している場合は、次のように入力して、Names Serverプ
ロセスを起動します。

$ namesctl startup

4. 次のように入力して、Names Serverプロセスを確認します。

$ namesctl status

◗◗ Oracle Protocol Adapter のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク

すべてのプロトコル・アダプタすべてのプロトコル・アダプタすべてのプロトコル・アダプタすべてのプロトコル・アダプタ
Oracle Protocol Adapterをインストールした後、次のタスクを行います。

1. ネットワークに必要な構成ファイルを作成およびインストールしたことを確認します。

2. マシンを再起動する際にリスナーを自動的に起動するには、root ユーザーでログイン
し、システム起動ファイルに次の行を追加します。

su - oracle  -c "lsnrctl start"
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Intel UNIXの場合、起動ファイルは /etc/init.d/dbora です。

3. クライアント /サーバー構成の場合は、クライアント側の環境変数 TWO_TASKをサー
バーを指すように設定します。クライアント・マシンの環境変数 TWO_TASKをサー
バーのサービス名に設定してください（tnsnames.ora ファイルで設定できます）。

4. 次のように入力して、リスナー・プロセスを起動します。

$ lsnrctl start

5. 次のように入力して、リスナー・プロセスを確認します。

$ lsnrctl status

6. oracle アカウントで Server Managerを起動し、次のように入力して、ループバック
との接続をテストします。

$ svrmgrl
SVRMGR> CONNECT username/password@service_name

次のように入力して、SQL*Plusからの接続をテストします。

$ sqlplus username/password@service_name

SPX/IPX（（（（DG/UX Intel、、、、SCO UnixWareおよびおよびおよびおよび Solaris Intelの場合）の場合）の場合）の場合）
1. Net8リスナーを起動する前に、次のように入力して、ntisbsdm 実行ファイルを起動

します。

$ ntspxctl startup

注意注意注意注意 : oracle アカウントの .profile または .login ファイルに環境
変数 TNS_ADMINが設定されていなくて、listener.ora が次のような
各プラットフォームのデフォルト位置のいずれかにない場合、この操作は
できません。

DG/UX Intelの場合 : $ORACLE_HOME/network/admin

NCR MP-RASの場合 : /var/opt/oracle または
$ORACLE_HOME/network/admin

SCO UnixWareの場合 : /var/opt/oracle または
$ORACLE_HOME/network/admin

Solaris Intelの場合 : /var/opt/oracle または
$ORACLE_HOME/network/admin
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2. ntisbsdm 実行ファイルが正しく起動することを確認します。

$ ntspxctl

ntspxctl> status

出力結果は次のように表示されます。

ntisbsdm started at Tue Jul 21 10:01:39 1998

◗◗ Oracle Intelligent Agent のインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスクのインストレーション後のタスク

Oracle Intelligent Agentは、シンプル・ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用しま
す。Intelligent Agentを起動する前に、Oracle SNMPサポートを構成してください。次のタ
スクで使用するすべての構成ファイルは、$ORACLE_HOME/network/snmp/peer ディレク
トリにあります。

マスター・エージェントの構成マスター・エージェントの構成マスター・エージェントの構成マスター・エージェントの構成
CONFIG.master ファイルで、次のタスクを実行します。

1. 「MANAGER」で始まる行を検索します。

注意注意注意注意 : SPX/IPX Adapterのインストレーションは、oracle、svrmgr1、
sqlplusおよび他の多くのバイナリを再リンクしません。再リンクするの
は、Oracle Net8のバイナリのみです。Oracle8 Serverを ORACLE_HOME
にインストールした場合は、Installerを使用するか、または次のように入
力して手動で Oracle8 Serverのバイナリを再リンクします。

$ cd $ORACLE_HOME/rdbms/lib
$ make -f ins_rdbms.mk install

Oracle8のバイナリを再リンクする前に、Oracleデータベース・インスタ
ンスが実行されていないことを確認してください。

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentのインストレーション後のタスクは、
NCR MP-RASおよび Solaris Intelには適用できません。これらのプラット
フォームでは、SNMPがサポートされていないからです。次の手順は、
DG/UX Intelの場合にのみ実行します。
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2. 130.35.10.210 というコードの ipaddr フィールドを、SNMPトラップ・メッセージ
を送りたいマシンの IPアドレスまたはホスト名に変更します。

この構成ファイルに他の変更を加えることができます。その詳細は、構成ファイルに記述さ
れています。

カプセル化プログラムの構成カプセル化プログラムの構成カプセル化プログラムの構成カプセル化プログラムの構成
1. 次の行を snmpd.conf ファイルに追加します。

trap hostname_or_IP_address

この場合、hostname_or_IP_addressは、ローカル・マシンの IPアドレスを表します。

2. CONFIG.encap ファイルで、ポート番号を任意に変更できます。ポート番号は、デ
フォルトでは 1161に設定されています。ポート番号を変更する場合、start_peer ス
クリプトの NEW_SNMPD_PORTのポート番号も変更する必要があります。

NEW_SNMPD_PORTは、snmpdエージェント（ネイティブの Intel UNIX SNMPエー
ジェント）がリスニングするポートです。このポートが、CONFIG.encap ファイルに
指定されているポートと同一であることを確認します。NEW_TRAPD_PORTは、
snmpdエージェントがトラップを送る PEERカプセル化プログラム・ポートです。

start_peer スクリプトのNEW_SNMPD_PORTおよびNEW_TRAPD_PORTのポート番
号は、異なっている必要があります。NEW_TRAPD_PORTポート番号も変更できます。

start_peerスクリプトの検証スクリプトの検証スクリプトの検証スクリプトの検証
start_peer スクリプトには、次のような行が含まれています。

SNMPD = snmpd_executable_path

システムの snmpd実行ファイルが start_peer スクリプトに指定されている位置にない場
合は、snmpd_executable_pathを編集して、snmpd実行ファイルの正しい位置を指定します。

SNMPコンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
次の手順に従って、SNMPコンポーネントを起動します。

1. 次のように入力して、SNMPコンポーネント（master_peer 、encap_peer および
snmpd）が停止していることを確認します。

$ ps -aef | grep peer
$ ps -aef | grep snmp
Oracle8システムの構成 4-27



個々の Oracle製品のインストレーション後のタスク
前述のいずれかのコンポーネントが実行されている場合は、root ユーザーでログイン
し、kill コマンドでこれらのプロセスを終了してから次の手順に進みます。

2. root ユーザーで次のように入力して、start_peer スクリプトを実行し、PEERマス
ター・エージェント、PEERカプセル化プログラムおよびネイティブの Intel UNIX 
SNMPエージェントを起動します。

# cd $ORACLE_HOME/network/snmp/peer
# ./start_peer -a

3. 次のように入力して、SNMPコンポーネントが実行されていることを確認します。

# ps -aef | grep peer

# ps -aef | grep snmp

データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動
データベース・サブエージェント（Oracle Intelligent Agent）の構成および起動の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

◗◗ Oracle Security Server （（（（OSS）のインストレーション後のタスク）のインストレーション後のタスク）のインストレーション後のタスク）のインストレーション後のタスク
OSSのインストール後、起動できない場合は、インストレーション中にエラーがなかったか
どうか、$ORACLE_HOME/orainst/install.log ファイルを確認してください。

OSSを後続の Installerセッションでインストールする場合は、OSSリポジトリを手動で作成
する必要があります。Oracle Net8の READMEファイルの指示に従って作成してください。

警告警告警告警告 : ご使用のシステムにネイティブのご使用のシステムにネイティブのご使用のシステムにネイティブのご使用のシステムにネイティブの Intel UNIX SNMPエージェンエージェンエージェンエージェン
トがない場合は、トがない場合は、トがない場合は、トがない場合は、PEERカプセル化プログラム（カプセル化プログラム（カプセル化プログラム（カプセル化プログラム（PEER Encapsulator）を）を）を）を
使使使使用する用する用する用する必要はありません。マスター・エージェント必要はありません。マスター・エージェント必要はありません。マスター・エージェント必要はありません。マスター・エージェントのみのみのみのみを起動するにを起動するにを起動するにを起動するに
は、は、は、は、start_peer -m を実行してください。を実行してください。を実行してください。を実行してください。
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インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示
ドキュメントは、HTML形式または PDF（Adobe Acrobat）形式でインストールできます。
ドキュメントを表示するには、ドキュメント階層の一番上の index.htm または
index.pdf ファイルをオープンします。Installerは、次の規則に従ってドキュメント・ファ
イルをインストールします。

■ 現在の環境に ORACLE_DOCが定義されている場合、Installerはそこにファイルをイン
ストールします。

■ ORACLE_DOCは定義されていないが、ORACLE_BASEが定義されている場合、
Installerは $ORACLE_BASE/docディレクトリにファイルをインストールします。

■ 現在の環境にORACLE_DOCまたはORACLE_BASEのどちらも定義されていない場合、
Installerは $ORACLE_HOME/docディレクトリにファイルをインストールします。

共通ドキュメントは、ORACLE_DOCディレクトリに直接インストールされます。オペレー
ティング・システム固有のドキュメントは、$ORACLE_DOC/server.806 ディレクトリに
インストールされます。

CD-ROMから直接ドキュメントを表示することもできます。

Oracle Information Navigator
Information Navigatorは、Oracleドキュメント CD-ROMで提供される Javaベースの検索
およびナビゲーション・ユーティリティです。Javaが使用できるブラウザを使用すれば、
index.htm をオープンすると、Information Navigatorが自動的に起動されます。
Information Navigatorは、CD-ROMから参照するか、インストールしたファイルから参照
するかにかかわらず、Oracle製品ドキュメントで使用できます。オペレーティング・システ
ム固有のドキュメントは、オペレーティング・システム固有のドキュメントおよび製品ド
キュメントの両方がインストールされている場合にのみ、Information Navigatorからアクセ
スできます。

参照参照参照参照 : CD-ROMからのドキュメント表示に関する詳細は、『ドキュメン
ト CD-ROMの手引き』を参照してください。
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Text Viewer
今回の Oracle配布では、キャラクタ・モードに 1つ、Motifモードに 1つの合計 2つのブラ
ウザが提供されています。ご使用のシステムに使用可能なブラウザがない場合は、これらの
ブラウザをインストールして使用できます。これらのブラウザは、Javaをサポートしていま
せん。

これらのブラウザをインストールするには、「Software Asset Manager」画面から「Oracle 
Online Text Viewer」を指定して、Installerを実行します。Installerは、Text Viewerを gtr
（Motifモード）および gtrc （キャラクタ・モード）として、$ORACLE_HOME/orainst
ディレクトリに置きます。

ブラウザを起動するには、$ORACLE_HOME/orainst ディレクトリに移動して、次のように
入力します。

$ ./oraview

oraview スクリプトは、環境に適合するブラウザを起動します。
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アップグレードおよび
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アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行

この章では、Intel UNIXで Oracle Serverインストレーションをアップグレードする手順に
ついて説明します。この章は、『Oracle8 Server移行ガイド』と併せて参照してください。そ
のドキュメントでは、新機能、下位リリースとの互換性、およびアプリケーションの移行問
題について説明しています。

■ アップグレード方法の選択

■ アップグレード前のタスク

■ Oracle Serverのアップグレード

■ アップグレード後のタスク
移行 5-1



アップグレード方法の選択
アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択
アップグレードとは、以前のリリースの Oracle Serverから新しいリリースへ移行すること
です。これによって、ソフトウェアは必ずアップグレードされます。アップグレード対象の
Oracle Serverリリースによっては、データベース・オブジェクトのアップグレードとデータ
ベースの移行が必要な場合もあります。ご使用のシステムに必要なその他の手順の詳細は、
図 5-1を参照してください。

定義定義定義定義

ソフトウェアのアップグレードソフトウェアのアップグレードソフトウェアのアップグレードソフトウェアのアップグレード
ソフトウェアをアップグレードすると、以前のリリースの Oracle Serverがインストールさ
れていたシステムに、今回のリリースの Oracle8ソフトウェアがインストールされます。ソ
フトウェアのアップグレードには、製品データベース・オブジェクトのアップグレードが必
要な場合もあれば、必要でない場合もあります。ソフトウェアのアップグレードによって、
データベースに保存されているデータやデータ・ディクショナリが変更されることはありま
せん。

データベース・オブジェクトのアップグレードデータベース・オブジェクトのアップグレードデータベース・オブジェクトのアップグレードデータベース・オブジェクトのアップグレード
Oracle製品の中には、内部用のデータベース・ロール、ビュー、表または索引が使用されて
いる場合があります。そのため、これらのデータベース・オブジェクトは、通常、主要な
アップグレード（たとえば、ビューがもっと多くの情報を提供するように変更された場合）
と同時にアップグレードする必要があります。データベース・オブジェクトをアップグレー
ドする必要があるかどうかを判断するには、5-19ページを参照してください。

データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行
データベースを移行すると、既存のデータベースを異なるリリースの定義に準拠させるた
め、データ・ディクショナリおよびその他の制御構造体が変更されます。Oracle7から
Oracle8のように異なる Oracle Serverバージョン間で移行する場合、移行とともにソフト
ウェアのアップグレードも行われます。Oracle8リリース間では、移行できません。

移行するには、Migration Utilityを使用して既存データベースの構造を変換するか、または
エクスポート /インポートを実行して、あるデータベースから別のデータベースの構造に
データをコピーします。

注意注意注意注意 : パッチ・インストレーション以外の場合は、既存のインストレー
ションとは別の ORACLE_HOMEディレクトリでソフトウェアのアップグ
レードを行うことをお薦めします。
5-2 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



アップグレード方法の選択
図図図図 5-1  適切なアップグレード方法の判断適切なアップグレード方法の判断適切なアップグレード方法の判断適切なアップグレード方法の判断

DB オブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトの

作成作成作成作成 /アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

この章で説明されている手順でソフトウェアをこの章で説明されている手順でソフトウェアをこの章で説明されている手順でソフトウェアをこの章で説明されている手順でソフトウェアを

1.

2.

3.

1. ソフトウェアをインストール 

2. 既存の Oracle Serverは

3. データベースの再編成、

Oracle8 のののの
README 

サポートサポートサポートサポート 

後も既存のデータベースを使用し
ますか ?

どのリリースですか？

オペレーティング・システムの変更

またはデータベース・ブロック・

サイズの変更を行いますか ?

アップグレードします。このチャートを使用してアップグレードします。このチャートを使用してアップグレードします。このチャートを使用してアップグレードします。このチャートを使用して 
必要な手順を判断してください。必要な手順を判断してください。必要な手順を判断してください。必要な手順を判断してください。

移行ツールの利用移行ツールの利用移行ツールの利用移行ツールの利用

バージョンバージョンバージョンバージョン 7

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート /インポートインポートインポートインポート

バージョンバージョンバージョンバージョン 6 バージョンバージョンバージョンバージョン 8

8.0.2

はいはいはいはい

いいえいいえいいえいいえ

いいえいいえいいえいいえ

はいはいはいはい

されていないされていないされていないされていない
ファイルを参照ファイルを参照ファイルを参照ファイルを参照

8.0.1 8.0.3 / 8.0.4 / 8.0.5 

Installer をををを
使用して使用して使用して使用して

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート /インポートインポートインポートインポート

DB オブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトの

作成作成作成作成 /アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

新規にインストールします。新規にインストールします。新規にインストールします。新規にインストールします。
このマニュアルの第このマニュアルの第このマニュアルの第このマニュアルの第 1章～章～章～章～
第第第第 4章を参照してください。章を参照してください。章を参照してください。章を参照してください。
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制限事項およびその他の考慮事項制限事項およびその他の考慮事項制限事項およびその他の考慮事項制限事項およびその他の考慮事項

アップグレードおよびダウングレード・スクリプトの新しいネーミング規則アップグレードおよびダウングレード・スクリプトの新しいネーミング規則アップグレードおよびダウングレード・スクリプトの新しいネーミング規則アップグレードおよびダウングレード・スクリプトの新しいネーミング規則
Oracle8リリース 8.0.6から、アップグレードおよびダウングレード・スクリプトのネーミン
グ規則が新しくなっています。スクリプト名には、CAT*.SQL 形式を使用しません。新しい
ネーミング規則のスクリプトを使用すると、あるリリースから別のリリースへ直接移行する
ことができます。新しい名前は、アップグレード用のスクリプトには U*.SQL 形式、ダウン
グレード用のスクリプトは D*.SQL 形式です。次の 2つの表に、アップグレード用およびダ
ウングレード用の新しいスクリプト名を示します。

Oracle Server バージョンバージョンバージョンバージョン 6からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード
バージョン 6の Oracle Serverから Oracle8 Serverに直接移行することはできません。バー
ジョン 6から Oracle8へ移行する場合は、まず Oracle7リリース 7.1.4以上に移行する必要が
あります。

移行およびブロック・サイズ移行およびブロック・サイズ移行およびブロック・サイズ移行およびブロック・サイズ
Migration Utilityを使用するには、Oracle7 Serverと Oracle8 Serverのデータベース・ブロッ
ク・サイズが同じである必要があります。Oracle7の init sid .ora ファイルに
DB_BLOCK_SIZEパラメータのエントリがある場合は、その設定を変えないでください。
Oracle8 Serverの DB_BLOCK_SIZEを変更する場合は、エクスポート /インポートを行う必
要があります。

表表表表 5-1  アップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプト

8.0.6へアップグレードする対象へアップグレードする対象へアップグレードする対象へアップグレードする対象 実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト

8.0.2 U0800020.SQL

8.0.3 U0800030.SQL

8.0.4 U0800040.SQL

8.0.5 U0800050.SQL

表表表表 5-2  ダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプト

8.0.5からダウングレードする対象からダウングレードする対象からダウングレードする対象からダウングレードする対象 実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト

8.0.3 D0800030.SQL

8.0.4 D0800040.SQL

8.0.5 D0800050.SQL
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オペレーティング・システム間での移行オペレーティング・システム間での移行オペレーティング・システム間での移行オペレーティング・システム間での移行
Oracle Serverバージョン間のみでなく、オペレーティング・システム間で移行する場合も、
エクスポート /インポートを行う必要があります。移行元と移行先のオペレーティング・シ
ステムが異なる場合、Migration Utilityは使用できません。

所要時間所要時間所要時間所要時間
エクスポート /インポートは、既存のデータベースから新しいデータベースへデータをコ
ピーするため、Migration Utilityより処理速度が遅くなります。特に大規模データベースの
場合は、既存データベースのデータ・ディクショナリのみを変更するため、Migration 
Utilityの方が高速です。高い可用性が必要なデータベースの場合は、Migration Utilityが最
適です。

システム・リソースシステム・リソースシステム・リソースシステム・リソース
エクスポート /インポートを行うには、移行する場合よりも多くのシステム・リソースが必
要になります。これは、エクスポートしたデータをディスクに書き込んで、エクスポート・
バッファ用にメモリーを割り当てる必要があるからです。

DG/UX Intel 上の移行上の移行上の移行上の移行
DG/UX Intel上で、Oracle7リリース 7.3.4から Oracle8リリース 8.0.6へ移行する場合、移
行の前に Oracle7リリース 7.3.4にリスナー・パッチ #619509を適用しておく必要がありま
す。リスナー・パッチは、Oracle8リリース 8.0.6の CD-ROMの中の patch_bug619509
ディレクトリの READMEファイルに含まれています。
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アップグレード前のタスクアップグレード前のタスクアップグレード前のタスクアップグレード前のタスク
Oracle8 Serverにアップグレードする前に、次のタスクを行います。

❏ Oracle8 Serverの環境設定を確認する

❏ 既存 Oracleデータベースのバックアップを取る

❏ Oracle製品のインストレーション前のタスクを行う

❏ Oracle8へ移行するために必要なパッチを適用する（DG/UX Intelの場合）

❏ アップグレード前のタスクを行う

❏ Migration Utilityを準備する

❏ データベース全体をエクスポートする

◗◗ Oracle8 Server の環境設定を確認するの環境設定を確認するの環境設定を確認するの環境設定を確認する
Oracle8 Serverをインストールする環境が、インストレーションの要件を満たしていること
を確認します。

1. 第 1章「要件および機能」に記載されているシステム要件、および第 2章「環境設定」
の要約表を参照して、環境が Oracle8のすべての要件を満たしていることを確認しま
す。

2. 現在インストールされているすべての製品のリストを作成します。このリストは、アッ
プグレードの後半で必要です。インストールされている製品のリストを作成するには、
$ORACLE_HOME/orainst/unix.rgs ファイルを印刷します。Installerは、このファイ
ルを、インストールされている製品およびバージョン番号のレジストリとして使用しま
す。

注意注意注意注意 : 同じ oracle アカウント下に複数の Oracle Serverがインストール
されているシステムでは、環境がアップグレード対象の Oracle Server用
に設定されている必要があります。環境変数 ORACLE_HOME、
ORACLE_SIDおよび PATHは、特に重要です。

注意注意注意注意 : Installerを使用せずにインストールした製品名は、unix.rgs
ファイルに保存されません。
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◗◗ 既存既存既存既存 Oracle データベースのバックアップを取るデータベースのバックアップを取るデータベースのバックアップを取るデータベースのバックアップを取る
アップグレードを行う前に、Oracleデータベースのフルバックアップを取ります。完全に
バックアップを取っておくと、アップグレード中にエラーが起きてもデータベースを回復で
きます。

バックアップは、正常に停止されたデータベースから取ってください。SHUTDOWN 
IMMEDIATEまたは SHUTDOWN ABORTを使用して、システムを強制的に停止させる必
要がある場合は、データベースを制限モードで再起動した後、NORMALで停止してくださ
い。バックアップを取り終わっても、移行が終了するまでは Oracle8 Serverを再起動しない
でください。

◗◗ Oracle 製品のインストレーション前のタスクを行う製品のインストレーション前のタスクを行う製品のインストレーション前のタスクを行う製品のインストレーション前のタスクを行う
リリース 8.0.6で提供される製品と、インストレーションの制限事項および要件については、
表 1-9～表 1-20を参照してください。

◗◗ Oracle8 へ移行するために必要なパッチを適用する（へ移行するために必要なパッチを適用する（へ移行するために必要なパッチを適用する（へ移行するために必要なパッチを適用する（DG/UX Intel の場合）の場合）の場合）の場合）
DG/UX Intelシステムで、Oracle7リリース 7.3.4から Oracle8リリース 8.0.6へ移行する場
合は、Oracle7の環境にリスナー・パッチ #619509を適用してください。詳細は、
patch_bug619509 ディレクトリの READMEファイルを参照してください。パッチを適用し
た後、リスナーを含むすべてのクライアント実行ファイルを再リンクする必要があります。

◗◗ アップグレード前のタスクを行うアップグレード前のタスクを行うアップグレード前のタスクを行うアップグレード前のタスクを行う
既存の Oracle8 Serverをアップグレードする前に、アップグレード前のタスクをすべて行い
ます。

警告警告警告警告 : オラクル社では、部分バックアップの使用をお薦めしません。まオラクル社では、部分バックアップの使用をお薦めしません。まオラクル社では、部分バックアップの使用をお薦めしません。まオラクル社では、部分バックアップの使用をお薦めしません。ま
た、サポートもしません。た、サポートもしません。た、サポートもしません。た、サポートもしません。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8 Server管理者ガイド』の「データベースのバッ
クアップ」を参照してください。
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Oracle8 Server
Oracle Serverは、アップグレードする前に停止する必要があります。停止しないと、アップ
グレードを開始したときに Installerが Oracle Serverを自動的に停止します。

Installerは、ご使用の環境に基づいてアップグレードするデータベースを決めます。環境変
数 ORACLE_HOMEおよび ORACLE_SIDが、アップグレードするデータベースに設定され
ていることを確認してください。

Oracle Parallel Server
Oracle Parallel Serverをアップグレードする場合は、この章の指示に従って、まず第 1ノー
ドをアップグレードします。第 1ノードをアップグレードした後に、今回のリリースの
Installerセッションを起動して「Install Oracle8 on Cluster」オプションを選択し、その他の
ノード上にある製品のソフトウェアをアップグレードします。

Oracle Net8
既存の SQL*Netまたは Oracle Net8のリスナーを停止してから、インストレーションを開始
します。

◗◗ Migration Utility を準備するを準備するを準備するを準備する
Migration Utilityを使用してデータベースを移行する場合は、このタスクを行う必要があり
ます。Migration Utilityを使用するべきかどうかが分からない場合は、5-2 ページの「アッ
プグレード方法の選択」を参照してください。エクスポート /インポートによってデータ
ベースを移行する場合は、5-18 ページの「エクスポート /インポート」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : リリース 8.0.6にアップグレードする際の問題点および制限事項の
詳細は、『Oracle8 Server移行ガイド』を参照してください。
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Migration Utilityのインストールのインストールのインストールのインストール
今回のリリースで提供されている Installerを使用して、Migration Utilityを Oracle8配布か
ら既存の ORACLE_HOMEディレクトリにインストールします。

1. 今回のリリースで提供されている Installerを起動して、「Installation Options」画面で
「Migrate from ORACLE7 to ORACLE8」オプションを選択します。

2. プロンプトが表示されたら、Oracle7の ORACLE_HOMEディレクトリのパス名を入力
します。

3. 「Migration」画面から「Install Migration Utility」オプションを選択します。

4. 「Software Asset Manager」画面から「Migration Utility: ORACLE7 to ORACLE8」を選
択し、「Install」ボタンを選択します。Installerによって、次の製品がインストールされ
ます。

■ Migration Utilityの実行ファイルmig（$ORACLE_HOME/binディレクトリ内）

■ migrate.bsq スクリプト（$ORACLE_HOME/dbsディレクトリ内）

■ 必須の NLSファイル（$ORACLE_HOME/migrate/nls/admin/data ディレクト
リ内）

5. Migration Utilityのインストールが終了すると、Installerはその旨を通知します。

6. インストールされている Oracle7製品のリストがない場合は、「Software Asset 
Manager」画面の「Installed Products」ウィンドウを使用してリストを作成します。こ
のリストは、移行作業の後半に役立ちます。

7. Installerを終了します。

注意注意注意注意 : root.sh スクリプトを実行する旨のメッセージは無視してくださ
い。
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SYSTEM表領域の領域の検証表領域の領域の検証表領域の領域の検証表領域の領域の検証
Oracle8データベースの SYSTEM表領域には、同等の Oracle7データベースの 1.5倍の領域
が必要です。データベースを移行する前に、Oracle7データベースに十分な大きさの
SYSTEM表領域があることを確認してください。

init sid .ora がデフォルト・ディレクトリの $ORACLE_HOME/dbsにある場合は、次のよう
にコマンド行からMigration Utilityを実行して、使用可能な領域を確認できます。

$ mig SPOOL=’" filename "’ CHECK_ONLY=TRUE

init sid .ora がデフォルト・ディレクトリの $ORACLE_HOME/dbsにない場合は、移行コマ
ンドでパラメータ PFILEを指定する必要があります。

$ mig PFILE=’" initsid.ora_file "’ SPOOL=’" filename "’ CHECK_ONLY=TRUE

◗◗ データベース全体をエクスポートするデータベース全体をエクスポートするデータベース全体をエクスポートするデータベース全体をエクスポートする
エクスポート /インポートによってデータベースを移行する場合のみ、このタスクを行いま
す。

移行前のデータベースで提供されている Exportユーティリティを使用して、データベース
全体をエクスポートします。 Exportユーティリティおよび使用可能なコマンド行オプション
の詳細は、『Oracle8 Serverユーティリティ』の第 1章「Export」を参照してください。

注意注意注意注意 : 異なるオペレーティング・システム上のデータベースにエクス
ポートする場合は、exp コマンドに RECORDLENGTHパラメータを指定
する必要があります。Intel UNIXの場合、デフォルトのレコード長は
32,768バイトです。
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Oracle Serverのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle Serverをアップグレードするには、次のタスクを行います。

❏ 新しい Oracle8 Serverの環境変数を設定する

❏ 新しい ORACLE_HOMEディレクトリに Oracle8 Serverをインストールする

❏ パラメータ・ファイルを更新する

❏ データベースを移行する（必要な場合）

❏ Oracle8 Serverをアップグレードする（NCR MP-RASの場合）

❏ データベース・オブジェクトをアップグレードする

❏ OFA準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する

◗◗ 新しい新しい新しい新しい Oracle8 Server の環境変数を設定するの環境変数を設定するの環境変数を設定するの環境変数を設定する
oracle アカウントの .profile または .login ファイルに、次の環境変数を設定します。

LD_LIBRARY_PATH
新しい Oracle8 Serverの /usr/lib および $ORACLE_HOME/lib ディレクトリを追加しま
す。

ORACLE_HOME
新しい ORACLE_HOMEディレクトリ（ディレクトリが存在しない場合は Installerによっ
て作成される）のパス名を設定します。OFA準拠の場合、新しいディレクトリを既存の
ORACLE_HOMEディレクトリと同じディレクトリ構造レベルで作成する必要があります。
たとえば、既存の ORACLE_HOMEが /u01/app/oracle/product/8.0.5 の場合、今回
リリースの ORACLE_HOMEは /u01/app/oracle/product/8.0.6 に設定します。

ORACLE_SID
Oracle8のインスタンスおよびデータベースの名前を変更しない場合は、既存の Oracle 
Serverのインスタンス名または sidを設定します。Oracle8のインスタンス名を変更する場
合は、ORACLE_SIDに新しい sidを設定します。

PATH
既存の $ORACLE_HOME/binの前に、新しい $ORACLE_HOME/binのフルパス名を追加しま
す。

ファイルを編集した後に、.profile または .login ファイルに基づいて現行の環境を更新
してください。
アップグレードおよび移行 5-11



Oracle Serverのアップグレード
◗◗ 新しい新しい新しい新しい ORACLE_HOME ディレクトリにディレクトリにディレクトリにディレクトリに Oracle8 Server をインストールするをインストールするをインストールするをインストールする
今回のリリースで提供されている Installerを使用して、新しい ORACLE_HOMEディレク
トリに Oracle8ソフトウェアをインストールします。この Installerセッション中に、データ
ベース・オブジェクトを作成しないでください。

1. 次のように入力して、今回のリリースで提供されている Installerを起動します。

$ ./orainst /m

2. 「Installation Activity Choice」画面で、「Install, Upgrade, or De-Install Software」オプ
ションを選択します。

3. 「Install New Product - Do Not Create DB Objects」または「Add/Upgrade Software」
のどちらかを選択します。

4. プロンプトが表示されたら、新しい Oracle8 Serverの ORACLE_HOMEディレクトリを
入力します。

5. 「Software Asset Manager」画面で、インストールする製品を選択します。「Install」ボ
タンを選択して、インストレーションを開始します。

6. 続いて表示されるプロンプトに答えて、作業を続けます。

7. ソフトウェアのアップグレードが終了したら、Installerを終了します。

◗◗ パラメータ・ファイルを更新するパラメータ・ファイルを更新するパラメータ・ファイルを更新するパラメータ・ファイルを更新する
既存のデータベース・ファイルと比べて、Oracleソフトウェアの新しいディレクトリに合わ
せて、Oracle Serverパラメータ・ファイルを変更します。

1. init sid .ora ファイルを、既存のディレクトリから適切な Oracle8ディレクトリ構造
の位置へコピーします。

このマニュアルの OFA推奨事項に従っている場合、新しいディレクトリは
$ORACLE_BASE/admin/ sid /pfile になります。データベースが OFAに準拠していな
い場合、ディレクトリは、$ORACLE_HOME/dbsになります。

インスタンス名を変更する場合は、init sid .ora ファイル名も変更します。データ
ベース名（DB_NAME）は変更できません。

参照参照参照参照 : Installer実行の詳細は、第 3章「インストレーションのタスク」
を参照してください。
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2. init sid .ora ファイルに記述されたパス名に含まれているすべての疑問符（?）または
アットマーク（@）を、ORACLE_HOMEディレクトリのフルパス名に変更します。た
とえば、次の行を変更するとします。

USER_DUMP_DEST = ?/admin/udump

前述の行を次のように変更します。

USER_DUMP_DEST = /u01/oracle/admin/udump

疑問符は ORACLE_HOMEの現在の設定値として解釈されるため、init sid .ora ファ
イルにそのまま残しておくと、Oracle8 Serverは更新後の環境でファイルを見つけるこ
とができなくなります。

3. CONTROL_FILESパラメータ・エントリが、次の形式になっていることを確認します。

CONTROL_FILES = ( location_of_control_files )

CONTROL_FILESパラメータを作成または変更して、Oracle8制御ファイルが保存され
るディレクトリのフルパス名を設定します。ここでは、Oracle8 Serverの制御ファイル
のディレクトリを指定しているだけなので、既存の制御ファイルを移動または変更しな
いように注意してください。

4. init sid .ora ファイル内に ifile （インクルード・ファイル）エントリがある場合、
ifile エントリは確認が必要な別のファイル（通常は、config dbname.ora ファイル）
を指定します。ifile エントリに指定されているファイルを検索し、init sid .ora
ファイルと同じディレクトリにコピーします。ifile エントリが新しいバージョンの
ファイルを指定するように更新します。ifile エントリは、相対パスではなく絶対パス
名を指定してください。

init sid .ora ファイルと同様に、ifile （インクルード・ファイル）を編集します。

■ パス名にあるすべての疑問符（?）を ORACLE_HOMEディレクトリのフルパス名
に変更します。

■ すべての CONTROL_FILESエントリに新しい制御ファイルのフルパス名を設定し
ます。

■ データベース名を変更する場合は、DB_NAMEパラメータおよびファイル名を変更
します。

注意注意注意注意 : データベースを移行する場合、指定する制御ファイルのディレク
トリは空である必要があります。実際の制御ファイルは、データベース移
行時に再作成されます。
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5. Oracle8の init sid .ora ファイルの他の変更点については、『Oracle8 Server移行ガイ
ド』の付録 D「Oracle8 INIT.ORAの変更点」を参照してください。

◗◗ データベースを移行する（必要な場合）データベースを移行する（必要な場合）データベースを移行する（必要な場合）データベースを移行する（必要な場合）
データベースを移行する必要がある場合は、Migration Utilityまたはエクスポート /イン
ポートのどちらかを使用します。両方は使用しないでください。データベースを移行する必
要がない場合は、5-19 ページの「データベース・オブジェクトをアップグレードする」へ進
んでください。

Migration Utility

Migration Utilityの実行　の実行　の実行　の実行　Oracle7の ORACLE_HOMEディレクトリにインストールされてい
るMigration Utilityを実行します。Migration Utilityは、コマンド行から、または今回の
Oracle8リリースで提供されている Installerを使用して実行できます。Installerを使用して
Migration Utilityを実行する場合は、次の手順に従います。

1. 環境変数 ORACLE_HOME、ORACLE_SIDおよび PATHを、Oracle7インストレーショ
ンを参照するように設定します（ソフトウェアをアップグレードする前に、これらの環
境変数を今回の Oracle8インストレーション用に設定したことを思い出してください）。

2. 環境変数 ORA_NLS33を、$ORACLE_HOME/migrate/nls/admin/data ディレクト
リに設定します。

3. 制御ファイルおよび init sid .ora ファイルの位置を確認しておいてください。

4. 今回のリリースで提供されている Installerを起動します。「Installation Activity」画面
で、「Install, Upgrade, or De-Install Software」オプションを選択します。

5. 「Installation Options」画面で、「Migrate from ORACLE7 to ORACLE8」オプションを
選択します。

6. 「Migration」画面で、「Run Migration Utility」オプションを選択します。

7. プロンプトが表示されたら、移行するデータベースの ORACLE_SIDを入力します。

8. 「Software Asset Manager」画面で「Migration Utility: ORACLE7 to ORACLE8」を選択
し、「Install」ボタンを選択します。
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プロンプトが表示されたら、Migration Utilityを起動するために必要な情報を入力しま
す。表 5-3に、プロンプトおよびプロンプトに関する追加情報を示します。

表表表表 5-3  Migration Utility のプロンプトのプロンプトのプロンプトのプロンプト

プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト 情報情報情報情報

Enter sid 移行するデータベースのインスタンス名または sidを入力します。

Do you want to be 
prompted for all 
command options?

すべてのデフォルト値が使用できることを確認している場合以外
は、Yesと応答します。

Spool output? Migration Utilityの出力をスプールすると、移行時に実行した処理
が記録されます。このオプションを指定しない場合、標準出力にの
み出力されます。

Space-check only? Migration Utilityでは、SYSTEM表領域に十分な領域があるかどう
かを確認できます。このオプションを指定すると、Migration 
Utilityは領域を確認するのみで、移行は実行しません。

DB_NAME = sid? データベース名が sidと同じ場合（通常、単一インスタンスでは同
じ）に指定します。

Changing database 
name?

移行時にデータベース名を変更する場合に指定します。

PFILE sidデータベースで使用される init.ora パラメータ・ファイルの
パスおよびファイル名を入力します。

NLS_NCHAR NLS_NCHARの値と作成したデータベースの値が異なる場合は、
正しい NLS_NCHARの値を入力します。

MULTIPLIER MULTIPLIERの値と作成したデータベースの値が異なる場合は、正
しいMULTIPLIERの値を入力します。

Change character set? 移行時に格納キャラクタ・セットを変更する場合は、新しいキャラ
クタ・セットを入力します（有効なキャラクタ・セットは、付録 C
「各国語サポート」を参照）。

Skip space checking? SYSTEM表領域に Oracle8データ構造を入れるだけの十分な領域が
あることを確認している場合は、Migration Utilityが領域を計算し
ないように指定できます。
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移行の終了　移行の終了　移行の終了　移行の終了　Oracle7データベースを Oracle8へ移行する処理を終了するには、次の手順に
従います。

1. 変換ファイル conv sid .dbf を、Oracle7の $ORACLE_HOME/dbsディレクトリから
Oracle8の $ORACLE_HOME/dbsディレクトリへ移動します。Oracle8の sidが Oracle7
の sidと異なる場合は、変換ファイルを改名します。他の方法で変換ファイルを変更し
ないでください。

2. パラメータ・ファイルの CONTROL_FILESエントリが、制御ファイルのあるディレク
トリを指定していないことを確認してください。

Information Installerによって、Migration Utilityの起動に使用するコマンドが
すべて表示されます。コマンドの一部を変更したい場合は、「Back」
ボタンを選択して、この表のプロンプトへの応答を再入力してくだ
さい。

Last chance... 移行処理を確認または中断します。このプロンプトの後でも移行処
理は中断できますが、警告が表示されます。ALTER DATABASE文
を発行した後（5-17 ページ）は、移行処理を中断できません。

Information Installerによっては、Migration Utilityが正常に実行されたかどう
かが通知されます。

Information ORACLE_HOMEディレクトリに他にもデータベースがある場合
は、「Software Asset Manager」画面に戻り、Migration Utilityを選
択してもう一度「Install」ボタンを選択すると、データベースを移
行できます。

Rename or remove 
control files.

Installerによって、Oracle7データベースで使用したすべての制御
ファイルを改名または削除するように指示されます。

Run the root.sh  script. このプロンプトを無視して、データベース移行後に root.sh スク
リプトを実行できます。

参照参照参照参照 : 『Oracle8 Server移行ガイド』では、Migration Utilityおよびその
コマンド・オプションの詳細を説明しています。『Oracle8 Server移行ガイ
ド』の第 5章「データベースの移行後」を参照してください。

表表表表 5-3  Migration Utility のプロンプトのプロンプトのプロンプトのプロンプト

プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト 情報情報情報情報
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3. データベースを変換します。

DG/UX Intel、SCO UnixWareおよび Solaris Intelの場合

SVRMGR> STARTUP NOMOUNT
SVRMGR> ALTER DATABASE CONVERT;
SVRMGR> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
SVRMGR> @$ORACLE_HOME/rdbms/admin/cat8000.sql

NCR MP-RASの場合

SVRMGR> STARTUP NOMOUNT
SVRMGR> ALTER DATABASE CONVERT;
SVRMGR> CREATE CONTROLFILE REUSE DATABASE database
        LOGFILE [SPECS]
        RESETLOGS
        DATAFILE [DATAFILE SPECS]
        [ MAXLOGFILES integer
        | MAXLOGMEMBERS integer
        | MAXLOGHISTORY integer
        | MAXDATAFILES integer
        | MAXINSTANCES integer
     | {ARCHIVELOG | NOARCHIVELOG} ] ...
SVRMGR> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
SVRMGR> @$ORACLE_HOME/rdbms/admin/cat8000.sql 

警告警告警告警告 : データベースの変換は、やり直すことができません。また、データベースの変換は、やり直すことができません。また、データベースの変換は、やり直すことができません。また、データベースの変換は、やり直すことができません。また、
Oracle8からからからから Oracle7への移行はできません。への移行はできません。への移行はできません。への移行はできません。
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エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート /インポートインポートインポートインポート

新しいデータベースの作成　新しいデータベースの作成　新しいデータベースの作成　新しいデータベースの作成　Installerで作成したデータベースは、テスト目的で設計されて
いるため、機能が制限されています。オラクル社では、Server Managerを使用してデータ
ベースを手動で作成することをお薦めします。データベース作成の詳細は、『Oracle8 Server
管理者ガイド』を参照してください。

エクスポートされたファイルのインポート　エクスポートされたファイルのインポート　エクスポートされたファイルのインポート　エクスポートされたファイルのインポート　以前にエクスポートしたファイルをインポート
するには、インポート対象のデータベースに提供されている Importユーティリティを使用
します。Oracle8 Serverにデータをインポートする場合の詳細は、『Oracle8 Serverユーティ
リティ』の第 2章「Import」を参照してください。

◗◗ Oracle8 Server をアップグレードする（をアップグレードする（をアップグレードする（をアップグレードする（NCR MP-RAS の場合）の場合）の場合）の場合）

Oracle8 Serverを、Oracle 8.0.3からそれ以上のリリース（リリース 8.0.6など）へアップグ
レードした後に、NCR MP-RASシステムでは次の追加ステップを実行する必要があります。

SVRMGR> STARTUP NOMOUNT
SVRMGR> CREATE CONTROLFILE
SVRMGR> CREATE CONTROLFILE REUSE DATABASE database
        LOGFILE [SPECS]
        RESETLOGS
        DATAFILE [DATAFILE SPECS]
        [ MAXLOGFILES integer
        | MAXLOGMEMBERS integer
        | MAXLOGHISTORY integer
        | MAXDATAFILES integer
        | MAXINSTANCES integer
     | {ARCHIVELOG | NOARCHIVELOG} ] ...
SVRMGR> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS

注意注意注意注意 : 異なるオペレーティング・システム上のデータベースからイン
ポートする場合は、imp コマンドで RECORDLENGTHパラメータを指定
します。レコード長は、エクスポート時に使用したレコード長と一致して
いる必要があります。Intel UNIXの場合、デフォルトのレコード長は
32,768バイトです。

警告警告警告警告 : NCR MP-RASの場合、の場合、の場合、の場合、8.0.3からからからから 8.0.6へのアップグレードは、やへのアップグレードは、やへのアップグレードは、やへのアップグレードは、や
り直すことができません。り直すことができません。り直すことができません。り直すことができません。下下下下記のステップを行う前に、必ずシステムの記のステップを行う前に、必ずシステムの記のステップを行う前に、必ずシステムの記のステップを行う前に、必ずシステムのフフフフ
ルルルルバックアップを取っておいてください。バックアップを取っておいてください。バックアップを取っておいてください。バックアップを取っておいてください。
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◗◗ データベース・オブジェクトをアップグレードするデータベース・オブジェクトをアップグレードするデータベース・オブジェクトをアップグレードするデータベース・オブジェクトをアップグレードする
Oracle製品には、データベースを使用して情報を保存および処理するものがあります。たと
えば、Oracle ConTextオプションは、データベース表にディクショナリを保存します。内部
的に Oracle製品で作成した表、索引およびその他のオブジェクトを、データベース・オブ
ジェクトと呼びます。データベース・オブジェクトは、製品のソフトウェアがアップグレー
ドされた時点でアップグレードする必要があります。

データベース・オブジェクトをアップグレードしない場合データベース・オブジェクトをアップグレードしない場合データベース・オブジェクトをアップグレードしない場合データベース・オブジェクトをアップグレードしない場合
通常、リリース 2.1.1からリリース 2.1.2など小幅なアップグレードの場合、データベース・
オブジェクトはアップグレードする必要はありません。2.1から 2.2または 3.0など大幅な
アップグレードの場合は、データベース・オブジェクトをアップグレードする必要がありま
す。この一般的な規則に従わない製品には、アップグレード・ノートに特別な指示が記載さ
れています。詳細は、表 1-9～表 1-12を参照してください。

データベース・オブジェクトのアップグレード方法データベース・オブジェクトのアップグレード方法データベース・オブジェクトのアップグレード方法データベース・オブジェクトのアップグレード方法
データベース・オブジェクトをアップグレードするには、「Installation Activity Choice」画
面で「Create/Upgrade Database Objects」オプションを選択します。

1. 今回のリリースで提供されている Installerを起動します。

2. 「Installation Activity Choice」画面で、「Create/Upgrade Database Objects」オプション
を選択します。

3. 「Database Options」画面で、「Upgrade Database Objects」オプションを選択します。

4. プロンプトが表示されたら、新しい ORACLE_HOMEディレクトリを入力します。

5. プロンプトが表示されたら、アップグレードするデータベースの ORACLE_SIDを入力
します。

6. 「Software Asset Manager」画面でデータベース・オブジェクトをアップグレードする製
品を選択して、「Install」ボタンを選択します。

7. 「DB Upgrade」画面で、アップグレードするデータベースのバージョンを選択します。

8. 「Database Action」画面で、次のように選択します。

■ 以前のリリースでインストールされた製品ではなく、今回初めてインストールする
製品の場合は、「Create Product DB Objects」オプションを選択します。

注意注意注意注意 : 8.0.4、8.0.5または 8.0.6へ変換する場合は、前述のステップの実行
は必要ありません。
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■ 以前のリリースでインストールされた製品の場合は、「Upgrade Existing Product 
DB Objects」オプションを選択します。

データベース・オブジェクトのアップグレードが終了したら、Installerを終了します。
ORACLE_HOMEディレクトリにあるすべてのデータベースに対して、このタスクを行いま
す。その場合、Installerを再起動するたびに、適切な ORACLE_SIDを指定してください。

◗◗ OFA 準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する
このタスクは必須ではありませんが、今後のメンテナンスおよびアップグレードを簡素化す
るために行うことをお薦めします。このタスクを行うと、ディレクトリ構造の中で、データ
ベース・ファイルをソフトウェア・ファイルおよび管理ファイルから分離できます。こうし
ておけば、将来アップグレードするときにソフトウェアを新しいディレクトリにインストー
ルしたり、init sid .ora ファイルを使用してインスタンスを既存のデータベース・ファイ
ルに指定したりできます。アップグレードした本番環境が整ったら、以前の Oracleソフト
ウェアを削除して、ディスク領域を再利用します。

データベース・ファイルを再配置するには、次の手順に従います。

1. 新しい ORACLE_HOMEディレクトリに移動します。

2. Server Managerを起動し、次の SQLコマンドを実行してデータベース・ファイルおよ
びログ・ファイルのリストを生成し、ファイル（次の例では file.list ）にファイル
名を書き込みます。

SVRMGR> CONNECT INTERNAL
SVRMGR> SPOOL file.list
SVRMGR> SELECT * FROM v$dbfile;
SVRMGR> SELECT * FROM v$logfile;

警告警告警告警告 : 以前のリリースでインストールされた製品の場合は、「以前のリリースでインストールされた製品の場合は、「以前のリリースでインストールされた製品の場合は、「以前のリリースでインストールされた製品の場合は、「Create 
Product DB Objects」オプションを選択しないでください。アップグレー」オプションを選択しないでください。アップグレー」オプションを選択しないでください。アップグレー」オプションを選択しないでください。アップグレー
ドの準備中に作ドの準備中に作ドの準備中に作ドの準備中に作成し成し成し成したインストール済みの製品リストを、必要に応じて参たインストール済みの製品リストを、必要に応じて参たインストール済みの製品リストを、必要に応じて参たインストール済みの製品リストを、必要に応じて参
照してください。照してください。照してください。照してください。

警告警告警告警告 : 以前の以前の以前の以前のOracleソフトウェアを保持している場合は、アップグレーソフトウェアを保持している場合は、アップグレーソフトウェアを保持している場合は、アップグレーソフトウェアを保持している場合は、アップグレー
ドしたデータベースをそのソフトウェアを使ドしたデータベースをそのソフトウェアを使ドしたデータベースをそのソフトウェアを使ドしたデータベースをそのソフトウェアを使用し用し用し用して絶対に起動しないでくて絶対に起動しないでくて絶対に起動しないでくて絶対に起動しないでく
ださい。起動すると、データベース・ファイルが破壊される場合がありまださい。起動すると、データベース・ファイルが破壊される場合がありまださい。起動すると、データベース・ファイルが破壊される場合がありまださい。起動すると、データベース・ファイルが破壊される場合がありま
す。アップグレードしたデータベースを起動する場合は、必ず、新しいす。アップグレードしたデータベースを起動する場合は、必ず、新しいす。アップグレードしたデータベースを起動する場合は、必ず、新しいす。アップグレードしたデータベースを起動する場合は、必ず、新しい
ORACLE_HOMEディレクトリの実行ファイルを使ディレクトリの実行ファイルを使ディレクトリの実行ファイルを使ディレクトリの実行ファイルを使用し用し用し用してください。てください。てください。てください。
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3. SHUTDOWN NORMALコマンドを使用して、データベースを停止します。

4. アップグレードしたデータベースのバックアップを取ります。アップグレードの準備中
に取ったバックアップは、バックアップを取ってからデータベースをオープンしていな
い限り利用できます。

5. 制御ファイルを新しいディレクトリにコピーします。このマニュアルの OFA推奨事項
に従っている場合、新しいディレクトリは
db_mount_point[1-3] /oradata/ db_nameです。ファイルを新しいディレクトリに
コピーする構文は、次のとおりです。 

フルパス名を使用します。新しいディレクトリを指定する場合は、$ORACLE_HOMEま
たは $ORACLE_BASEなどの環境変数をパスに使用しないでください。

6. パラメータ・ファイル（init sid .ora または config dbname.ora ）の
CONTROL_FILESエントリを変更して、制御ファイルの新しいディレクトリを反映し
ます。

7. データ・ファイルおよびログ・ファイルを新しいディレクトリにコピーします。新しい
ファイルのあるディレクトリは、省略せずにフルパス名で指定します。

このマニュアルの OFA推奨事項に従っている場合、新しいディレクトリは
db_mount_point[1-3] /oradata/ db_nameです。コピーするファイルのリストにつ
いては、file.list を参照してください。

今後の参照用に、新しいファイルのフルパス名も記録しておいてください。

8. Server Managerから STARTUP MOUNTコマンドを実行して、データベースがマウン
トされて、クローズされたことを確認します。

9. ALTER DATABASEコマンドを実行して、データベースを新しいファイル位置で更新し
ます。file.list を参照して、名前を変更するファイルを確認します。新しいファイ
ル名は、手順 7で記録したファイル名のリストを参照してください。

ALTER DATABASE RENAME FILEコマンドの構文は、次のとおりです。

SVRMGR> ALTER DATABASE

     2> RENAME FILE ’/u01/oracle/dbs/log1.dbf’

     3> TO ’/u02/oradata/prod/log01.dbf’;

$ cp /u01/oracle/dbs/cntrlprod.dbf /u02/oradata/prod/control01.ctl

OFA準拠の
新しいファイル

既存の Oracle7
制御ファイル

1番目のデータベース・ 
マウント・ポイント

  
データベース名

ソフトウェアの
マウント・ポイント
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再配置する必要のあるすべてのファイルに対して、このコマンドを繰り返します。
RENAME FILE句には、完全なフルパス名を指定する必要があります。

10. ALTER DATABASE OPENコマンドを実行して、データベースをオープンします。

11. すべてのデータベース・ファイルおよびログ・ファイルの名前が、指定した新しい名前
になっていることを確認します。

手順 2で file.list を作成したときと同じ方法で、newfile.list ファイルを作成し
ます。file.list 内のすべてのデータベース・ファイルおよびログ・ファイルは、新
しい位置で newfile.list ファイルに出力されます。

12. データベース・ファイルが正常に再配置されており、init sid .ora ファイル、ログ・
ファイルおよび制御ファイルが新しいディレクトリに保存されていることを確認して、
以前のデータベース・ファイルを削除します。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8 Server管理者ガイド』の「データファイルの管
理」を参照してください。
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アップグレード後のタスクアップグレード後のタスクアップグレード後のタスクアップグレード後のタスク
❏ インストレーション後のタスクを確認する

❏ ユーザーに通知する

◗◗ インストレーション後のタスクを確認するインストレーション後のタスクを確認するインストレーション後のタスクを確認するインストレーション後のタスクを確認する
1. root.sh スクリプトを実行して、アップグレードを終了します。

2. ソフトウェアをアップグレードした段階で終了していないインストレーション後のタス
ク（オンライン・ドキュメントのインストレーションなど）をすべて実行します。詳細
は、第 4章「Oracle8システムの構成」を参照してください。

◗◗ ユーザーに通知するユーザーに通知するユーザーに通知するユーザーに通知する
ユーザーに対して、オペレーティング・システムからログアウトし、再びログインするよう
通知します。これによって、アップグレードしたデータベースの新しい ORACLE_HOMEの
ディレクトリが有効になります。同時に oraenv プログラムが実行され、新しい oratab
ファイル・エントリが読み込まれます。これによって、ユーザーは、アップグレードした
データベースにアクセスできるようになります。

参照参照参照参照 : 詳細は、第 4章「Oracle8システムの構成」を参照してください。
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A

Oracle Installer の使用の使用の使用の使用

この付録では、初回のインストレーション以外で Installerを使用する方法を説明します。初
回のインストレーションの詳細は、第 3章 「インストレーションのタスク」を参照してくだ
さい。 

■ データベース・オブジェクトの作成

■ デフォルトおよびリピート・インストレーション

■ アップグレードおよびパッチ・セット・インストレーション

■ Installerのその他の機能

■ トラブルシューティング
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データベース・オブジェクトの作成
データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成
Installerを使用して、Oracle製品のデータベース・オブジェクトを作成することができま
す。データベース・オブジェクトとは、データベース内に保存される表、表領域、ロール、
ビュー、索引などの論理構造のことです。Oracle8 Serverの場合、データベース・オブジェ
クトとは、データベースおよびデータ・ディクショナリのことです。

ソフトウェアのインストールとデータベース・オブジェクトの作成は、別々の Installerセッ
ションで行うことをお薦めします。この方法は、両方の作業を同じ Installerセッションで行
う場合に比べると複雑にみえますが、Installerセッション中に問題が発生した場合にデバッ
グが簡単になります。

Installer によって作成されるデータベース・オブジェクトによって作成されるデータベース・オブジェクトによって作成されるデータベース・オブジェクトによって作成されるデータベース・オブジェクト
データベース・オブジェクトは、Installerを使用せずに手動で作成することもできますが、
Installerを使用することをお薦めします。それは、Installerを使用すると、オブジェクトが
正しく作成され、適切なデータが移入されるためです。

デフォルトの使用デフォルトの使用デフォルトの使用デフォルトの使用
一部の製品には、データベース・オブジェクトの作成に関連するプロンプトがあります。
データベース・オブジェクトに関連するプロンプトは、通常、次の 3つのカテゴリに分類さ
れます。

■ オブジェクト位置

■ オブジェクト・サイズ

■ スキーマ所有者

オブジェクト位置オブジェクト位置オブジェクト位置オブジェクト位置
オブジェクト位置は、すべてのデータベースに共通する 1つの表領域として、SYSTEM表領
域がデフォルトとして指定されます。ただし、SYSTEMがそのままの位置で使用できること
はほとんどありません。急速に拡大する表や複数の行の追加および削除が行われる表では、
断片化が起きます。その断片化が SYSTEM表領域で起きると、パフォーマンスが大幅に低
下します。

注意注意注意注意 : 前述の推奨事項は、データベース（Oracle RDBMSのデータベー
ス・オブジェクト）を作成する際には当てはまりません。データベースを
作成する際の推奨事項は、A-3 ページの「Installerによって作成される
データベース」を参照してください。
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オブジェクト・サイズオブジェクト・サイズオブジェクト・サイズオブジェクト・サイズ
オブジェクト・サイズは、通常、予想されるサイズおよびシステムの使用方法に応じて決め
ます。Installerが表示するデフォルト・サイズは、テスト・データベースに適しています。

スキーマ所有者スキーマ所有者スキーマ所有者スキーマ所有者
スキーマ所有者には、特別な理由がない限り、デフォルト値を使用してください。

Installer によって作成されるデータベースによって作成されるデータベースによって作成されるデータベースによって作成されるデータベース
Installerによって作成されたデータベースは、テストのためだけに使用することをお薦めし
ます。デフォルトのデータベースの構造は非常に単純です。OFAに準拠していますが、小型
で、特定の環境や使用方法について最適化されていません。作成時には、表領域位置および
サイズをさまざまな値に指定できますが、作成できる表領域は、SYSTEM、ROLLBACK、
TEMP、TOOLSおよび USERSの基本的な 5種類のみです。

デフォルトおよびリピート・インストレーションデフォルトおよびリピート・インストレーションデフォルトおよびリピート・インストレーションデフォルトおよびリピート・インストレーション
Installerには、インストレーション・セッションを簡素化および自動化するために、次の 2
種類の方法が準備されています。

■ デフォルト・インストレーション・パス

■ Silent Mode（リピート・インストレーションの場合）

デフォルト・インストレーションでは、初回の Installerプロンプトに対して自動的にデフォ
ルト値を選択するため、応答する回数が最少になります。Silent Modeでは、以前の
Installerセッション中に記録された応答を使用して、現行のインストレーションのプロンプ
トに応答します。この方法は、同様のインストレーションを何度も実行するときに便利で
す。

デフォルト・インストレーション・パスデフォルト・インストレーション・パスデフォルト・インストレーション・パスデフォルト・インストレーション・パス
デフォルト・インストレーション・パスでは、ORACLE_BASE、ORACLE_HOMEおよび
ORACLE_SIDの値を求めるプロンプトが表示されます。必要な情報を入力すると、Installer
によって「Software Asset Manager」画面が表示され、インストールする製品を指定できま
す。
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デフォルトおよびリピート・インストレーション
表 A–1に、デフォルト・インストレーション中に表示されないプロンプト、および Installer
が使用する値を示します。

Installerを起動する前に、環境変数 DEF_INSTALLを TRUEまたは FALSEに設定して、デ
フォルト・インストレーションを行うか、カスタム・インストレーションを行うかを指定す
ることもできます。

Silent Mode （リピート・インストレーションの場合）（リピート・インストレーションの場合）（リピート・インストレーションの場合）（リピート・インストレーションの場合）
リピート・インストレーションを実行するには、最初のインストレーション中にレスポン
ス・ファイルを作成します。後続のインストレーションで Installerを Silent Modeで実行す
ると、そのレスポンス・ファイルの応答を使用してインストレーションが行われます。

Installerを Silent Modeで使用するには、次の手順に従います。

1. 最初のインストレーション時に、Installerが実行中のプロンプトに対する応答をレスポ
ンス・ファイルに記録するように設定します。

$ ./orainst /rspdest filename

filenameには、Installerが記録するレスポンス・ファイルのフルパス名を指定します。
oracle アカウントに書込み権限があるディレクトリを必ず指定してください。

2. 最初のインストレーション後、レスポンス・ファイルを編集して必要な項目の値を変更
します（たとえば、パス名、マウント・ポイント、ORACLE_SIDなど )。編集には、
UNIXテキスト・エディタを使用します。

表表表表 A–1 Installer のデフォルト値のデフォルト値のデフォルト値のデフォルト値

Installer プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

Installer log location $ORACLE_HOME/orainst/install.log

SQL log location $ORACLE_HOME/orainst/sql.log

Operating system log location $ORACLE_HOME/orainst/os.log

Make log location $ORACLE_HOME/orainst/make.log

Installation source CD-ROM

Language American/English

Root actions 既存の root.sh ファイルへの追加（存在する場合）

注意注意注意注意 : Silent Modeは、最初のインストレーションでインストールした製
品と同じ製品またはそのサブセットをインストールする場合にのみ使用し
ます。
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デフォルトおよびリピート・インストレーション
3. レスポンス・ファイルおよびインストールする製品を指定して、Installerを起動しま
す。

$ ./orainst /m /rspsrc filename  /install products  /silent

各項目の意味は、次のとおりです。

Installerを Silent Modeで起動するかどうかにかかわらず、環境設定の値を変更して、
Installerが READMEファイルを表示しないようにできます。READMEファイルを表示しない
ようにするには、Installerを起動する前に、環境変数 NO_READMEを TRUEに設定しま
す。

Installerを起動してレスポンス・ファイルを作成し、作成したレスポンス・ファイルを使用
して後続のインストレーションを行うコマンド例を次に示します。例で指定した製品は、
Oracle8 Server、Server Managerおよび Oracle Names Serverです。

$ ./orainst /m /rspdest resp_806.rsp
$ ./orainst /m /rspsrc resp_806.rsp /install rdbms,svrmgrl,NAMES /silent

filename あらかじめ作成したレスポンス・ファイルのフルパス名を指定しま
す。

products インストールする製品をコンマで区切って（空白は使用しない）指定
します。使用可能な製品およびコマンド行で使用する製品名は、
Oracle配布の orainst/unix.prd ファイルに記述されています。
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アップグレードおよびパッチ・セット・インストレーション
アップグレードおよびパッチ・セット・インストレーションアップグレードおよびパッチ・セット・インストレーションアップグレードおよびパッチ・セット・インストレーションアップグレードおよびパッチ・セット・インストレーション
表 A–2に、各 Oracleリリース・タイプに対応するリリース・レベルおよびリリース範囲を
示します。リリース・タイプに関係なく、アップグレードには Installerを使用します。

新規のリリースおよびメンテナンス・アップグレードは、常に完全なソフトウェア配布とな
るため、既存の Oracle Serverとは別の ORACLE_HOMEディレクトリにインストールする
必要があります。パッチ・セットは完全なソフトウェア配布ではないので、常に既存のリ
リース上にインストールする必要があります。

パッチ・セットパッチ・セットパッチ・セットパッチ・セット

オラクル社パッチ・セットオラクル社パッチ・セットオラクル社パッチ・セットオラクル社パッチ・セット
オラクル社のパッチ・セットは、テストを完全に行って統合した製品修正プログラムで、定
期的に配布されます。パッチ・セットでは、バグ修正が提供されるのみで新規の機能は含ま
れません。そのため、ターゲット・システム上で再評価する必要はありません。

パッチ・セットの内容パッチ・セットの内容パッチ・セットの内容パッチ・セットの内容
パッチ・セットには、セット内のバグ修正によって影響するライブラリのみが含まれます。
パッチ・セット内の修正プログラムはすべてテスト済みで、併用できることが検証されてい
ます。パッチ・セットに含まれる RDBMSおよび PL/SQLライブラリのパッチは影響が小さ
いので、Oracle Serverに対してアプリケーションまたはツールを再評価する必要はありませ
ん。

パッチ・セットは累積方式なので、どのプラットフォーム用のパッチ・セットにも同じ一般
修正のセットが含まれます。たとえば、パッチ・セット 7.3.3.2には、パッチ・セット 7.3.3.1
およびそのセット以降のバグ修正が含まれます。Hewlett-Packard用のパッチ・セット
7.3.3.2で修正されるバグは、Digital UNIX用のパッチ・セット 7.3.3.2で修正されるバグと
同じです。ただし、パッチ・セットには、リリースされたプラットフォーム固有のパッチが
少数含まれる場合があるので注意してください。

表表表表 A–2 アップグレード用語およびリリース・レベルアップグレード用語およびリリース・レベルアップグレード用語およびリリース・レベルアップグレード用語およびリリース・レベル

リリース・タイプリリース・タイプリリース・タイプリリース・タイプ リリース・レベルリリース・レベルリリース・レベルリリース・レベル リリース範囲リリース範囲リリース範囲リリース範囲

新規リリースまたは
大幅なアップグレード

第 1レベルおよび第 2レベル : 
7.2、7.3、8.0

機能または構造上の大きな変更

アップグレードまたは
メンテナンス・アップグ
レード

第 3レベル : 7.3.2、7.3.3 バグ修正および小さな新規機能

パッチ・セット 第 4レベル : 7.3.3.1、7.3.3.2 バグ修正のみ
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アップグレードおよびパッチ・セット・インストレーション
配布されるパッチ・セットに、Installer（orainst ）は含まれません。たとえば、パッチ・
セット 7.3.3.2をインストールする場合、基本リリース 7.3.3の Installerを使用する必要があ
ります。

パッチ・セットのインストールパッチ・セットのインストールパッチ・セットのインストールパッチ・セットのインストール
他のメンテナンス操作と同様に、Oracleソフトウェアを変更する前にバックアップを取るこ
とをお薦めします。

1. oracle アカウントでログインして、ORACLE_HOMEおよび ORACLE_SIDが適切に
環境設定されていることを確認します。

2. ダウンロードしたパッチ・セット・ファイルを圧縮解除および復元します。

3. 既存の Oracle ServerインスタンスをNORMALで停止します。

4. 基本リリースで提供された Installerを起動します。ご使用のシステムにインストールさ
れている場合は、$ORACLE_HOME/orainst ディレクトリに保存されています。インス
トールされていない場合は、基本リリースの CD-ROMから実行できます。

5. 「Installation Options」画面で、「Add/Upgrade Software」オプションを指定します。

6. プロンプトが表示されたら、再リンクを指定します。

7. 「Software Asset Manager」画面で、「From」ボタンを使用してファイル・ブラウザを表
示し、復元したパッチ・セットが保存されているディレクトリに移動します。

8. 「Oracle Server (RDBMS)」を選択してから、「Install」ボタンを選択します。

9. Installerが終了すると、root.sh スクリプトの実行を求めるプロンプトが表示されま
す。パッチ・セットをインストールした後に、root.sh スクリプトを実行する必要は
ありません。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverを使用している場合、クラスタのすべての
ノード上にパッチ・セットをインストールする必要があります。
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Installerのその他の機能
パッチ・セットの削除パッチ・セットの削除パッチ・セットの削除パッチ・セットの削除
パッチ・セットを削除する手段は提供されていません。パッチ・セットを削除できるかどう
かがわからない場合は、パッチ・セットを適用する前に、インストールしたソフトウェアの
バックアップを取っておきます。

パッチ・セットを削除する必要がある場合、次のいずれかの手順で行うことをお薦めします
（推奨する順に示します）。

■ バックアップから ORACLE_HOMEディレクトリを復元します。

■ 以前のリリースを再インストールしてから、以前に適用したすべてのパッチ・セット
（ただし、削除するパッチ・セットは含まない）を再インストールします。

パッチ・セットを削除した方法に関係なく、発生した問題が次回のパッチ・セットで対処さ
れるように、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

Installer のその他の機能のその他の機能のその他の機能のその他の機能

クライアント共有ライブラリの再構築および再リンククライアント共有ライブラリの再構築および再リンククライアント共有ライブラリの再構築および再リンククライアント共有ライブラリの再構築および再リンク
リリース 8.0.3から対応していますが、ほとんどの Oracle製品では共有ライブラリが使用さ
れます。共有ライブラリを使用すると、製品に必要な領域が少なくなります。また、再リン
クが必要な状況も非常に少なくなります。環境によっては、再リンクのかわりにクライアン
ト共有ライブラリ libclntsh.so の再構築が必要になります。

クライアント共有ライブラリの再構築クライアント共有ライブラリの再構築クライアント共有ライブラリの再構築クライアント共有ライブラリの再構築
次の場合、クライアント共有ライブラリの再構築が必要です。

■ TCP/IP以外のプロトコル・アダプタをインストールまたは削除した後

■ 暗号コードを使用するために Oracle製品をリンクする場合
（たとえば、Advanced Networking Optionをインストールした後には、Advanced 

Networking Optionとサーバーおよびクライアントのアプリケーションを再リンクする
必要があります）

Installerは必要に応じて、製品の再リンクおよびクライアント共有ライブラリの再構築を行
います。
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Installerのその他の機能
製品の再リンク製品の再リンク製品の再リンク製品の再リンク
次の場合も再リンクが必要です。

■ ソフトウェア・パッチを適用した後

■ OSDBAまたは OSOPERグループの名前のデフォルト（dba）を変更した場合

製品の再リンクを行うには、次の手順に従います。

1. Installerを起動します。

2. 「Installation Activity Choice」画面で、「Perform Administrative Tasks」オプションを
選択します。

3. 「Relink Product Executables」オプションを選択します。

4. 「Software Asset Manager」画面が表示されたら、再リンクするすべての製品を選択して
「Install」ボタンを選択します。

5. 「Oracle Parallel Server」システムで再リンクを行う場合、すべてのノード上の製品を再
リンクする必要があります。

製品の削除製品の削除製品の削除製品の削除
製品を削除する場合、Installerは製品のファイルのみを削除します。データベース・オブ
ジェクト、ディレクトリまたは他の製品によって共有されるライブラリは削除されません。
削除する製品のみに必要なライブラリは、Installerによって削除されます。

ステージ領域の作成ステージ領域の作成ステージ領域の作成ステージ領域の作成
ステージ領域は Oracle配布のローカル・コピーなので、そこから何度でもインストレー
ションを実行できます。ステージ領域を作成すると、ソフトウェアを固有のフェーズでイン
ストールおよびロードできます。CD-ROMから直接インストールする場合は、Oracle配布
製品を 1つのセッションでロードおよびインストールします。

インストレーションを 1回のみ実行する場合、またはインストールされている Oracle8シス
テムの他にステージ領域を作成する十分なディスク領域がない場合は、CD-ROMから直接
インストールします。永続ステージ領域から作成およびインストールするには、CD-ROM
からインストールするときの約 2倍のディスク領域が必要です。テンポラリ・ステージ領域
はサポートしていません。

ステージ領域を作成した後にファイルを追加することはできません。たとえば、ソフトウェ
ア・パッチのファイルを追加した既存のステージ領域からインストールすることはできませ
ん。
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トラブルシューティング
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
インストレーションの問題は、通常、次のカテゴリのいずれかに分類されます。

■ 表示上の問題

■ 不十分なディスク領域

■ 再リンク時のエラー・メッセージ

■ ステージ領域の問題

■ ユーザー・エラー

表示上の問題表示上の問題表示上の問題表示上の問題
Installerをキャラクタ・モードで OpenWindowsのシェルツール（shelltool ）またはコ
マンドツール（cmdtool ）から実行する場合、表示が読みにくい場合があります。

シェルツールの表示を修正するには、次のように入力します。

$ shelltool -B Offset_x

コマンドツールの表示を修正するには、次のように入力します。

$ cmdtool -B Offset_x

表示上の問題を永続的に解決するには、.Xdefaults ファイルに次のように指定します。

term.boldStyle: Offset_X

画面の再表示画面の再表示画面の再表示画面の再表示
Installerのセッション中に Installerの画面を再表示するには、次のキーを押します。

[Ctrl]+[r]

不十分なディスク領域不十分なディスク領域不十分なディスク領域不十分なディスク領域
インストレーション中に領域不足が原因でセッションが終了した場合は、ORACLE_HOME
ディレクトリを確認して、インストールが中断する前にインストールされたファイルを調べ
ます。インストールした製品のファイルは、削除してください。

ORACLE_HOMEディレクトリ内の不要なファイルを削除したら、df コマンドを使用して
使用可能なディスク領域を確認します。ディスク領域不足の問題を解決するには、既存の
ディスク領域を解放する、ディスク領域を追加する、またはインストールする製品のサブ
セットをインストールするという方法があります。
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トラブルシューティング
ORACLE_HOME の領域の領域の領域の領域
Installerは、ファイルを ORACLE_HOMEに転送するために必要な領域を計算するとき、製
品の依存関係も考慮します。十分な領域がない場合は、警告を表示します。

ファイルは、ORACLE_HOMEに転送されると、圧縮解除されます。

シンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンク
Oracle配布の一部を保存するために ORACLE_HOME内にシンボリック・リンクを作成し
た場合、Installerは領域要件を算出する際にこれらのリンクを考慮しません。

シンボリック・リンクが正しく設定され、ORACLE_HOME内に Oracle配布をインストー
ルするための十分な領域が確実にある場合、Installerが表示する不十分な領域についての警
告は無視してもかまいません。リンクされるディレクトリには、oracle アカウントに読込
みおよび書込み権限があることを確認してください。

スワップ領域スワップ領域スワップ領域スワップ領域
使用可能なスワップ領域には、物理 RAMの 2～ 4倍の大きさが必要です。UNIXシステム
で再リンク用にスワップ領域を使用する場合は、スワップ領域のサイズを増やす必要があり
ます。製品の実行ファイルの再リンク中にスワップ領域が不足した場合、Installerはエ
ラー・メッセージを表示し、セッションを中断します。この場合、再インストールの必要は
ありませんが、スワップ領域のサイズを増やして再リンクしなければなりません。

再リンク時のエラー・メッセージ再リンク時のエラー・メッセージ再リンク時のエラー・メッセージ再リンク時のエラー・メッセージ
再リンク中に、次のエラー・メッセージが表示される場合があります。

メッセージ : sh:  make: Not found

原因 : オペレーティング・システムのプログラム（make）が使用できませ
ん。インストールするか、パスの通っている位置に移動してくださ
い。

メッセージ : sh:sh(echodo):cc:Not found

原因 : オペレーティング・システムのプログラム（cc）が使用できませ
ん。インストールするか、パスの通っている位置に移動してくださ
い。

メッセージ : ld: fatal error: library not found: library_name

原因 : オペレーティング・システムのライブラリがロードされていません。
library_nameに表示されるライブラリをインストールしてください。
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トラブルシューティング
未定義シンボル未定義シンボル未定義シンボル未定義シンボル
再リンク時のエラーの多くは、未定義シンボルが原因です。適切なネットワーク・プロトコ
ルなしで Oracle Net8 Protocol Adapterをインストールした場合、シンボルが定義されない
ことがあります。

たとえば、Oracle SPX/IPX Protocol Adapterのインストールを選択したにもかかわらず、
SPX/IPXがインストールされていない場合は、putmesg と getmesg の未定義シンボルが
生じます。

Oracleシステムを削除してから、インストールされていないネットワーク・ソフトウェア用
のプロトコル・アダプタを選択せずに、Oracleシステムを再インストールすると、エラーの
ほとんどは解決します。

ステージ領域の問題ステージ領域の問題ステージ領域の問題ステージ領域の問題
ステージ領域からインストールする場合、次の問題が発生することがあります。

ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加
既存のステージ領域にファイルを追加しないでください。既存のステージ領域に製品を追加
する場合、またはステージ領域を再作成する必要がある場合は、最初にすべての既存ファイ
ルを削除してから、Installerを使用して新規のファイルをインストールしてください。

ユーザー・エラーユーザー・エラーユーザー・エラーユーザー・エラー
次に、発生しやすい問題および対処方法を示します。

「ファイルを作成できない」「ファイルを作成できない」「ファイルを作成できない」「ファイルを作成できない」
Installerがファイルを作成できないという旨のメッセージを表示した場合、oracle アカウ
ントに書込み権限がないディレクトリにインストールしようとしたことに原因があります。
シェル・ウィンドウを使用してインストール先のディレクトリ権限を変更してから、操作し
直してください。または、Installerセッションを再起動して、oracle アカウントに書込み
権限がある別のディレクトリを指定してください。

「ファイルが見つからない」「ファイルが見つからない」「ファイルが見つからない」「ファイルが見つからない」
Installerがファイルを見つけられない場合、インストール元となる CD-ROM、ステージ領域
またはリンク・ディレクトリの位置が正しく指定されているかどうかを調べてください。特
に、ORACLE_HOMEディレクトリ（インストール先ディレクトリ）をインストレーショ
ン・ソース・ディレクトリに指定していないことを確認してください。

インストレーション・ソースが正しく指定されていて、リンク・ディレクトリまたはステー
ジ領域からインストールする場合、インストレーション・ソースを再作成してみてくださ
い。
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トラブルシューティング
「接続できない」「接続できない」「接続できない」「接続できない」
ネットワーク環境で、マシンにリモート・ログインして Installerを実行すると、次のような
メッセージが表示されることがあります。

Xlib: connection to "unixdoc8:0.0" refused by server
Xlib: Client is not authorized to connect to Server

この場合、ローカル・マシンにログインしている端末ウィンドウで、次のように入力して接
続を認可します。

$ xhost +  machine_with_Installer

次に、リモート・マシン上の Installerを再起動してください。それでも接続できない場合
は、InstallerをMotifモードではなくキャラクタ・モードで実行してください。

「データベースの作成に失敗した」「データベースの作成に失敗した」「データベースの作成に失敗した」「データベースの作成に失敗した」
Installerがデータベースを作成できないという旨のメッセージを表示した場合、Oracleイン
スタンスが、インストール中に指定した sid（インスタンス名）と同じ sidで実行されていな
いかどうかを確認してください。

ps -ef | grep _ sid

$ORACLE_HOME/orainst/sql.log ファイルを参照して、他に発生する可能性のある問題
がないかを調べます。

「「「「libXm.so... 」」」」
次のメッセージは、環境変数 LD_LIBRARY_PATHが正しく設定されていないことを示しま
す。

ld.so.1: ./orainst.motif: fatal: libXm.so.3: can’t open file: errno=2
Killed

LD_LIBRARY_PATHに、$ORACLE_HOME/lib、およびMotifライブラリを含むディレクト
リを設定して、Installerを再起動します。

表示上の問題表示上の問題表示上の問題表示上の問題
画面、ナビゲーション・ボタンまたはコマンドに問題がある場合、環境変数
ORACLE_TERMが正しく設定されていることを調べてください。ORACLE_TERMの設定
値は、第 2章「環境設定」を参照してください。

「所有者ではない」「所有者ではない」「所有者ではない」「所有者ではない」
$USERが、現在のユーザー（oracle アカウント）のユーザー IDと同じであることを確認し
てください。同じであれば、次の 2つのコマンドを実行したときに、同じユーザーが表示さ
れます。

$ echo $USER
$ id
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Oracle8をインストールするための UNIX基礎
B

Oracle8 をインストールするためのをインストールするためのをインストールするためのをインストールするための

UNIX基礎知識基礎知識基礎知識基礎知識

この付録では、Oracle8をインストールするための基礎的な UNIX概念を説明しています。
詳細は、ご使用のプラットフォームに固有のオペレーティング・システムのドキュメントを
参照してください。

■ UNIX概念のポイント

■ 基礎的な UNIXコマンドの概要

■ Oracle8をインストールするための基礎的な UNIXコマンド

■ 基礎的な UNIXの構文と説明
知識 B-1



UNIX概念のポイント
UNIX概念のポイント概念のポイント概念のポイント概念のポイント

大文字と小文字の区別大文字と小文字の区別大文字と小文字の区別大文字と小文字の区別
UNIXでは、大文字と小文字を区別します。ほとんどの UNIXコマンドは小文字で入力しま
す。たとえば、Email.Log および email.log は、UNIXでは異なる 2つのファイルを指
します。そのため、ファイル名とディレクトリ名の指定および検索には注意が必要です。

実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト
スクリプトを実行するには、次のように入力します。

./script_name

たとえば、root.sh スクリプトを実行する場合、次のコマンドを入力します。

./root.sh

ワイルド・カードワイルド・カードワイルド・カードワイルド・カード
UNIXでは、複数のファイル名およびファイル・タイプの指定が簡単にできる、ワイルド・
カードと呼ばれる特殊文字が使用できます。ワイルド・カード「*」は、任意の文字を文字
数に関係なく表すことができるので、大変便利です。たとえば、ファイル拡張子が .ora で
あるすべてのファイルを一覧表示するには、次のように入力します。

$ ls *.ora

これによって、init.ora 、oapref.ora 、tnsnames.ora などが表示されます。

$ rm *

これによって、現行ディレクトリからすべてのファイルが削除されます。
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UNIX概念のポイント
シンボルシンボルシンボルシンボル

スラッシュスラッシュスラッシュスラッシュ
UNIXでは、スラッシュ「/」に 2つの意味があります。スラッシュ「/」のみの場合、また
はパス名の先頭にある場合は、root ディレクトリを表します。また、長いパス名のディレ
クトリ名とファイル名を区切るためにも使用されます。

ドル記号ドル記号ドル記号ドル記号
ドル記号「$」は、UNIXでは 2つの使用方法があります。

環境変数にドル記号を付けると、その変数の値を示します。たとえば、ORACLE_SIDが
「test 」に設定されている場合、echo $ORACLE_SID と入力すると、オペレーティング・
システムはその値（test ）を表示します。

次に例を示します。

$ echo $ORACLE_SID
test

ドル記号を付けないで echo ORACLE_SID と入力すると、オペレーティング・システムは
ORACLE_SIDを表示します。

次に例を示します。

$ echo ORACLE_SID
ORACLE_SID

また、ドル記号は前述の例のように、Bourneシェルおよび Kornシェルのプロンプトとして
も使用されます。
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基礎的な UNIXコマンドの概要
基礎的な基礎的な基礎的な基礎的な UNIXコマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要

第第第第 1章「要件および機能」で使用する基礎的な章「要件および機能」で使用する基礎的な章「要件および機能」で使用する基礎的な章「要件および機能」で使用する基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

オペレーティング・システムのパッチおよびパッケージオペレーティング・システムのパッチおよびパッケージオペレーティング・システムのパッチおよびパッケージオペレーティング・システムのパッチおよびパッケージ
インストールされているパッケージおよびパッチを参照するには、次のように入力します。

DG/UX Intelの場合

$ /usr/bin/sbin/dg_sysreport -g dgux

NCR MP-RASおよび Solaris Intelの場合

$ pkginfo -i  [package_name]

SCO UnixWareの場合

$ pkginfo 

「-i 」を指定すると、完全にインストールされたパッケージのみが一覧表示されます。任意
指定の package_name を省略すると、インストールされたすべてのパッケージが一覧表示
されます。

第第第第 2章「環境設定」で使用する基礎的な章「環境設定」で使用する基礎的な章「環境設定」で使用する基礎的な章「環境設定」で使用する基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

Server Manager
Server Managerを使用して、SQLコマンドを実行できます。

ライン・モードで Server Managerを起動するには、次のように入力します。

$ srvmgrl

rootユーザーとしてログインするユーザーとしてログインするユーザーとしてログインするユーザーとしてログインする
root ユーザー権限では、ユーザー作成や他のユーザーが所有するファイルの権限変更など、
root ユーザーのみができるシステム機能を実行できます。また、root ユーザーはスーパー
ユーザー・アカウントとも呼ばれます。

root アクセスは特殊な権限を持つため、通常は、システム管理者に限定されています。
root アクセスの詳細は、システム管理者にお問い合せください。
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基礎的な UNIXコマンドの概要
dbaおよびおよびおよびおよび operグループグループグループグループ
データベース管理機能を特定のユーザーのみに制限するには、オペレーティング・システム
管理ユーティリティ（sysadm または groupadd ）を使用して、/etc/group ファイル内に
dba グループおよび oper グループを作成する必要があります。これらのグループは、Oracle 
DBA権限および OPER権限をオペレーティング・システムのグループに基づいて割り当て
るため、Oracleドキュメントではこれらのグループを OSDBAおよび OSOPERと呼びます。

groupadd
groupadd コマンドを使用して、グループ ID（GID）が 101の dba グループを作成する方法
を、次に示します。

$ groupadd -g 101 dba

umask
umaskコマンドは、作成されたファイルにデフォルトのアクセス権限を設定します。値を
022に指定すると、グループのメンバーおよび他のユーザーは、読込み（およびディレクト
リ検索）はできますが、書込みはできません。

umaskの値を 022に設定するには、oracle アカウントの .profile または .login ファイル
に次の項目を追加します。

Bourneシェルまたは Kornシェルの場合は、次の行を .profile に追加します。

umask 022

Cシェルの場合は、次の行を .login に追加します。

umask 022

環境変数環境変数環境変数環境変数
すべての UNIXシェルは、シェル変数または環境変数と呼ばれる現行セッションを定義付け
る値を持っています。環境変数は、使用するプリンタ、ファイル権限の設定、モニターに表
示される色など、必要な機能を設定します。

Oracle Serverの環境変数は、通常、oracle アカウントの .profile または .login ファ
イルに設定します。ログイン時に、適切なファイルが自動的に読み込まれます。

Bourneシェルで環境変数を設定するには、次の構文を使用します。

variable_name=value; export  variable_name
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基礎的な UNIXコマンドの概要
次に例を示します。

ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/806; export ORACLE_HOME
ORACLE_SID=test; export ORACLE_SID
LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH; export LD_LIBRARY_PATH

Cシェルで環境変数を設定するには、次の構文を使用します。

setenv variable_name value 

次に例を示します。

setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/806
setenv ORACLE_SID test
setenv LD_LIBRARY_PATH $ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH

chmod
chmodコマンドは、ファイルおよびディレクトリの読込み権限、書込み権限および実行権限
を変更します（読込みは r、書込みは w、実行は x）。ファイルのモードを変更できるのは、
そのファイルの所有者（または root ユーザー）のみです。権限は、ユーザー（そのファイ
ルの所有者）、UNIXグループのメンバーおよび他のユーザーに対して変更できます（ユー
ザーは u、グループは g、他のユーザーは o）。

たとえば、ユーザー、グループ・メンバーおよびその他のユーザー（すべてのユーザー）
に、読込み、書込み、実行権限を与えるには、次のように入力します。

$ chmod ugo+rwx filename

環境の更新環境の更新環境の更新環境の更新
.profile または .login 内の環境変数を変更した後は、現行セッションで有効になるよう
に、.profile または .login ファイルを必ず実行してください。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

$ . .profile

Cシェルの場合は、次のように入力します。

% source .cshrc
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基礎的な UNIXコマンドの概要
ネットワーク・プロトコルのテストネットワーク・プロトコルのテストネットワーク・プロトコルのテストネットワーク・プロトコルのテスト

SPX/IPX　　　　DG/UX Intel上でトランスポート・プロトコル・スタックが動作しているのを確認
するには、次のように入力します。

$ ps -ef | grep sapd

このコマンドを実行した後に、プロセス・リストの中に sapデーモンが含まれていることを
確認してください。

インストレーションの前に SPXデバイスに適切な権限があることを確認するには、root
ユーザーとしてログインして、次のように chmodコマンドを使用します。

# chmod +rw /dev/nspx

これにより、すべてのユーザーに対して読込みおよび書込み権限が与えられます。

Solaris Intel上でトランスポート・プロトコル・スタックおよび TotalNET Advanced Server
（TAS）の Netware Serviceが動作しているのを確認するには、ブラウザから TASのWebイ
ンタフェースを使用して、Netware Serviceの状態を確認します。

Oracle Parallel Server Optionのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Parallel Serverのインスタンスは、分散ロック・マネージャ（DLM）を使用して互い
に通信を行い、ブロックの修正を調整します。

DLMが起動していることを確認するには、次のように入力します。

$ ps -ef | grep dlmd

このコマンドを発行すると、現在起動中の DLMプロセスのリストが表示されます。このコ
マンドを実行した後に、プロセス・リストの中に DLMプログラムが含まれていることを確
認してください。

UNIXグループの確認　グループの確認　グループの確認　グループの確認　OSDBAがクラスタのすべてのノード上にある /etc/group ファイ
ルで定義されていることを確認するには、次のように入力します。

$ more /etc/group

すべてのノード上に同一（たとえば、dba という名前）のグループが存在することを確認し
てください。
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基礎的な UNIXコマンドの概要
oracleアカウントの作成　アカウントの作成　アカウントの作成　アカウントの作成　クラスタの各ノード上に oracle アカウントを作成します。次の
内容を確認してください。

■ oracle アカウントが OSDBAグループのメンバーである

■ Oracleソフトウェアをインストールおよび更新するためだけに使用する

■ oracle アカウントにリモート・ディレクトリへの書込み権限がある

マウント・ポイント・ディレクトリの作成　マウント・ポイント・ディレクトリの作成　マウント・ポイント・ディレクトリの作成　マウント・ポイント・ディレクトリの作成　ノードごとにマウント・ポイント・ディレクト
リを作成して、それが Oracleソフトウェアのディレクトリ構造の先頭になるようにします。
次の内容を確認してください。

■ 各ノードのマウント・ポイント名が第 1ノードのマウント・ポイント名と同一である

■ oracle アカウントがマウント・ポイント・ディレクトリに対して、読込み、書込みお
よび実行権限がある

たとえば、ls -l コマンドで表示される内容は、すべてのノードで同一でなければなりませ
ん。表示は、次のようになります。

drwxr-xr-x   1   oracle   dba     98 May 21 12:13 u01

ユーザー等価　ユーザー等価　ユーザー等価　ユーザー等価　ユーザー等価を設定して、oracle アカウントがすべてのノードにアクセス
できるようにします。ユーザー等価を設定するには、oracle アカウントの .rhosts ファ
イルまたは /etc/hosts.equiv ファイルに、クラスタ上の他のノードのエントリを追加し
ます。

第第第第 3章「インストレーションのタスク」で使用する基礎的な章「インストレーションのタスク」で使用する基礎的な章「インストレーションのタスク」で使用する基礎的な章「インストレーションのタスク」で使用する基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

Installerを起動するを起動するを起動するを起動する
次のコマンドのいずれかを入力して、Installerを起動します。

./orainst /m （Motifモードの場合）

./orainst /c （キャラクタ・モードの場合）

第第第第 4章「章「章「章「Oracle8システムの構成」で使用する基礎的なシステムの構成」で使用する基礎的なシステムの構成」で使用する基礎的なシステムの構成」で使用する基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

root.shスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行する
root.sh スクリプトを実行するには、次のように入力します。

# cd $ORACLE_HOME/orainst
# ./root.sh
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Oracle8をインストールするための基礎的な UNIXコマンド
Oracle8をインストールするための基礎的なをインストールするための基礎的なをインストールするための基礎的なをインストールするための基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

表表表表 B-1  基礎的な基礎的な基礎的な基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

ユーザー・コマンドユーザー・コマンドユーザー・コマンドユーザー・コマンド 説明説明説明説明

cat ファイルの中身を連結および表示します

cd 作業ディレクトリを変更します

chgrp ファイルの所属グループを変更します

chmod ファイルの権限モードを変更します

chown ファイルの所有者を変更します

cp ファイルをコピーします

echo 引数を標準出力に出力します

env コマンドを実行するための環境変数を取得または変更します

find 名前または他の特性を指定してファイルを検索します

grep 文字列または正規表現を指定してファイルを検索します

groupadd ユーザー・グループを作成します

kill プロセスに信号を送信、またはプロセスを終了します

ls ディレクトリの内容を一覧表示します

man UNIXリファレンス・マニュアルのページを表示します
（キーワードを指定してリファレンス・ページを検索します）

mkdir ディレクトリを作成します

more テキスト・ファイルを表示またはページ送りします

mv ファイルを移動または改名します

page テキスト・ファイルを表示またはページ送りします

passwd ローカルまたはネットワーク情報システム（NIS）のパスワード
を変更します

ps 現行プロセスの状態を表示します

pwd 現行の作業ディレクトリのパス名を表示します

rlogin 別のマシンにリモート・ログインします

rm ファイルまたはディレクトリを削除（リンク解除）します

rmdir ディレクトリを削除（リンク解除）します
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基礎的な UNIXの構文と説明
基礎的な基礎的な基礎的な基礎的な UNIXの構文と説明の構文と説明の構文と説明の構文と説明

cat filename
filename の内容を画面に表示します。cat コマンドを使用すると、UNIXが画面に表示で
きるテキストを含むファィルが連結して表示されます。

例例例例

cat  filename

filename の内容が画面に表示されます。

cat  filename1 > filename2

filename1 の内容が filename2 の内容に上書きされます。

cat  filename1 >> filename2

filename1 の内容が filename2 の内容に追加されます。

cd
現行の作業ディレクトリを変更します。

例例例例

自分のホーム・ディレクトリに移動するには、次のように入力します。

cd

1つ上のディレクトリに移動するには、次のように入力します。

cd ..

指定したディレクトリに移動するには、次のように入力します。

cd /usr

set すべてのシェル変数の値を設定します

setenv 環境変数を設定します

umask デフォルトでファイルに与えられる権限を表示します

uname 現行システムの名前を表示します

表表表表 B-1  基礎的な基礎的な基礎的な基礎的な UNIXコマンドコマンドコマンドコマンド

ユーザー・コマンドユーザー・コマンドユーザー・コマンドユーザー・コマンド 説明説明説明説明
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基礎的な UNIXの構文と説明
chgrp group_name filename
ファイルまたはディレクトリにアクセスできるグループを変更します。

例例例例

chgrp dba tools.dbf

dba グループが tools.dbf ファイルの所有者になります。

chmod code_name + code_name filename
filename に対してユーザー（所有者）、グループおよびその他のユーザーの読込み、書込
み、実行権限を変更します。

例例例例

chmod ugo+rwx filename

ユーザー（u）（ファイル所有者）、グループ・メンバー（g）およびその他のユーザー
（o）に、読込み（r）、書込み（w）、実行（x）権限が与えられます。

chmod go-r filename

グループ・メンバーおよび他のユーザーの読込み権限がなくなります。

chown username filename
filename の所有者を、指定したユーザー（oracle ）に変更します。

例例例例

chown oracle /temp/foo

cp filename1 filename2
filename1 を filename2 にコピーします。filename2 が存在しない場合は、そのファイ
ルが作成されます。

例例例例

cp filename1  filename2

cp -i * directory_name
現行ディレクトリ内のすべてのファイルを、指定した directory_name にコピーします。
「-i 」を指定すると、同じ名前のファイルがターゲット・ディレクトリに存在する場合に、
それを上書きするかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。
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基礎的な UNIXの構文と説明
echo $variable_name
指定した変数に設定されている値を表示します。たとえば、現行のライブラリの検索パスを
調べるには、次のように入力します。

Bourneまたは Kornシェルの場合

$ echo $LD_LIBRARY_PATH

find . -name ’string*’ -print
string で始まるファイルを、現行ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリ内で検索
します。検索されたファイルは、フルパスで画面に表示されます。

grep string filename
指定したファイルを検索して、特定の文字列を見つけます。

例例例例

jwilson がパスワード・ファイル内に登録されている有効なユーザー名かどうかを調べ
るには、次のように入力します。

grep jwilson /etc/passwd

kill process_number
指定した process_number のプロセスを終了します。最初に ps コマンドを使用して、実
行中のプロセス番号を一覧表示してください。

例例例例

kill 1351

通常の kill コマンドが機能しない場合、次のように入力します。

kill  -9  process_number

この構文はプロセスを強制終了するため、必ず正しいプロセスを指定してください。

ls
現行ディレクトリ内のファイル名を一覧表示します。ls に -a オプションを指定した場合
は、ドット・ファイル（.login など）が一覧表示されます。ls に -l オプションを指定し
た場合は、ファイルのユーザー ID、サイズ、作成日付および名前が表示されます。

ls -al directory
指定したディレクトリ内のファイルを表示します。
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基礎的な UNIXの構文と説明
man command_name
command_nameが解説されているオンライン・ドキュメントのページが表示されます。

man who で、UNIXの whoコマンドの使用方法が表示されます。

mkdir directory
現行ディレクトリの下に新しいディレクトリを作成します。

例例例例

 mkdir letters

mv filename directory
このコマンドを使用して、ファイルをある位置から別の位置に移動したり、またはファイル
を改名して元のファイルを削除したりします。

例例例例

mv filename  /usr/opt/

現在のディレクトリにある filename を /usr/opt/ ディレクトリに作成して、元の
ファイルを削除します。

passwd
現在ログインしているユーザーのパスワードを変更します。

ps
実行中の現行プロセスを一覧表示します。

pwd
作業中の現行ディレクトリを表示します。

rlogin host_name
ネットワーク上の別のマシンに接続して作業できるようになります。

例例例例

rlogin hostb
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基礎的な UNIXの構文と説明
rm filename
削除するかどうかを確認せずに、filename をディスクから削除します。

例例例例

rm filename

rm -i filename
削除するかどうかを確認してから、filename を削除します。

例例例例

rm -i filename

rmdir directory
ディレクトリが空のときのみ、そのディレクトリを削除します。

例例例例

rmdir directory
rmdir: Directory not empty

rm -rf directory
削除するかどうかを確認せずに、ディレクトリ、そのディレクトリ内のサブディレクトリ、
およびすべてのファイルを削除します。

例例例例

rm -rf directory

su
パスワード・プロンプトが表示された後、root ユーザーに切り換わります。
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各国語サポ
C

各国語サポート各国語サポート各国語サポート各国語サポート

この付録では、Oracleがサポートしている次の内容について説明します。この付録では、
Oracleの各国語サポート（NLS）の詳細は説明していません。

■ サポートしているソート順

■ サポートしているキャラクタ・セット

■ サポートしている言語および地域
ート C-1



サポートしているソート順
サポートしているソート順サポートしているソート順サポートしているソート順サポートしているソート順
言語は、次の順でソートできます。

Arabic German_Din Italian Spanish

Czech XGerman Latin XSpanish

Danish XGerman_Din Norwegian Swedish

XDanish Greek Polish Swiss

Dutch Hebrew Russian Turkish

Finnish Hungarian Slovak Turkish

German Icelandic XSlovak West_European
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サポートしているキャラクタ・セット
サポートしているキャラクタ・セットサポートしているキャラクタ・セットサポートしているキャラクタ・セットサポートしているキャラクタ・セット
Oracle NLSは、次のキャラクタ・セットをサポートしています。

7ビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セット

8ビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セットビット・キャラクタ・セット

US7ASCII U.S.7ビット ASCII（デフォルト）

D7DEC DECドイツ語 7ビット

F7DEC DECフランス語 7ビット

S7DEC DECスウェーデン語 7ビット

E7DEC DECスペイン語 7ビット

AR7ASMO449PLUS アラビア語 /ラテン語 ASMO-Plus 7ビット

TR7DEC DECトルコ語 7ビット

SF7ASCII フィンランド語 7ビット ASCII拡張

NDK7DEC DECノルウェー語 /デンマーク語 7ビット

I7DEC DECイタリア語 7ビット

NL7DEC DECオランダ語 7ビット

CH7DEC DECスイス語 7ビット

SF7DEC DECフィンランド語 7ビット

US8ICL ICL EBCDIC 8ビット US

WE8ICL ICL EBCDIC 8ビット西ヨーロッパ

EE8PC853 IBM PC 8ビット東ヨーロッパ - コード・ページ 852

LT8PC772 IBM PC 8ビット・リトアニア - コード・ページ 772

LT8PC774 IBM PC 8ビット・リトアニア - コード・ページ 774

DK8EBCDIC277 EBCDIC 8ビット・デンマーク - コード・ページ 277

WE8DEC DEC西ヨーロッパ 8ビット

WE8HP HP 8ビット西ヨーロッパ

US8PC437 IBM PC 8ビット U.S. - コード・ページ 437
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サポートしているキャラクタ・セット
WE8EBCDIC37 EBCDIC 8ビット西ヨーロッパ - コード・ページ 37

WE8EBCDIC500 EBCDIC 8ビット西ヨーロッパ - コード・ページ 500

EL8EBCDIC875 EBCDIC 8ビット・ギリシャ - コード・ページ 875

WE8PC850 IBM PC 8ビット西ヨーロッパ - コード・ページ 850
（HFT端末で使用）

WE8ISO8859P1 ISO 8859-1西ヨーロッパ 8ビット

EE8ISO8859P2 ISO 8859-2東ヨーロッパ 8ビット

SE8ISO8859P3 ISO 8859-3南ヨーロッパ 8ビット

CL8ISO8859P5 ISO 8859-5キリル 8ビット

CL8MSWIN1251 Windowsキリル 8ビット
（CL8MSWINDOW31に替わるもの）

CLMACCYRILLIC Macキリル 8ビット

EL8ISO8859P7 ISO 8859-7ラテン /ギリシャ 8ビット

IW8ISO8859P8 ISO 8859-8ラテン /ヘブライ（Iwriet）8ビット

WE8ISO8859P9 ISO 8859-9西ヨーロッパ /トルコ 8ビット

EL8DEC DECラテン /ギリシャ 8ビット

TR8DEC DECトルコ 8ビット

EL8PC437S IBM-PCアメリカ /ギリシャ・キャラクタ・セット

EEC8EUROPA3 EEC’s EUROPA3西ヨーロッパ /ギリシャ 8ビット・
キャラクタ・セット

RU8BESTA ラテン /キリル BESTA 8ビット

RU8PC866 IBM-PCラテン /キリル 8ビット - コード・ページ 866

RU8PC855 IBM-PCラテン /キリル 8ビット - コード・ページ 855

D8EBCDIC273 EBCDIC 8ビット・オーストリア /ドイツ - コード・
ページ 273/1

I8EBCDIC280 EBCDIC 8ビット・イタリア - コード・ページ 280/1

N8PC865 IBM PC 8ビット・ノルウェー - コード・ページ 865

TH8TISASCII タイ工業規格 620-2533 ASCII 8ビット

TH8TISEBCDIC タイ工業規格 620-2533 EBCDIC 8ビット
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サポートしているキャラクタ・セット
マルチバイト・キャラクタ・セットマルチバイト・キャラクタ・セットマルチバイト・キャラクタ・セットマルチバイト・キャラクタ・セット

TR8PC857 IBM-PCトルコ 8ビット - コード・ページ 857

NEE8ISO8859P4 ISO 8859-4北および北東ヨーロッパ

AR8ISO8859P6 ISO 8859-6ラテン /アラブ

AR8ASMO708PLUS アラブ /ラテン ASMO-Plus 8ビット
（格納キャラクタ・セットとしては無効）

TR8ISO8859P9 トルコ版 ISO 8859-9西ヨーロッパ

JA16VMS 日本語 VMS漢字

JA16EUC 日本語拡張 UNIXコード

JA16EBCDIC930 日本語

JA16SJIS 日本語シフト JIS

JA16DBCS 日本語 IBM

KO16KSC5601 韓国語 KSC5601

KO16DBCS 韓国語 IBM

ZHS16CGB231280 中国語 GB2312-80

ZHS16GBK 中国語 GBK

ZHT32CNS11643-86 台湾中国語（繁体字）

ZHT16BIG5 BIG5中国語（繁体字）

ZHT32EUC 中国語（繁体字）拡張 UNIXコード
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サポートしている言語および地域
サポートしている言語および地域サポートしている言語および地域サポートしている言語および地域サポートしている言語および地域
表 C-1に、言語、地域およびそれらに対応する NLS値を示します。また、言語 /地域の組
合せごとに推奨するキャラクタ・セットも示します。

表表表表 C-1  言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット

言語言語言語言語 NLS 値値値値 地域地域地域地域 NLS 値値値値 推奨する推奨する推奨する推奨する
キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット

アメリカ英語 american アメリカ合衆国 america US7ASCII

アラビア語 arabic アラブ首長国連邦 "united arab 
emirates"

AR8ISO8859P6

ブラジル・
ポルトガル語

"brazilian 
portuguese"

ブラジル brazil WE8DEC

カナダ・
フランス語

frc カナダ（ケベック） frc WE8DEC

チェコ語 czech チェコ czechoslovakia EE8ISO8859P2

デンマーク語 danish デンマーク denmark WE8DEC

オランダ語 dutch オランダ "the netherlands" WE8DEC

フィンランド語 finnish フィンランド finland WE8DEC

フランス語 french フランス france WE8DEC

ドイツ語 german ドイツ germany WE8DEC

ギリシャ語 greek ギリシャ greece EL8DEC

ハンガリー語 hungarian ハンガリー hungary WE8ISO8859P2

アイスランド語 is アイスランド is WE8ISO8859P1

イタリア語 italian イタリア italy WE8DEC

日本語 japanese 日本 japan JA16EUC

韓国語 korean 韓国 korea KO16KSC5601

リトアニア語 lt リトアニア lt NEE8ISO8859P4

メキシコ・
スペイン語

esm メキシコ esm WE8DEC

ノルウェー語 norwegian ノルウェー norway WE8DEC

ポーランド語 polish ポーランド poland EE8ISO8859P2

ポルトガル語 portuguese ポルトガル portugal WE8DEC
C-6 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



サポートしている言語および地域
ロシア語 russian CIS cis CL8ISO8859P2

中国語（簡体字） "simplified 
chinese"

中国 china ZHS16CGB231280

スロバキア語 slovak スロバキア slovakia EE8ISO8859P2

スペイン語 spanish スペイン spain WE8DEC

スウェーデン語 swedish スウェーデン sweden WE8DEC

タイ語 th タイ th TH8TISASCII

中国語（繁体字） "traditional 
chinese"

台湾 taiwan ZHT32EUC

トルコ語 turkish トルコ turkey WE8ISO8859P9

表表表表 C-1  言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット言語、地域および推奨するキャラクタ・セット

言語言語言語言語 NLS 値値値値 地域地域地域地域 NLS 値値値値 推奨する推奨する推奨する推奨する
キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
各国語サポート C-7



サポートしている言語および地域
C-8 Oracle8 for Intel UNIX（DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel）インストレーション・ガイド



索引索引索引索引

数字数字数字数字
7ビット・キャラクタ・セット，C-3
8ビット・キャラクタ・セット，C-3

A
Advanced Networking Option
インストレーションの要件およびタスク，1-18，

1-20，1-21，1-22
インストレーション前のタスク，2-26
クライアント専用のマシン，2-26
サポートされている認証アダプタ，1-23

Advanced Replication Option
今回のリリースでの新規作成，1-28

ALTER DATABASEコマンド，5-21

B
binディレクトリ
作成方法，2-17
要件，2-2

C
CD-ROM
装置，1-3，1-4，1-5，1-6

chmod，B-6
CONNECT INTERNAL

operatorパスワード，3-10
Server Manager，3-10

ConText Cartridge
「ConTextオプション」を参照
インストレーション後のタスク，4-17

インストレーションの要件およびタスク，1-10，
1-11，1-13

ConTextオプション
データベース領域要件，4-17
パラメータ要件，4-17

CONTROL_FILESパラメータ
アップグレード，5-13

coraenvスクリプト，4-12

D
DB_BLOCK_SIZE，5-4
DB_NAME初期化パラメータ，3-9
dbaグループ

Oracle Parallel Server用に作成，2-24
DBAロール，2-15
dboraファイル，4-7，4-8
dbshutスクリプト，4-5
dbstartスクリプト，4-5
DBTパッケージ，1-7

E
Enterprise Backup Utility，1-29

G
groupaddコマンド，B-5
GUI要件，1-6，1-7，1-9

I
Identix認証アダプタ，1-23
索引索引索引索引 -1



Image Cartridge
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
init.oraファイル
パラメータの変更，4-15

Installer，3-4
Net8製品の再リンク，A-9
Parallel Serverオプション，B-7
一般的な回復，A-10
インストレーション位置の決定，3-5
起動，3-2，B-8
キャラクタ・モード，B-8
使用方法，A-1
製品の削除，A-9
ソース，3-6
データベース・オブジェクトの作成，A-2
デフォルトまたはリピート・インストレーション，

A-3
デフォルト・データベース，3-9
トラブルシューティング，A-10
表示上の問題，A-10
プロンプトの応答，3-4

Intelligent Agent
インストレーション後，4-26
インストレーションの要件およびタスク，1-18，

1-20，1-22

J
Java Database Connect
インストレーション前のタスク，4-20

K
Kerberos認証アダプタ，1-23

L
LD_LIBRARY_PATH
説明，2-19
要件，2-2

listener.oraファイル，4-21

M
Migration Utility
インストール，5-9

実行，5-14

N
Net8
「Oracle Net8」を参照
インストレーションの要件およびタスク，1-18，

1-20，1-22
Net8 Assistant，1-29
NetWizard
「Net8 Assistant」を参照

Network Manager，1-29

O
Online Text Viewer，4-30
operator
パスワード，3-10

OPERATORロール，2-15
ORA_NLS
説明，2-20

ORA_NLS33
要件，2-3

Oracle Names
インストレーション後のタスク，4-24
インストレーションの要件およびタスク，1-18，

1-20，1-21，1-22
インストレーション前のタスク，2-27

Oracle Net8，B-7
アップグレード前のタスク，5-8
インストレーション後のタスク，4-21
インストレーション前のタスク，2-26

Oracle Parallel Server
oracleソフトウェア所有者の作成，2-24
rcpコマンド，2-25
アップグレード前のタスク，5-8
インスタンス数の設定，3-11
インストレーション後のタスク，4-19
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11
基礎的な UNIXコマンド，B-7
構成，4-19
設定タスク，2-23
等価の設定，2-25
ファイル権限，2-24

Oracle Security Server
インストレーション後のタスク，4-28
索引索引索引索引 -2



Oracle Server
インストレーション後のタスク，4-18
インストレーションの要件およびタスク，1-12
クリーンに再起動する，4-7，4-8
クリーンに停止する，4-7，4-8
セキュリティ，2-15
ロール，2-15

Oracle TCP/IP Protocol Adapter
設定タスク，2-31

ORACLE_BASE，1-25
説明，2-19
要件，2-3

ORACLE_HOME，1-25
oracleアカウントのホーム・ディレクトリ，2-16
説明，2-19
要件，2-3

ORACLE_SID
Installerのプロンプト，3-5
アップグレード，5-19
説明，2-19
要件，2-3

ORACLE_TERM
共通の設定，2-20
説明，2-20
要件，2-3

Oracle8 Time Series Cartridge
インストレーションの要件，1-10，1-11，1-13

oracleアカウント
Oracle Parallel Server要件，2-24
インストレーション後のタスク，4-12
インストレーション前のタスク，2-18
作成方法，2-16
セキュリティ，2-16
ホーム・ディレクトリ，2-16
要件，2-16

oracleソフトウェア所有者
「oracleアカウント」を参照

Oracleパッチ，4-14
oraenvスクリプト，4-12
oratabファイル
インストレーション後のタスク，4-5
作成，2-17
プロンプト，3-5

OSDBAグループ，2-15，3-7
OSOPERグループ，2-15，3-7
OSS
「Oracle Security Server」を参照

P
Parallel Query Option
今回のリリースでの新規作成，1-28

Parallel Server
インストレーション後，4-19
インストレーション前のタスク，2-23
構成，4-19
プロンプト，3-11

Parallel Server管理コンポーネント
インストレーションの要件およびタスク，1-18，

1-20
Partitioning Option
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
PATH
説明，2-21
要件，2-3，2-21

PL/SQL
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
要件，1-10，1-11，1-13

Pro*Ada Precompiler，1-29
Pro*C/C++
インストレーションの要件およびタスク，1-14，

1-15，1-17
インストレーション前のタスク，4-20

Pro*COBOL
インストレーションの要件およびタスク，1-14，

1-15，1-16
インストレーション前のタスク，2-25，4-20

Pro*FORTRAN
インストレーションの要件およびタスク，1-14
インストレーション前のタスク，4-21

Protocol Adapter
SPX/IPX，4-25
インストレーション後のタスク，4-24

R
RAWデバイス
必要な場合，3-8

RAWボリューム
作成，2-24

RECORDLENGTH
デフォルト値，5-10，5-18，5-19
索引索引索引索引 -3



Recovery Manager
設定，4-18

REDOログ・ファイル
デフォルトの位置，3-9

RENAME FILE
アップグレード時にオプションを使用，5-22

ROLLBACK表領域
サイズおよび位置，3-9

root.shスクリプト
oraenv (coraenv)，2-17
アップグレードおよび移行後，5-23
クラスタのリモート・ノード上で実行，4-19
実行，4-2
追加と新規作成の比較，3-6

rootユーザー
インストレーション後のタスク，4-2
インストレーション前のタスク，2-4
基礎的な UNIXコマンド，B-4

S
SecurID認証アダプタ，1-23
Server Manager

CONNECT INTERNAL，3-10
Motifモード，1-29
基礎的な UNIXコマンド，B-4

setuid
シングルタスク・プログラムのリンク，1-25

SGA
「システム・グローバル領域」を参照

SHARED_POOL_SIZEパラメータ，4-17
sid
「インスタンス名」を参照

snmpd実行ファイル，4-27
Software Asset Manager
製品のグループ化，3-6

Spatial Cartridge
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
SPX/IPX Protocol Adapter，4-25
インストレーションの要件およびタスク，1-22

SQL*Module for C，1-29
SQL*Net
「Oracle Net8」を参照

sqlnet.oraファイル，4-21

SRCHOME
説明，2-21
要件，2-3

start_peerスクリプト，4-27
SYSTEM表領域，3-9

ConTextオプション・データベース・オブジェク
ト，4-17

移行領域の検証，5-10
サイズおよび位置，3-9

T
TCP/IP Protocol Adapter
インストレーションの要件およびタスク，1-19，

1-20，1-22
TEMP表領域，3-9
サイズおよび位置，3-9

Text Viewer
「Online Text Viewer」を参照

TEXT_ENABLEパラメータ，4-17
Time Series Cartridge

UTLREFパッケージのインストール，4-18
インストレーション後，4-17
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
リリース 8.0.6の新製品，1-26

Time Series Cartridge用の UTLREFパッケージ，4-18
TMPDIR
説明，2-21
要件，2-3

tnsnames.oraファイル，4-21
TOOLS表領域，3-9
サイズおよび位置，3-9

TWO_TASK
設定，4-25
説明，2-21
要件，2-3

U
ulimit，1-7，1-8
umask
設定，2-18
要件，2-2

umaskコマンド，B-5
索引索引索引索引 -4



UNIXアカウント
インストレーション後の更新，4-12
作成方法，2-16
要件，2-2

UNIXカーネル
構成方法，2-4
パラメータ設定，2-2，2-4

UNIX環境
要件，2-2

UNIXグループ，2-15
作成方法，2-15
要件，2-2

USERS表領域，3-9
サイズおよび位置，3-9

V
Visual Information Retrieval Cartridge
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
リリース 8.0.6の新製品，1-26

ああああ
アカウント

oracleアカウントの作成，2-16
アップグレード

ALTER DATABASEコマンド，5-21
init.oraファイルのデフォルト位置，5-12
init.oraファイルの編集，5-13
ORACLE_SID，5-19
RENAME FILEオプション，5-22
新しい製品のインストール，5-19
アップグレード前のタスクの実行，5-7
既存データベースのバックアップを取る，5-7
既存の製品，5-20
今回のリリースをインストールする，5-12
データベースのオープン，5-22
データベース・オブジェクト，5-19
データベース・ファイルの再配置，5-20
データベース・ファイルの削除，5-22
バージョン 6から，5-4
破壊されたデータベース・ファイル，5-20
方法の選択，5-2
用語，5-2
「移行」を参照

いいいい
移行

SYSTEM領域の検証，5-10
「アップグレード」を参照
定義，5-2
バージョン 6から，5-4
変換ファイル，5-16
方法の選択，5-2
ユーティリティ実行後，5-16

移行の終了，5-16
インクルード・ファイル，5-13
インスタンス名

db_nameとの関連，3-9
ORACLE_SIDとの関連，3-7
説明，2-19

インストール・ソース
指定，3-6

インストレーション
Installerの使用，3-2，A-1
インストレーション後のタスク，4-1
インストレーション前のタスク，2-1
概要，1-2
制限事項，1-25
要件
サーバー，1-12
製品固有，1-12

インストレーション後
Parallel Serverオプション，4-19

インストレーション後のタスク
Intelligent Agent，4-26
Oracle ConText Cartridge，4-17
Oracle Names，4-24
Oracle Security Server，4-28
Oracle Server，4-18
Oracle8 Time Series Cartridge，4-17
Protocol Adapter，4-24
root.shの実行，4-2
Time Series Cartridge，4-17
製品固有，4-16
データベースの起動および停止の自動化，4-5

インストレーションの概要，1-2
インストレーションのための UNIXコマンド，B-8
インストレーション前のタスク

Advanced Networking Options，2-26
JDBC，4-20
Oracle Names，2-27
索引索引索引索引 -5



Oracle Net8，2-26
Oracle Parallel Server，2-23
Parallel Server，2-23
Pro*C/C++，4-20
Pro*COBOL，2-25，4-20
Pro*FORTRAN，4-21
RAWボリューム，2-24
rootユーザー，2-4

インストレーション要件
製品固有，1-10

ええええ
エクスポート /インポート

Oracle8データベースの作成，5-18
必要なリソース，5-5

エラー・メッセージ
再リンク，A-11

おおおお
オブジェクト・オプション
インストレーションの要件およびタスク，1-10，

1-11，1-13
オプション
「Oracle Server」を参照
オペレーティング・システム
パッチ，1-6，1-7，1-8，1-9，B-4
要件，1-6，1-9

オンライン・ドキュメント
今回のリリースでの新規作成，1-28

オンライン・トランザクション処理
メモリーの節約，3-10

かかかか
カーネル
パラメータ設定，2-2

カーネル・パラメータ
設定，2-4

各国語サポート，3-4
格納キャラクタ・セットの指定，3-9
言語，C-2
サポートしているキャラクタ・セット，C-3
ソート順，C-2
地域，C-2
メッセージ用言語の指定，3-6

カプセル化プログラムの構成
構成
カプセル化プログラム，4-27

環境
共通の環境の作成，2-17，4-12
現行セッションの更新，2-22
設定，B-4

環境変数
基礎的な UNIXコマンド，B-5
説明および設定，2-18
要件，2-2

管理
共有環境による簡素化，2-17

管理者
UNIXアカウント，2-2
UNIXグループ，2-2

きききき
基礎的な UNIXコマンド
環境設定のためのコマンド，B-4
構成，B-8
構文，B-10
説明，B-9

既存の Names Server，4-24
起動

Installer，B-8
起動および停止，4-5
起動および停止の自動化，4-5
機能
基礎的な UNIXコマンド，B-4

キャラクタ・セット
7ビット，C-3
8ビット，C-3
マルチバイト，C-5

キャラクタ・モード
インストレーション，B-8

共有環境
作成，2-17

共有メモリー
構成，2-4

くくくく
クライアント共有ライブラリ
パスの設定，2-2
索引索引索引索引 -6



グループ
Oracle Parallel Server用に作成，2-24

けけけけ
権限

umaskによる設定，2-18
ファイル作成，2-2

ここここ
構成
マスター・エージェント，4-26

コマンド
chmod，B-6
groupadd，B-5
umask，B-5
UNIX構文，B-10
インストレーションのためのコマンド，B-8
環境設定のためのコマンド，B-4
基礎的な UNIXコマンド，B-9
機能，B-4
構成，B-8
要件のためのコマンド，B-4

今回のリリースでの新規作成
Advanced Replication Option，1-28
Oracle*XA Library，1-29
Parallel Query Option，1-28
SQL*Net，1-28
オンライン・ドキュメント，1-28
分散データベース・オプション，1-28，1-29

ささささ
サイズが大きなファイルのサポート，1-25
最適フレキシブル・アーキテクチャ，1-25

Oracle Parallel Server，3-11
ソフトウェア・インストレーション・オプション，

3-5
データベース・ファイルの再配置，5-20
複数ドライブの使用，3-8

再リンク，2-15
エラー・メッセージ，A-11
手動，A-9
必要な場合，A-9

参照ドキュメント，vii

しししし
システム識別子
「インスタンス名」を参照
システム要件，1-3
システム・グローバル領域

init.oraファイル，4-15
シングルタスク・プログラムのリンク，1-25

システム・グローバル領域（SGA）
共有メモリーの設定，2-4

使用されなくなった製品，1-29
初期化パラメータ

ConTextオプション，4-17
DB_NAME，3-9
チューニング，4-14

シングルタスク・プログラム
リンク，1-25

シンボリック・リンク
Installerの制限事項，A-11

シンボル
未定義，A-12

すすすす
スクリプト

cat8000.sql，5-17
catrman.sql，4-19
dbshut，4-5
dbstart，4-5
migrate.bsq，5-9
oraenv（coraenv），4-12
root.sh，4-2
start_peer，4-27

ステージ領域，3-6
作成方法，A-9
制限事項，A-9
説明，A-9
トラブルシューティング，A-12

スワップ領域
要件，1-3，1-4，1-5，A-11

せせせせ
制御ファイル
更新時，5-13
デフォルト・データベース，3-9
索引索引索引索引 -7



製品固有
インストレーション後のタスク，4-16
要件，1-10

製品の削除，1-29，A-9
Enterprise Backup Utility，1-29
Multi-Protocol Interchange，1-29
Server Manager Motif，1-29

製品の変更，1-28
Advanced Replication Option，1-28
Parallel Query Option，1-28
SQL*Net，1-28
オンライン・ドキュメント，1-28
分散データベース・オプション，1-28

セキュリティ，2-15
operatorパスワード，3-10
ファイルの検証，4-3
リモート・ログイン，3-10

そそそそ
ソーシング
ファイル，B-6

ソフトウェア，1-10
アップグレード，5-2
マウント・ポイント，2-15

たたたた
単一インスタンスのマシン，4-13
端末タイプ

ORACLE_TERM設定，2-20

てててて
停止および起動，4-5
ディスク領域
不十分なディスク領域，A-10

ディスク・ドライブ
要件，1-3，1-5，1-6

データベース
Installerが作成したデータベース，3-9
オブジェクトのアップグレード，5-2
起動，4-5
停止，4-5
デフォルト・ファイルの位置およびサイズ，3-9
バックアップ，5-7
マウント・ポイント，2-15

データベース・オブジェクト
アップグレード，5-19
作成，A-2
デフォルト設定値，A-2

データベース・ブロック・サイズ
アップグレード時の制限事項，5-4

データ・ファイル
サイズおよび位置，3-9

デフォルト・インストレーション
実行方法，A-3

デフォルト・データベース
表領域，3-9
要約，3-9

とととと
ドキュメント
アクセス，4-29
インストール位置，4-29
インストールの方法，3-12
製品とオペレーティング・システムの比較，3-12
ナビゲーション・ファイル，4-29

トラブルシューティング
Installer，A-10
再リンクのエラー，A-11
ステージ領域，A-12
表示上の問題，A-10
ユーザー・エラー，A-12

にににに
認証アダプタ

Advanced Networking Optionのサポート，1-23
Identix，1-23
Kerberos，1-23

ねねねね
ネットワーク
構成ツール，1-29

ネットワーク製品
ソフトウェア要件，1-23

はははは
バージョン 6，5-4
索引索引索引索引 -8



パスワード
設定，3-10
デフォルト値，3-10

パスワード認証，3-10
パッチ

Oracle，4-14
インストールされているパッケージの確認，1-9
オペレーティング・システム，1-6，1-7，1-9，B-4

パッチ・セット
インストールの方法，A-7
削除方法，A-8
説明，A-6

パラメータ
init.oraファイル，4-15
アップグレードおよび移行時の変更，5-12

ひひひひ
非同期 I/O，1-7，1-8
表領域
サイズおよび位置，3-9
デフォルト・データベース，3-9

ふふふふ
ファイル

dbora，4-7，4-8
init.oraの変更，4-15
listener.ora，4-21
Net8構成，4-21
oratab，4-5
sqlnet.ora，4-21
tnsnames.ora，4-21
インクルード・ファイル，5-13
サイズが大きなファイルのサポート，1-25
作成の権限，2-2
作成の権限の設定，2-18
制御ファイル，3-9
セキュリティ，4-3
チューニング・パラメータ，4-14
デフォルト・データベースのサイズと位置，3-9
複数マウント・ポイント間での分散，3-11

フォルト・トレラント，3-11
複数インスタンスのマシン，4-13
ブラウザ
「Online Text Viewer」を参照

プリコンパイラ
ソフトウェア要件，1-13，1-16，1-10

プロンプト，3-4
分散データベース・オプション
および Oracle*XA Library，1-29
今回のリリースでの新規作成，1-28

分散ロック・マネージャ，1-6

へへへへ
変換ファイル，5-16

ほほほほ
ホーム・ディレクトリ，2-16

まままま
マウント・ポイント
作成，2-4
説明，2-15
ネーミング規則，2-15
要件，2-2

マスター・エージェント構成，4-26
マルチスレッド・サーバー
使用する場合，3-10
説明，3-10

マルチバイト・キャラクタ・セット，C-5

みみみみ
未定義シンボルのエラー，A-12

めめめめ
メモリー
要件，1-3，1-4，1-5，1-6

もももも
問題点および制限事項，1-25

ゆゆゆゆ
ユーザー等価
確認，2-25
索引索引索引索引 -9



よよよよ
要件，1-3

GUI，1-6，1-7，1-9
oracleアカウント，2-16
UNIX環境，2-2
オペレーティング・システム，1-6，1-7，1-9
基礎的な UNIXコマンド，B-4
製品固有，1-10，1-12
ディスク領域，1-24
メモリー，1-24

りりりり
リピート・インストレーション
実行方法，A-3

リモート・ログイン
パスワード，3-10
ユーザー等価，2-25

リリース 7.3.2からの製品の変更，1-28
リリース 8.0.6の新製品，1-26
リンク
シングルタスク・プログラム，1-25

れれれれ
レスポンス・ファイル，A-4

ろろろろ
ローカル binディレクトリ
作成方法，2-17
要件，2-2

ロール，2-15
ログ・ファイル
インストレーション，3-5

論理ボリューム，3-11
索引索引索引索引 -10


	Oracle8 for Intel UNIX (DG/UX Intel, NCR MP-RAS, SCO UnixWare, Solaris Intel） インストレーション・ガイド
	目次
	はじめに
	1 要件および機能
	インストレーションの概要
	インストレーションのシステム要件
	ハードウェア要件
	ソフトウェア要件
	その他の製品固有の要件
	ネットワーク製品のソフトウェア要件

	ディスク領域およびメモリーの要件

	オペレーティング・システムおよびインストレーションに固有の問題点および制限事項
	リリース8.0.6の新製品および機能
	Oracle7からの製品の変更
	Oracle7からの製品の削除


	2 環境設定
	UNIX環境の設定
	rootユーザーで行うタスク
	Oracle用にUNIXカーネルを構成する
	マウント・ポイントを作成する
	データベース管理者用のUNIXグループを作成する
	oracleソフトウェア所有者のUNIXアカウントを作成する
	ローカルbinディレクトリを作成する
	oratabファイルを作成する

	oracleユーザーで行うタスク
	ファイル作成の権限を設定する
	環境変数を設定する
	現行セッションの環境を更新する

	個々のOracle製品の設定タスク
	サーバー
	カートリッジおよびオプション
	Oracle Parallel Serverオプションのインストレーション前のタスク

	Tools製品およびプリコンパイラ
	Pro*COBOLプリコンパイラのインストレーション前のタスク
	Pro*C/C++プリコンパイラのインストレーション前のタスク

	ネットワーク製品およびシステム管理製品
	Advanced Networking Option（ANO）のインストレーション前のタスク
	クライアント専用のマシンへのANOのインストレーション

	Oracle Net8のインストレーション前のタスク
	Oracle Names Serverのインストレーション前のタスク
	Oracle Protocol Adapterのインストレーション前のタスク
	SPX/IPX（DG/UX Intel、SCO UnixwareおよびSolaris Intelの場合）
	SCO UnixWare用のSPX/IPX
	TCP/IP

	Oracle Security Server（OSS）のインストレーション前のタスク



	3 インストレーションのタスク
	Installerの起動
	製品インストレーション用のCD-ROMをマウントする
	Installerを起動する
	非問合せモードでのインストレーション


	Installerのプロンプト
	データベース作成プロンプト
	Oracle Parallel Serverのプロンプト

	ドキュメントのインストール
	ドキュメントのインストール方法

	Installerセッション後のタスク

	4 Oracle8システムの構成
	rootユーザーで行うタスク
	root.shスクリプトを実行する
	root.shスクリプトが表示するメッセージ

	その他のUNIXアカウントを作成する
	データベース・ファイルのセキュリティを検証する
	oratabファイルを更新する
	データベースの起動および停止を自動化する（オプション）

	oracleユーザーで行うタスク
	UNIXアカウント起動ファイルを更新する
	環境変数の設定
	oraenv（coraenv）スクリプトの初期設定
	他のoracleユーザー起動ファイルを更新する

	必要なOracleパッチを適用する
	初期化パラメータを設定する
	デフォルトのinitsid.oraファイルをアクティブにする
	initsid.oraパラメータの変更


	個々のOracle製品のインストレーション後のタスク
	Oracle ConText Cartridgeのインストレーション後のタスク
	Oracle8 Time Series Cartridgeのインストレーション後のタスク
	UTLREFパッケージのインストール（Oracle8 Time Series Cartridgeに必要）

	Oracle8 Serverのインストレーション後のタスク
	Recovery Manager
	マルチスレッド・サーバー

	Oracle Parallel Serverオプションのインストレーション後のタスク
	root.shスクリプトのリモート・ノード上での実行
	Oracle Group Membership Services（OGMS）トレース・ファイル
	インスタンスの起動

	JDBCのインストレーション後のタスク
	Pro*COBOLプリコンパイラのインストレーション後のタスク
	Pro*C/C++プリコンパイラのインストレーション後のタスク
	Pro*FORTRANプリコンパイラのインストレーション後のタスク
	Oracle Net8のインストレーション後のタスク
	Oracle Names Serverのインストレーション後のタスク（オプション）
	Oracle Protocol Adapterのインストレーション後のタスク
	すべてのプロトコル・アダプタ
	SPX/IPX（DG/UX Intel、SCO UnixWareおよびSolaris Intelの場合）

	Oracle Intelligent Agentのインストレーション後のタスク
	マスター・エージェントの構成
	カプセル化プログラムの構成
	start_peerスクリプトの検証
	SNMPコンポーネントの起動
	データベース・サブエージェントの構成および起動

	Oracle Security Server（OSS）のインストレーション後のタスク

	インストールしたドキュメントの表示
	Oracle Information Navigator
	Text Viewer


	5 アップグレードおよび移行
	アップグレード方法の選択
	定義
	制限事項およびその他の考慮事項

	アップグレード前のタスク
	Oracle8 Serverの環境設定を確認する
	既存Oracleデータベースのバックアップを取る
	Oracle製品のインストレーション前のタスクを行う
	Oracle8へ移行するために必要なパッチを適用する（DG/UX Intelの場合）
	アップグレード前のタスクを行う
	Oracle8 Server
	Oracle Parallel Server
	Oracle Net8

	Migration Utilityを準備する
	Migration Utilityのインストール
	SYSTEM表領域の領域の検証

	データベース全体をエクスポートする

	Oracle Serverのアップグレード
	新しいOracle8 Serverの環境変数を設定する
	新しいORACLE_HOMEディレクトリにOracle8 Serverをインストールする
	パラメータ・ファイルを更新する
	データベースを移行する（必要な場合）
	Migration Utility
	エクスポート/インポート

	Oracle8 Serverをアップグレードする（NCR MP-RASの場合）
	データベース・オブジェクトをアップグレードする
	データベース・オブジェクトをアップグレードしない場合
	データベース・オブジェクトのアップグレード方法

	OFA準拠のディレクトリ構造にデータベース・ファイルを再配置する

	アップグレード後のタスク
	インストレーション後のタスクを確認する
	ユーザーに通知する


	A Oracle Installerの使用
	データベース・オブジェクトの作成
	Installerによって作成されるデータベース・オブジェクト
	デフォルトの使用
	Installerによって作成されるデータベース


	デフォルトおよびリピート・インストレーション
	デフォルト・インストレーション・パス
	Silent Mode（リピート・インストレーションの場合）

	アップグレードおよびパッチ・セット・インストレーション
	パッチ・セット
	オラクル社パッチ・セット
	パッチ・セットの内容
	パッチ・セットのインストール
	パッチ・セットの削除


	Installerのその他の機能
	クライアント共有ライブラリの再構築および再リンク
	クライアント共有ライブラリの再構築
	製品の再リンク

	製品の削除
	ステージ領域の作成

	トラブルシューティング
	表示上の問題
	不十分なディスク領域
	再リンク時のエラー・メッセージ
	ステージ領域の問題
	ユーザー・エラー


	B Oracle8をインストールするための UNIX基礎知識
	UNIX概念のポイント
	大文字と小文字の区別
	実行スクリプト
	ワイルド・カード
	シンボル
	スラッシュ
	ドル記号


	基礎的なUNIXコマンドの概要
	第1章「要件および機能」で使用する基礎的なUNIXコマンド
	オペレーティング・システムのパッチおよびパッケージ

	第2章「環境設定」で使用する基礎的なUNIXコマンド
	Server Manager
	rootユーザーとしてログインする
	dbaおよびoperグループ
	groupadd
	umask
	環境変数
	chmod
	環境の更新
	ネットワーク・プロトコルのテスト
	Oracle Parallel Server Optionのインストール

	第3章「インストレーションのタスク」で使用する基礎的なUNIXコマンド
	Installerを起動する

	第4章「Oracle8システムの構成」で使用する基礎的なUNIXコマンド
	root.shスクリプトを実行する


	Oracle8をインストールするための基礎的なUNIXコマンド
	基礎的なUNIXの構文と説明
	cat filename
	cd
	chgrp group_name filename
	chmod code_name + code_name filename
	chown username filename
	cp filename1 filename2
	cp -i * directory_name
	echo $variable_name
	find . -name ’string*’ -print
	grep string filename
	kill process_number
	ls
	ls -al directory
	man command_name
	mkdir directory
	mv filename directory
	passwd
	ps
	pwd
	rlogin host_name
	rm filename
	rm -i filename
	rmdir directory
	rm -rf directory
	su


	C 各国語サポート
	サポートしているソート順
	サポートしているキャラクタ・セット
	7ビット・キャラクタ・セット
	8ビット・キャラクタ・セット
	マルチバイト・キャラクタ・セット

	サポートしている言語および地域

	索引


